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　　　　　プロローグ







　後ろ手に扉を閉め、鼻歌を歌いながら真っ暗な倉庫に入ってきた男は、かんかんと高い音を立てて階段を降りた。

　口ずさむメロディは辺りの闇やみに吸い込まれる。

　男は、階段を降りきったところにあるスイッチを入れた。

　高い天井から下がる丸い笠かさのついた電でん灯とうが次々と点ともった。それでもまだ隅すみには闇がわだかまり、そこから男の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見ているものがいる。

　男はそれを知っていたが、構わずにコンクリートで固められた床を真まっ直すぐに進んだ。歌は止やめない。男は上じよう機き嫌げんだった。

（ついに完成をした！）

　それが男の歌を生んでいた。

　もちろんまだ改かい良りようの余よ地ちはある。だがそんなのは些さ細さいなことだった。肝心の部分を乗り越えることができたのだ。改良に改良を重ねて、ようやく。

　倉庫の中央に、その機き械かいはあった。

　巨大なテーブルに手動で開かい閉へいが可か能のうな水門を取り付けたような形である。それは師の造つくり上げたものと、形状は大たい差さがない。だが、材料は凝こりに凝った。もちろん、その必要があったのだ。決して道どう楽らくでしたわけではない。

「素す晴ばらしい……」

　男は機械の柱を撫なでた。古く特別な木材の、暗い色と艶つやだった。触ふれるだけでわかる。これは《生きている》。魂たましいが《宿やどっている》。この材料でなければ、決して完成しなかっただろう。ここに宿る《怨おん念ねん》が、肉を怨うらむ気持ちが、《印刷》には大事なのだ。

「──苦労しましたよ」

　闇やみの中からそう男の声がした。抑よく揚ようがなく、声こわ音ねには少しも恩おん着きせがましさは感じられなかった。

　男はぎょっとしたが、すぐに相手が誰だれかわかって、小さく舌を打った。

「──そうそう残っているものじゃないですからね。実際に使われたギロチン台や、磔たつ刑けいの柱、獄ごく門もん台だいなどというものは。──しかし」

　闇の男の声が途と切ぎれた。

「しかし？　しかし、何だ？」

「──ひとつお聞きしたいのですが、それで《完成》なのですか？」

「もちろんだとも」

　うっとりとどす黒い支し柱ちゆうを撫で、男は震ふるえるような吐と息いきを漏もらした。

「これぞ、理想の具ぐ現げん化だ」

「では──」

　闇の中から、ぬう、と腕うでが突き出て指をさした。その腕は着物の袖そでに包まれていた。

「──それはなんです？」

　指がさした、床に転ころがった生なまっ白ちろいものを見て、男は、ふん、と鼻を鳴らした。

「ゴミだ」

「──《落らく丁ちよう》ではなく？」

　男のこめかみに血管が太く浮き上がった。

「ふざけるな！　貴き様さま、私を馬ば鹿かにするのか!?　それは要いらないものだ！　屑くずだ！　断じて《落丁》などではない！」

「──ならいいのですが。《あの方》は……無む駄だを嫌きらいます」

　淡たん々たんとした声に、男の激げつ昂こうはたちまち鎮しずまり、太く浮いた血管がひくひくと震えた。

「……わかっている。きちんと再利用する」

「──結構」

　す、と再び腕が闇に融とけた。

　男は内心で胸を撫なで下ろした。闇やみの男の腕は死の道みち標しるべだとよくよく承しよう知ちをしていた。それをいつまでも向けられていたくはない。

「──引ひき渡わたしはいつに？」

「数日中には渡す。もう少し……もう少し実地に試験をする必要がある。そうでなければ駄だ目めだ。駄目なのだ」

　男は愛あい撫ぶをするように柱を撫で擦さすり、

「頼む、頼む……」

　闇に向かい、縋すがるように幾いく度どもそう繰くり返した。

「…………」

　応こたえはなく、それが答えだった。
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「ふうん……おもしろいわね」

　開いた《本》から料理が飛び出してくるのを見て、崎さき田たチカは心から感心した様子で目を瞬しばたたいた。いったいどういう仕掛けなのかしら、とその瞳ひとみは語っていたが、文ふみ人ひと──江え本もと文人にもその説明はできなかった。

　そういうものだ、としか言えない。《本》は《マイスター》の手によってこの世に生み出されるものらしいが、ルーキーの《マイスター》である文人にはとてもではないが、そこまでの技量はなかった。

　なにしろ、自分の《戦せん闘とう司書》の少女のパンツひとつ、彼女が満足するものをいまだ作れないのだ。

「今宵こよいはオムライスか♪」

　リビングの同じテーブルでその《戦闘司書》、フィフ──フィフ・デグリースが嬉うれしそうに言って、ちん、とスプーンと皿を打ち合わせて硬かたい音を立てた。

《生ける仕掛け絵本》である彼女は、同じ《本》から《飛び出した》物でなければ食べることはできない。本体が紙であるから通常の食べ物を口に含めば濡ぬれてしまって、最悪、破やぶれてしまう。残念ながら江え本もと文ふみ人ひとにはまだ、彼女自身を修しゆう復ふくできない。

「悪くないだろ？」

　文人は湯ゆ気げを立てるオムライスを乗せた皿を分厚い本の上からテーブルへと移動させた。料理を除のけたあとには何もない。ただ白いページがあるばかりである。

「この曲面の感じを出すのに苦労したんだぞ？　この前のじゃ駄だ目めだって言うからさ」

「当然じゃ。あれはオムライスというよりロールケーキじゃったもの。そのくせ、中にはチキンライスが詰まっとるのじゃから、あんな面めん妖ようなものはないわ」

「だから研究したのさ」

　文人は、ふふん、と笑った。

「ネットの画像検けん索さくでそれっぽいのがある《仕掛け絵本》を見つけたからね。残念ながら展開図までは載のってなかったから、実物を手に入れるしかなかったけど……。心して食べろよな。その本、洋書で、送料代引き料金込みで、三〇〇〇円もしたんだから」

　するとフィフは何な故ぜか満足そうに何度も頷うなずいた。

「なんだよ」

「どうじゃ？　やはりネットより実物であろ？　《仕掛け》が複ふく雑ざつになればなるほど、手に取ってみなければわからぬ。ネットではそれは不ふ可か能のうじゃ。情報を得るには便利かもしれぬが、本物には決して敵かなうものではないということじゃ」

「たまたまだよ、たまたま」

　文人は言って、サブページを開いて水の入ったコップを出してフィフの前に置いた。

　何かに付けてフィフはネットと張り合おうとする。それが、うっとうしいこともあるがおかしかった。にしても、と文人は自分の部屋を思い浮かべて少し唇くちびるを尖とがらせた。

　彼女が現れる前は、自室に本らしい本は一冊たりとも存在を許さなかった文人だったが、いまでは何冊もの《仕掛け絵本》があった。このオムライスを作るのに買ったものもそうだが、フィフの言う通り、ネットで見るだけでは限界があった。仕掛けが複雑になればなるほど、一いつ見けんしただけでは仕組みはさっぱりわからず、仕掛け絵本は高価なために、それを分解して展開図を自分のホームページにアップしている人間はほとんどいなかった。

　絵本を解体することもあるため、図と書しよ館かんで借りるわけにもいかず──そもそも図書館になど行きたくもない──結果、購こう入にゆうせざるを得なかったのだ。

「いい加か減げん認みとめたらどうじゃ？」

「うるさいなー」

　文人がそう言うと、横からにゅうと手が伸びてきて、

「にしても、本当に実体化するんだねぇ」

　チカの双ふた子ごの姉の崎さき田たルカがぺたぺたと、まっさらなページを触さわった。撫なでるようにやさしく。

「こりゃ！　拙せつの《本》にそのように無ぶ遠えん慮りよに触るでない！」

「わわっ、ご、ごめんなさぁい！」

　容よう赦しやのないフィフの声が飛んできて、ルカは慌あわてて手を引っ込めた。ほとんど万ばん歳ざいをするように腕うでを振り上げたために、大きな胸がふるんと揺れてチューブトップからこぼれそうになって、文ふみ人ひとはぎょっとした。

　慌てて目を逸そらし、胸の本にそっと手を当てた。よかった。あまり鼓こ動どうは速くなっていない。文庫サイズの革かわ装そう丁ていの表紙の奥で、心しん臓ぞうはとくとくとリズムを刻きざんでいたが、文人はなるべく驚おどろいたり興こう奮ふんしたりしないように心がけていた。

　なぜなら、この表紙の奥で鼓動を刻む心臓は、本物であって本物ではないからだった。フィフと共に追っている《奴やつ》によって、《仕掛け》にされてしまってからすでに数ヶ月。いまのところ破やぶれる気配はないが、所しよ詮せんは紙。なるべく血流は抑えておきたかった。

　だからといって、やめてくれよ、とも言えない文人だった。それを口にすれば理由を言わなくてはならない。女性の胸のふくらみに驚いて、などと告白すれば、フィフたちにいやらしいとか言われるに決まっている。

（まあ、ポーカーフェイスは得意だしね）

　文人は平然とした顔で《本》を閉じた。一いち卵らん性せい双そう生せい児じの崎田姉妹はその胸の大きさも揃そろったように大きかったが、そんなものに興味はない、という顔をするのは難しいことではなかった。

「ったく」

　幸い、フィフは文人のそんな心の葛かつ藤とうに気付いた様子もなく、鼻を鳴らすと少し乱らん暴ぼうにオムライスに先割れスプーンを突っ込んだ。そのままの状態で、つり気味の大きな紫むらさき色いろの瞳ひとみで崎田姉妹をじろりと見た。

「居候いそうろうのくせにいつもいつも当然のように食事に顔を出しおって。少しは遠慮というものを知らんのか。ずうずうしいやつらじゃ」

　それを聞くと、ルカは恐きよう縮しゆくしたように僅わずかに小さくなったが、チカはといえば、それどころか大きな胸を見せ付けるかのように背を反らし、あら、と言って、

「どうしてわたしたちが遠慮しなくちゃいけないのかしら？　きちんと食費はお義か母あ様に渡わたしているし、居候というのならあなたこそそうじゃない？　お義母様の記き憶おくを操作して騙だましているあなたに、わたしたちのことをどうこう言われたくはないわね」

「んじゃと！」

　椅い子すを鳴らしてフィフは立ち上がると、文人に向かって手を突き出した。

「文人！　ハサミをよこせ！　この女の首を切り落としてやる！」

「その前に炭も残さず燃やしてやるわ」

　チカはベルトのホルスターから素早く水みず鉄でつ砲ぽうを取り出して構えた。クリアカラーの玩具おもちやだ。ただし、中に入っているのは水ではない。《涎よだれ》──《竜りゆう涎ぜん》と呼ばれる発火性のある粘ねん液えきだ。

「──はいはい、やめやめ」

　文ふみ人ひとは両手を挙げて二人ふたりを制した。まったく、いい加か減げんにして欲しかった。毎食、とは言わないが、三日に一度はこうしたやり取りになる。

　両親を《本》にされてしまった崎田姉妹が、敵同士とはいえ《奴やつ》と同属と言えなくもない《生ける仕掛け絵本》のフィフを敵視し、事情はどうであれ《本》を焼くという禁きん忌きの技を駆く使しする《焚ふん書しよ鬼き》の後こう継けい者しやである崎田姉妹を《本》であるフィフが嫌きらうのはわかるが、いまはもっと大きな目的があるのだ。

「毎回同じこと言わせないでくれるかな？　喧けん嘩かするなとは言わないけどさ……今はそんな場合じゃないっての。わかってるんだろ？　《奴》を追うには、僕らは協力した方がいいってことはさ」

　文人はフィフとチカを交互に見、一度、深呼吸をした。

「フィフや僕にとっては、ルカさんの持っている《探たん知ちの小こ瓶びん》は魅み力りよく的てきなアイテムだ。おおよそでも《本》を探知できるんだからね。一方で、僕たちには《虚うつろの図と書しよ館かん》のネットワークがある。情報がある。僕たちはグリーズ・ビーに頼んで、《本》にされた君たちの両親の行方ゆくえを捜さがすことができるし、そうしてる。僕たちには互いに利点がある。その関係を壊こわして一体何の得がある？　あるなら教えて欲しいんだけど」

「そうだよー、チカちゃん」

　少し泣きそうな顔でルカが味方をしてくれ、それが文人はありがたかった。

　彼女はチカよりも引っ込み思案で妹に頭が上がらないように見えるが、盲もう信しん的に従ってはいなかった。おそるおそるでも意見をするときはする。

「わたしたちだけじゃパパとママを探すの、無理じゃないけど、何年かかるかわからないってこと、チカちゃんだってわかってるでしょ？　わたしのこれじゃ──」

　ルカは首から下げて、豊かな胸の間にできた谷間に挟み込むようにしていた小瓶を取り出して見せた。服がきついのか、引っ張り出した時に胸の上の方のふくらみが、ふるるっと揺れて、文人はドキドキして、必死に意い識しきを小瓶へ向けた。

　ペンダントヘッドになっている小瓶には変色した紙し片へんが入っている。原初の《生ける仕掛け絵本》の物で、すべての《本》はその派生であるゆえに場所を探知できるらしかった。

　もちろんフィフにも反応するが、複数の探知が可か能のうだった。しかし反応が微び妙みようすぎてルカだけにしかその違いがわからず、そもそも彼女が持っていなければ反応自体が起こらなかった。

「──あっちの方とかって、大まかな位置しかわからないんだから。それじゃあ何年、何十年かかるかわからないし、その間に濡ぬれたり、万が一、火事とかそういうので燃えちゃったりしたらどうするの？」

　言っていて自分で怖くなったのか、ルカは小さく肩を震ふるわせた。

「……わかってるわよ、お姉ねえちゃん」

　チカはフィフから視線を外さぬまま、ベルトのホルスターに水みず鉄でつ砲ぽうをしまった。

「決意を示しただけ。このお人形さんがわたしの首を切るとかいうから、ただでやられたりしないわよ、っていう意味で抜いただけ」

「拙せつとて同じじゃ」

　フィフは、どっか、と落ちるように乱らん暴ぼうに椅い子すに腰を下ろした。

「覚悟を見せただけじゃ。そもそも、このフミヒトが渡わたすわけがない。そうじゃろ？」

「うん、まあ」

　文ふみ人ひとは頷うなずいたが、同意は半分だけだった。もしも本当にハサミが必要であるとなったら、相手が崎さき田た姉妹でもそれを渡す覚悟はあった。そうはならないことを願いながら、文人は《本》を腰のホルダーに入れて立ち上がった。

　このホルダーはルカの手製だった。《本》がすっぽりと納まる鞄かばんがベルトについたような代しろ物もので、シザーケースなどもついていて、即そつ興きようで《仕掛け》を作るのに至し極ごく便利なものだった。

　姉妹が同居をするようになってからは《本》を肌身からほとんど離さずにいる必要があったので──フィフがそうしろと言うので──ネットで何かいいものがないかと探していたのだが見つからず、それをふとしたはずみにルカに話すと、彼女は市販の既き製せい品ひんを組み合わせてこれを作ってくれたのだった。

　素直に、すごい、と文人は感心した。母親が編集者で多た忙ぼうなため、家事全般をこなせるようになってしまった文人ではあったが、裁さい縫ほうだけは埒らち外がいだった。いまは、縫ぬう、ということは日常ではほとんどないだけに、まるで魔ま法ほうだと思った。

「同じものだけどいいよね」

　崎田姉妹に向けてそう言って、文人はオーブンレンジのスイッチを押した。自動で温あたためが始まる。オレンジの光に照らされた庫内には、皆が集まる前に作っておいた料理が皿に盛られている。何が、とチカが訊きいたが、文人はあえて答えなかった。

　程ほどなく、ぴっぴっ、と電子音がして、レンジが温めの終了を知らせてくれた。声で教えてくれるように設定することもできるのだが、電子音で十分だった。昔は、チン、という鐘かねのような音がしたらしいが、文人は聞いたことがなかった。

　扉を開けると蒸じよう気きがふわりとあふれ出し、熱い庫内からオムライスを取り出してテーブルに並べた。これは、薄うす焼やき玉子を巻くタイプのオムライスで、上にかけるのがケチャップではなくデミグラスソースだからできることだ。いま主流の半はん熟じゆく玉子のふわふわしたオムライスではレンジにかけられない。そんなことをしたら玉子が固まってしまっておいしくない。

「ほわー」

　ルカが、ソースが鼻の頭につくのではないかと思えるほど顔を近づけて、オムライスをまじまじと見た。

「いつも思うけど、ほんと、すごいよねえ……フミーってば」

　腰の辺りがむずむずして、文ふみ人ひとは眉まゆを顰ひそめた。ルカとチカは、文人のことをいつの間にやらそう呼ぶようになっていた。いくら、よしてよ、と言っても聞いてはくれず、フミー、フミーと呼ぶので、最近では文人も諦あきらめて好きに呼ばせることにしていた。

「わたし、料理ができる人って、すごーくすごーく尊そん敬けいしちゃう」

「ルカ姉ねえは、料理はさっぱりだものね」

　くるりとカレー用の大きなスプーンを回して、チカはふっと唇くちびるをほころばせた。

「裁さい縫ほうは得意だけど」

「なによぉ」

　ルカは同じ大きさのスプーンの柄を握にぎりしめ、隣となりのチカににじるように体を寄せた。

「チカちゃんだって、料理、だめじゃん」

「必要がなかったもの。ホテルに泊まればルームサービスがあるんだし、街にはコンビニもレストランもファストフードの店だってある。大体、家を持たないわたしたちが、キッチンのないわたしたちが、どうして料理を作るの？」

「そ、それはそうだけど……」

　容よう赦しやなく切り返してくる妹に、ルカは少し涙目になってスプーンの先せん端たんを嚙かんだ。

　文人は、やれやれ、とごく小さく嘆たん息そくした。それを言うなら姉のルカだって同じだろうに、と思ったが、口を挟むことはしなかった。そんなことをすれば舌ぜつ戦せんに巻き込まれてますます収しゆう拾しゆうがつかなくなる。

　こんなやり取りはしょっちゅうで、そして一〇戦すれば一〇戦、ルカが負かされることになっていた。その時は彼女も、目に涙をためたりするのだが、すぐにけろりとするので、初めこそ少しは本気で止めようとしたのだが、すぐにこれは儀ぎ式しきのようなものだと気付いてやめた。一種のコミュニケーションなのだ。

「──よいから早くごはんじゃ！」

　待ちかねたのか、フィフは皿の端はしをスプーンで、ちん、と叩たたいた。その音にルカは体を震ふるわせたものの、チカは平然とフィフを見た。

「お行ぎよう儀ぎが悪いわよ？」

「そなたに言われたくはないわ！　料理が冷めるのも構わず喋しやべり続けるのは、行儀作法にかなっておるというのか？」

　チカは、ふっと笑った。そうすると、ここにいる者は皆、たいして年は変わらないのに、彼女ばかりがやけに大人びて見え、一いち卵らん性せい双そう生せい児じであるルカともあまり似なくなった。

「いいからとっとと食べようよ」

　新たな火ひ種だねが大きくならないうちに、と思い、文人はそう割って入った。

「後片付けだってあるんだからさ。──いただきまーす」

　とにかく食事を始めてしまえば場は自然と収まることをここしばらくで学んでいた文ふみ人ひとは、率そつ先せんしてオムライスを一口食べた。が──

（んー……）

　文人は固まった。フィフたちに気取られぬよう、すぐに何事もなかったように咀そ嚼しやくしたが、口の中にはなんともいえない違い和わ感があった。強しいて説明するなら、ダンボールが料理に混じっているのを知らずに食べてしまった──そんな感覚だった。

　だが、そんなものが混入する可か能のう性せいは万に一つもなかった。同じオムライスの中身のチキンライスを使った崎さき田た姉妹は何の不満もなさそうにスプーンを運んでいる。ルカなどは、おいしいおいしい、とはしゃいでいる。

（疲れてるのかな……）

　無理やり飲み込みながら、文人はスプーンを進めた。この違和感は今日きようが初めてというわけではなかった。これまでにも何度か、同じようなことを感じたことがあった。

　やはり疲れかもしれない。もしくは寝不足か。はたまたその両方か──なぜなら文人はこのところ、気の休まることがなかったからだ。

《禁きん書しよ》と呼ばれる連中の追つい跡せきが忙しいということもあったが、疲れの原因の主は、こうして吞のん気きにオムライスを食べている崎田姉妹にあった。

「おいしいねえ、チカちゃん」

　ルカが満面の笑みを浮かべて妹を振り向いてそう言うと、チカは頷うなずいた。そして──

「これまでは不幸な人生だったけれど、フミーのような人と結婚できるなんて、人生って捨てたものじゃないってことよね」

　と言って、文人の食欲を一気に減げん退たいさせた。

　これだった。

　これが文人を気疲れさせている根本だった。

　そもそも《本》を燃やすということを目的とした、フィフたちとは水と油の存在である《焚ふん書しよ鬼き》の技術を使う崎田姉妹がここにいるのは、ひとえに文人と結婚するという目的があるからだった。

　とはいえそれは、文人が了りよう承しようした話ではなかった。原因はおまえにある、と言われればそれはそうなのかもしれないが、あれは事故だった。

（だったら最初からそう教えておいて欲しいよ……胸を触さわったらその相手と結婚だなんて、どんな家か訓くんだよ！）

　野放しにしては危険、と彼女たちが押しかけてきたのを幸いに取り込んだのは文人自身だったが、正直なところ、少し後悔がないでもなかった。何な故ぜなら。

「まだ言うか！　フミヒトは貴き様さまらのどちらとも結婚などせぬわ！」

　この話題になると、何故かフィフの機き嫌げんが一気に悪くなるからだった。

　今夜もやはり、そうなった。

　今日の彼女の頰ほおの片方は、まるでこれから冬眠をするリスかハムスターのように、頰張ったオムライスで膨ふくらんでいて、ほっぺたにはチキンライスが一ひと粒つぶくっついていたが、それが彼女の怒りを和やわらげはしなかった。

「そんなのは認みとめぬ！」

　すると、チカは眉み間けんに皺しわを寄せ、だから、とスプーンを振った。

「いつも言っているけど、どうしてあなたの許可がいるの？　誰だれもあなたと結婚したいと言っているのではないし、あなたとフミーは主従の関係ではあっても、それ以上ではないはずでしょ？　大体《マイスター》と《生ける仕掛け絵本》なら、立場は《マイスター》が上のはず。主の意向に逆らうっていうの？」

「あたりまえじゃ！」

　もうひとすくいオムライスを取って、フィフは口に押し込んだ。それでどうしてまともに喋しやべれるのか不ふ思し議ぎだったが、文ふみ人ひとは余計な指摘はしないことに決めていた。

「フミヒトは拙せつの《まいすた》ではあるが、そもそも拙に命を救われた男じゃ！　拙にその恩を返す必要がある。そしてそれは《奴やつ》を倒すことで、それまで、フミヒトの体は拙のものなのじゃ！　結婚など許さぬ！」

「フミーは誰のものでもないよー」

　ルカが不満そうに呟つぶやいたが、フィフに睨にらまれると助けを求めるようにチカを向いた。

　じゃあ、とチカは言って、まるでフィフに対抗するようにオムライスを頰張った。咀そ嚼しやくもそこそこに飲み込むと、チキンライスのケチャップで、唇くちびるがいつもよりも赤く濡ぬれたようになって光った。

「……じゃあ、《奴》を倒したらいいのね？」

「な、なんじゃと？」

「そういうことでしょう？　あなたが認めないのは、《奴》を倒すのにそんな暇ひまがあるか、ってことなんだから、倒したあとなら構わないってことだと思うんだけど、違う？」

「そ、それは……」

　フィフの紫むらさき色いろの瞳ひとみが、落ち着かな気げに揺れた。ルカは、と見れば、そうだそうだ、と言わんばかりに何度も頷うなずいている。

（わっかんないよなー……）

　文人には、崎さき田た姉妹の考えは完全に理解の外だった。そもそも結婚ということそのものが、遠い未来に人類は不老不死になります、と言われるのと同じくらい実感のない話だった。

　大体二人ふたりは別に僕のことが好きじゃないんじゃないか、と文人は思っていた。二人が家にやってきたのは、胸を揉もまれたというより、その相手が装そう丁てい家か《江え本もと春しゆん夏か》の息子だったからではないか。二人は父のファンであったというし、自分を通して父を見ているのではないかと思うと、胸がどうしても騒さわいだ。

　すると考えが聞こえたかのように、チカがくるりと振り向いて、文ふみ人ひとは危うくスプーンを取り落としそうになった。考えを読まれるはずはなかった。彼女たちは《焚ふん書しよ鬼き》ではあるが、特別な能力を持った人間というわけではない──文人は自分にそう言い聞かせ、ポーカーフェイスを何とか保ちながら、なに？　と小首を傾かしげた。

「フミーも嬉うれしいでしょ？　こんな美少女を二人ふたりもいっぺんにお嫁よめさんにできるんだから」

　チカは組んだ腕うでをテーブルについて身を乗り出すようにした。わざとか偶然か、そうすると胸が左右から寄せられて、胸の谷間がびっくりするくらい強調され、文人は思わず息を吞のんでしまった。

「あなたぁ……お風呂が先？　それとも……わ・た・し？」

　くちびるをちょっと突き出してルカがふざけた調子で言って、文人はその様子を想そう像ぞうしてしまった。

　二人は何な故ぜか裸にエプロンという格好で、大きなハートマークに《ルカ》《チカ》とプリントされているそこから、大きな胸がほとんどこぼれ落ちそうになっていた。

　そんな想像をした理由はすぐにわかった。今日きようの帰り、電車の中でサラリーマンが人ひと目めもはばからずに読んでいたスポーツ新聞に、そんな写真が載のっていたのだ。

　文人は頭を振って妄もう想そうを振り払った。

「そ、そんなの無理だって何度も言ってるじゃないか……法律が──」

「それは何度も聞いてるし、知ってるわ。何度でも言うけど、わたしたちは事実婚でいいの。ルカ姉とわたし、二人もいっぺんにお嫁さんにできるんだよ？　もちろん夜だってずっといっしょよ？　それって男子の夢じゃない？」

　ふふ、とチカが笑うと、ルカは隣となりでぽっと頰ほおを赤くした。

（やば──）

　文人は心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打つが如ごとく動き出すのを感じて、慌あわてて彼女たちから目を逸そらした。その先にはフィフがいて、けれど彼女は何を話しているのか半分も理解できていない様子で、面白くなさそうに眉み間けんに皺しわを寄せていた。

「ば、馬ば鹿かなこと言ってないで、さっさと食べちゃってよ。冷めちゃうしさ」

　誤ご魔ま化かすように言いつつ、この場の雰ふん囲い気きを変えようと文人はリモコンを手にすると、テレビをつけた。

　丁ちよう度ど、民放でニュースをやっているところだった。

　ルカとチカは顔を見合わせると、うふふ、と笑いを漏もらした。かぁわいい、とルカが呟つぶやいたのは聞かなかったことにした。

　文人はもくもくとスプーンを動かしつつ、テレビという存在に感かん謝しやした。ただ黙だまっていたのでは、いつまた結婚の話を蒸むし返されるかわからなかったが、テレビがついていれば、気詰まりにはならない。その分、会話は減へるが、先のやり取りでもう文ふみ人ひとはおなかが一杯だった。

　それに、ニュースは文人たちにとっては大事な情報源だった。《奴やつ》とその仲間の《禁きん書しよ》が動けば、それはおかしな事件として現れるからだ。

　連中の目的は人の暗い気持ちに付け込んで秘ひめた欲望を叶かなえて《本》にしてしまうことだが、人の良心が行動を歪ゆがませ、ずれを生む。それが奇妙な事件となることが多いのだ。

　だが、今日きようは特にそうした事件はなさそうだった。

　盗みや殺人、交通事故や汚お職しよくなどといったニュースの中に、ひっかかるものはない。昨さつ今こんの学力の低下についてのニュースも《禁書》連中とはなんの関わりもなさそうだった。不ふ況きようにしても、いまに始まったことではない。

「……拙せつらには、あちらを立てれば、じゃな」

「え？　何が？」

　不意にフィフがそんなことを言い、文人は思わず聞き返した。

「学力低下のニュース。それに不況じゃ。いま、このキャスターが言ったであろう？　学力低下の一因に本を読まなくなったことがある、と。ままさまも言うておった、本が売れなくて困る、と。《しゅっぱんふきょー》というやつじゃ」

「ああ、そういえば……」

　そんなことを言っていた、と文人は思い出した。このところ顔を合わせるたびに同じことを愚ぐ痴ちるので、すっかり聞き流すようになってしまっていたが、《しゅっぱんふきょー》──出版不況というのは本当に深刻なようで、母の勤める決して大手ではない出版社は生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわといってもいいくらい、本当に本が売れないということだった。

「それが？」

　文人がそう訊きくと、フィフは咥くわえたスプーンの柄を、ぴこ、と上げた。

「じゃから！」

　咥えたまま、器用に喋しやべる。

「連中が人を《本》にするためには《禁書》に触ふれさせねばならぬであろうが。しかしそもそも人が本を読まなくなれば、その機き会かいはなくなる。連中にとっては人類をすべて本に変える計画が遅ち延えんするということじゃ」

「そりゃいいね」

「いいものかっ！」

　ばん、とフィフはテーブルを叩たたいた。ほとんど空からになった皿が数センチほど跳はね上がり、その音にルカは首を竦すくめた。

「連中の計画は許せぬが、これは拙らの存在意い義ぎの危機じゃ！　大体っ！」

　フィフは咥えていたスプーンをつかむとそれで文人を指した。

「拙の《まいすた》であるそなたがまっさきに本の否定派というのはどういうことじゃっ！　そなたの父は本の装そう丁てい家かで、母は編集者！　それでどうして本が嫌きらいになる！」

「し、仕方ないだろ！」

　妙な方向に話が転ころがり始めた、と感じたが、軌き道どうの修しゆう正せいの方法を文ふみ人ひとは思いつけなかった。

「色々家庭の事情ってのがあるんだよ！」

「そんなものが《しゅっぱんふきょー》の言いい訳わけになるかあっ！」

「僕が本を読まないから出版不ふ況きようになったわけじゃないだろ！」

「同じじゃ！　そなたのように携帯だのネットだのに現うつつを抜かす輩やからが増えたから、本が割を食っておるんじゃ！　本のおかげでこうして飯を食っていように、それを否定するとは何という恩知らず！　この──浮気者っ！」

「何だよ、その理り屈くつは！」

　話の繫つながり方がわからない。不ふ条じよう理りだ。すると。

「浮気はいけないよ、フミー」

　同調するようにルカが眉まゆを顰ひそめ、

「そうね、浮気は許せないわ。嫉しつ妬とで燃えて、燃やしちゃうかも」

　チカもそんなことを言った。

　文人はますますわけがわからなくなって混乱した。なんだ？　どうしてだ？　さっきまでこの二人ふたりとフィフは対立していたはずなのに。

「だ、だから！　何で僕がそんな人でなし扱いをされなくちゃいけないんだよ！」

　すると、崎さき田た姉妹は、だってねえ、と顔を見合わせた。

「フィフちゃんは《本》じゃない」とルカ。

「大きなカテゴリーで括くくれば《本》を読むことはこの《戦せん闘とう司書》への愛だけど、それを駆く逐ちくする携帯やネットは背はい信しん、裏切りとも取れるわ。そもそも──」

　チカもフィフと同じように、スプーンで文人を指した。

「わたしも不ふ思し議ぎでしょうがないんだけど。あなた、こんな天国のような場所で、春しゆん夏か先生の装丁した本に囲まれて、どうしてそれを嫌いになれるの？」

（て、天国だって……）

　文人は固かた唾ずを吞のんだ。向けられたスプーンがまるでナイフのようにも思えた。

　天国だなんてとんでもなかった。

　そんなことは、部外者だから言えることだ。知らないから口にできる言葉だ。冗じよう談だんではなかった。ここが天国？　間違っている。ここはそんないい場所ではない。ここは──

『──次は特集です』

　不意に、テレビの音が割れんばかりに大きくなって、わあ、と誰だれともなく悲鳴が上がった。知らず、文人はテーブルに手をついていた。そこにリモコンがあったのに、気付かなかったのだ。慌あわててボリュームを下げたが、聞こえたニュースの内容に、皆それまでのやり取りを忘れて、テレビを向いた。

『今日きようの特集は最近密ひそかに増えつつある、ブラジャーをする男性たちです』

　誰だれもが目を瞬しばたたき、そうして見入ってしまった。

　内容は、ずばりそのままだった。

　女性用の下着であるブラジャーをする男性を取材した特集で、『ブラ男』とか言うらしい。女性のブラジャーの目的である乳ち房ぶさの形を整えたり先せん端たんを保ほ護ごしたりというのとは違い、締しめ付けられる緊きん張ちよう感が良いとか、選ぶのが楽しいとかいう話だった。

「……これは《連中》の仕し業わざ……じゃないよな？」

　特集が終わると、文ふみ人ひとはフィフに向かって思わずそう訊きかずにはいられなかった。《本》は人の秘ひめた想おもいを引き出す。しかし──

「違うじゃろ。これは嗜し好こうであって事件ではない。それに忘れたか？　《本》が取り憑つけるのは一度に一人ひとりじゃ。いまの特集には同じ嗜好の人間が何人も出ていた」

「《切り裂さきジャック》みたいに実在の人物を綴とじたんならそうかもしれないけど、そうじゃなくて《竹たけ取とり物もの語がたり》や《スウィーニー・トッド》のような創作本なら、同じものを複数作れんじゃないの？」

　だが、フィフは首を振った。

「命を吹き込むということは、それほど容易たやすい話ではない。少なくとも拙せつは、同じ《本》が存在するという話は聞いたことがないよ」

　文人は、ふうん、と言いつつも話が逸それたことにほっとした。すると、それにしても、と生き真ま面じ目めな声でチカが言った。

「本当に世の中は色々ね。こういう人もいれば、パンツを穿はかない女の子もいるんだから」

「……拙のことを言っておるのか？」

「他ほかにいる？」

　ふ、とチカは唇くちびるをほころばせた。

「いまも穿いてないんでしょ？　ねえ。本当はその開放感と、いつスカートが捲めくれるかわからないスリルを味わっているんじゃないの？」

「え──そうなの？」

　文人が思わずそう訊くと、間かん髪はつを容いれずにスプーンが飛んできて額ひたいを打った。

「あたっ！」

「そんなわけがあるかっ！　フミヒトがろくなパンツを作らぬからぢゃ！」

「だったらズボンを穿けばいいのにー」

　ルカが首を傾かしげると、何な故ぜかフィフの顔は仄ほのかに赤くなった。

「パンツがなしでズボンが穿けるかっ！　こ、こ、こすれてめちゃくちゃ痛いであろうがっ！」

　試したの？　という目でルカに見られて、文ふみ人ひとは頷うなずいた。

　ズボンを作るのはそれほど難しくはない。作ってフィフも穿はいたことがある。初めこそ、これで気にせずに動けると喜んでいたフィフだったが、一〇分もすると次第に動きが緩かん慢まんになっていき、しまいには座り込んでしまった。

「ど、どうしたの」

　と訊きくと、フィフは目に涙をためて振り返り、

「スカート！」

　と手を突き出した。

「スカートをはやくよこせっ！」

「は、はいっ！」

　あまりの剣けん幕まくに、文人が急いでスカートを実体化させると、フィフはそれをひったくるようにしてズボンの上から穿き、ズボンを脱いだ。膝ひざを上げたとき、文人は慌あわてて横を向いたが、その顔にズボンが投げつけられた。

「フィフ……？　どうしたの？　何か気に入らなかった？」

　振り返ると、彼女はスカートの上から股こ間かんを手で押さえつつ、

「──破やぶれたらどうするのぢゃっ！」

　と、震ふるえながら怒ど鳴なったのだった。

　そうしたことがあってフィフは、パンツなしではズボンは穿かない、と決めていたが、文人はそれをこの二人ふたりに話すつもりはなかった。からかいのネタを提てい供きようすることもない。フィフの沽こ券けんに関わるというものだ。

　噓うそだと思うなら、とフィフはスプーンを振りかざして怒鳴った。

「そなたらも試してみるがよいっ！」

「や。お断り」

　チカはにべもなく言った。

「わたしたち、そういう趣しゆ味みってないし」

　ルカもうんうんと頷うなずく。

「趣味ぢゃないっ！」

　吼ほえて、フィフはとうとうキレてテーブルに片足をかけた。

　文人はため息をついて一人ひとり、少しテーブルから離れてテレビのボリュームを上げた。こうなったら好きにさせるしかない。《竜りゆう涎ぜん》や《ハサミ》を使わなければ、家が壊こわれることもない。下へ手たに止めようとして怪け我がをするのはごめんだった。

「……さて、と」

　椅い子すの背もたれを前にして座り、文人は紙のような味のするオムライスを無理やり喉のどに送り込みながら、《禁きん書しよ》の連中が絡んでいそうなそれらしい事件がないか、特集が終わって再びニュースに戻った番組を眺ながめた。

「貴き様さまらだってブラなしのくせにっ！」

「パンツ穿はいてないよりましでしょ」

　そんなやり取りを聞きながら、文ふみ人ひとの夜は、いつものように更ふけていった。




　　　　　☆




「まったく、あいつらときたら」

　ＩＣカードタイプの定期券をかざして改札を抜けながらフィフがそんなふうに言うのを何度聞いたことだろう、と文人は彼女の後を追いながら思った。

「拙せつを怒らせるために生きているのではないかと思うことがあるわ」

「まあねえ」

　と文人も否定はしなかった。

　実際、夏休みの間は文人も心の安らぐ暇ひまはほとんどなく、あれほど新学期が始まるのが待ち遠しかった夏はなかった。何しろ、昨日きのうの食卓とほぼ変わらぬやり取りが朝昼晩、顔を合わせれば始まるのだ。

　遊びに行こうにも、夏のレジャーはフィフと文人には鬼き門もんだった。プールや海には恐ろしくて近づく気すら起こらなかった。濡ぬれたら、と思うとぞっとする。
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　たとえ入らなくても、何かのはずみに水をかけられる危険性があり、にわか雨も怖かった。特に最近は、降り出せばとんでもない雨量となる、ゲリラ豪ごう雨うが多く、迂う闊かつに外出もできないというのがこの夏だった。

　鐘しゆ翠すい善ぜん高校にプールがなくて本当によかったと文ふみ人ひとは思った。入学したときには、そんなのありか、と思ったが、こうなってみると何かの導みちびきであったような気さえした。代わりの夏場のバスケットボールは、蒸むし暑いが、それなりに楽しい。

　それにしても、と文人は駅前の店の一つを見た。その店はまだシャッターが下りていたが、それは開店前だからではなかった。潰つぶれたのだ。一学期の終わりにはまだやっていたのだが、二学期が始まってみると、『閉店のお知らせ』という張り紙があって、新学期を待たずにやめてしまったのだとわかった。

　その店は、小さな書店だった。

　扱っている本のほとんどが新刊という店で、本嫌ぎらいの文人は利用したことがなかったが、僅わずかな物悲しさを感じずにいられなかった。閉店した店を見れば、そこがどんなことをしていたとしても誰だれもが感じるものなのかもしれない。

　母の話では、この夏は酷ひどく暑かったからなのか、本の売れ行きが大きく落ち込んだらしい。そのせいかもしれない。

　そして、その影えい響きようなのか、今こん夏かは《禁きん書しよ》たちの活動がなかった。本が売れなかったということは、人が本に近づかなかったということなのかもしれない。

　だが、これからは要注意だった。

　何しろすぐそこまで秋が近づいてきている。秋といえば食欲もだが、いつも掲かかげられるのは知ち識しきの獲かく得とく──《読書の秋》だった。国を挙げて本を読ませようという気運が一気に盛り上がりを見せるのが秋だった。

　文人自身は、秋だからといってことさら本を読もうとはこれっぽっちも思わないのだが、世間は違う。いつもの倍は売れる特集を組んでやる、と母も張り切っていたし、《禁書》には活動しやすい季節が来たといえるだろう。

「おーい、江え本もと！」

　同じ制服ばかりの人混みの中からそう声がして、文人は足を止めて辺りを見回した。茶色っぽい髪かみの多い、まるで何か別種の生き物のような頭の群れの中に、ひとつ抜け出してその中に肩まで浸つかったように立っている男子生徒を見つけた。

「なんじゃ？　誰じゃ？」

　蛙かえるのように飛び跳はねるフィフに、

「八や代しろだよ」

　と答え、文人は手を上げた。

　クラスメートの八や代しろ秀ひで英あきはあけすけな笑顔になると、ちょっと悪い、と言いながら人の頭の川を搔かき分けるようにして傍そばに来た。並ぶと背の高さがますます実感できる。夏休みの間に随ずい分ぶん伸びたとわかる。文ふみ人ひとは一センチも変わらなかったのだが。

「どうしたのさ、八代」

「いきなりそれか？　相変わらずご挨あい拶さつだなあ」

　はははっ、と八代は笑った。声にはこちらの言葉を気にした様子はなく、文人は少しほっとした。正直、人との距きよ離りのとり方が文人はよくわからなかった。これまでも友達はいたが、八代は彼らとは少し違った。距離感が違った。

「ヤシロ」

　ぐい、とフィフが前に出ると、よ、と言って八代はフィフの銀のような白い髪かみの頭を、撫なでるように軽く叩たたいた。

「相変わらずちっちゃいなー」

「余計なお世話じゃ。フミヒトの腕うでが上がれば、すぐに育つ」

「よくわからんが、そーかそーか」

　フィフの言っていることは、彼女の正体を知らなければ意味不明だと思うのだが、八代は気にした様子もない。それは文人にはありがたかった。

「で？」

　文人が訊きくと、ああ、と八代は答えて親指で駅の傍そばのコンビニを指した。

「シャーペンの芯しんが切れてんのに気付いてさ、この辺で俺おれの好みの芯を売ってるコンビニってここだけなんだよな。で、どうせだからおまえらを待ってたってわけ」

「なるほどね」

「もっともそれは俺だけじゃないみたいだけどな」

「え？」

　意味がわからず眉まゆを顰ひそめると、八代は立てた親指をついと動かした。目で追った文人はそれが止まった先に立っている女生徒を見て、革かわ張ばりの文庫本の表紙の奥で心しん臓ぞうが小さく跳はねるのを確かに感じた。

　それはきっと彼女も同じだったはずだ。こちらが自分に気付いたと知って、眼鏡めがねの向こうで目をきょろきょろとさせ、肩の辺りで切りそろえた髪に何度も手をやったり、眼鏡の位置を直したりした。

　やがて、まるで観かん念ねんでもしたかのように息をつくと、くっと顎あごを上げてこちらに向かって歩き出した。

「なんじゃ？　どうした？」

　人の波に阻はばまれて見ることのできないフィフが跳ね、文人は今度は心臓が止まりそうになった。跳ねるたびにスカートが翻ひるがえるのだが、それを気にする様子がないからだった。

（ば、ばかっ）

　文ふみ人ひとは慌あわてて辺りを見回した。幸い、子供の姿はなかった。身長を考えると、もし小さな子供がいたらきっとフィフを指差し、

「あのおねーちゃん、パンツ穿はいてなーい！」

　と大声で言うに決まっている。

　そのうちに女生徒──雲くも木き詠よみが傍そばに来て、

「おはよ」

　と少しはにかんだ様子で言った。そう感じるのは、彼女が自分のことを好きだということを知っているからだろうか、と文人は疑うたがったが、確かめる方法はなかった。

「おはよう」

「よ」

「珍しいな、ヨミ」

　三人はそれぞれ思い思いの挨あい拶さつを返したが、フィフのそれは挨拶というよりは問いだった。

「え、なにが……？」

　雲木がうろたえたようにフィフを見下ろすと、彼女は八や代しろの真ま似ねをするように親指を立てて駅を指し示した。

「ヨミの家は駅の向こうじゃろ？　踏み切りを渡わたればここは通らぬはずじゃが」

「うえっ!?」

（上？）

　おかしな返答に文人は首を傾かしげた。なにが、上、なのか。思わず顔を空に向けると、軽く肩を突かれた。八代が笑っていた。ああ、と文人は気付いた。別に意味がある言葉ではなく、思わず出てしまった声だったのだろう。

「コンビニだろ？」

　落ち着いた様子で八代がそう言うと、雲木はわかりやすいほど勢い込んで、そうなの！　と何度も頷うなずいた。

「ふ、付ふ箋せん紙しが欲しくって。昨日きのう、宿題してて切れちゃって」

「もう買ったの？」

　そうじゃない、と直感しつつ、文人はそう訊きいた。おそらく、たぶん、きっと、彼女は自分を待っていたのだ。それが八代がシャープペンの芯しんを買いに来た日と重なるとは──運がいいのか、それとも悪いのか。

　雲木は、どこかほっとした様子で、うん、と答えた。

「じゃあ、行こうぜ」

　と八代が言い、文人たちは他ほかの生徒たちと同じ方角へ歩き出したが、その頃ころにはもう大分辺りは空すいていた。置いていかれて遅刻しかけているというわけではない。電車通学の生徒の一団には波があるというだけのことだった。

　そういえばさ、と八や代しろは薄うすく潰つぶした革かわの鞄かばんを脇わきに挟むようにして歩きながら、後ろを振り返った。体格が良いから誰だれかとぶつかるのでは、と文ふみ人ひとは案じたが、向こうで彼を避さけてくれるのでその心配はなかった。何か武道でもやっているのでは、と見られがちだが、八代は文人と同じく帰宅部だ。

「うちのクラス、マジでなんもやんないわけ？」

「まあ、そうだと思うけど」

　と文人は答えた。

　八代が言っているのは、間近に迫った『鐘しゆ翠すい善ぜん高校・文化祭』のことだ。同じ日に近きん隣りんの二校でも文化祭が行われるため、ちょっとした区民祭りのようになるのだが、鐘翠善高校は部活動を重視している関係もあって、クラスで何をやるかよりも部活動を優ゆう先せんしていいことになっていた。文化部のみならず運動部も各自に活動するため、部活動をしている生徒の多いクラスは、クラスとしての出し物をしないこともあり、その場合、帰宅部の生徒は前日までの全体の手伝いの他ほかは、客として参加するだけでいい、と文人は担任の和わ井い先生から聞かされていた。

　その時は、ふうん、と思っただけだったが、先生がそんな話をしたのにはもちろん理由があった。

　文人のクラスは帰宅部が五人、なおかつ部活をやっている生徒の、クラスの出し物への不参加申請が八割を超えたとのことで、クラスでの参加は見合わす、ということだった。

　それを聞いて、文人は内心、

（ラッキー）

　と思ったのだが、八代は違うらしい。彼はあからさまに不満そうな顔をして、つまんねえの、と吐き捨てた。

「なんかやりたかったの？」

　文人がそう訊きくと、

「模も擬ぎ店てんだよ、模擬店」

　と彼は言った。

「たこ焼き屋とか、たい焼き屋とかやりたかったんだよ。中学の時、他のクラスがやってて、すげーうらやましかった」

「八代たちはなにやったの？」

「それがね」

　と雲くも木きが答えた。彼女は八代と同じ中学の出身だった。

「研究展示だったの」

「しかも、水質汚染についてだぜ？　つまんねーっての。《文化祭》だぜ？　《祭》だぜ？　それがなんで水質汚染についての調査研究の発表なんだよ」

「賞、取ったけどね」

「そんなの他ほかが皆、模も擬ぎ店てんだのお化け屋や敷しきだのだったからだろ？　何でもかんでも真ま面じ目めすぎんだよ、早はや川かわは」

　早川？　と首を傾かしげた文ふみ人ひとに、クラス担任、と雲くも木きは教えてくれた。しかも三年間ずっと、というオマケの話も。

「じゃあずっと？」

「そうだよ。だから高校に行ったらぜってー模擬店をやるって決めてて、部活に入らなかったのも文化祭の模擬店に入にゆう魂こんするためってのもあったのによ。それが……」

　八や代しろはぎりぎりと奥歯を嚙かみ締しめた。

　それはなんとも気の毒に、と同情する以外には文人には何もできなかった。バンドとかなら個人での参加もありだったが、食べ物を扱う模擬店はクラス単位、部活単位でないと許可が下りない。

「まあまあ、楽しもうよ」

　ぽんぽん、と雲木が八代の肩を叩たたいてそう言った。出身中学が同じだから、どちらかといえばおとなしめの彼女も、八代に対してはいくぶん打ち解とけた態度になる。

「そうだ。当日、四人で回らない？　きっと楽しいと思うよ」

「ヨミは何もせぬのか？」

　フィフが訊きくと、彼女は頷うなずいた。

「文化祭の間は図書室は閉へい鎖さされるから。ほら。部外者の出入りが多くなるでしょ？　貴き重ちような本もあるし、だから図書委員もすることないんだ」

　文人はフィフに、つい、と袖そでを引かれたが、言いたいことはわかった。同じことをこの夏休みにも体験して、なんとも困ったからだ。

　──ということはその数日間は、またしても《虚うつろの図と書しよ館かん》への出入りができぬということか。やれやれじゃな。

　音ではなく、鞄かばんに入れた《本》から肌を通して直接、脳にフィフの声が響ひびいた。それは文人にはできない芸当だったので、彼女にだけわかるように頷いた。

　本当に、やれやれだった。

　本来であれば、別の次元と言うべき場所に存在する《虚ろの図書館》は、ある程度の蔵書量がある場所であれば、どこにも接続可能だった。だが《奴やつ》による襲しゆう撃げきで無限にある部屋の扉同士が切り離されてしまい、いまもまだ修しゆう復ふく中で、この近きん隣りんで入り口は文人の通う高校の図書室の棚の間にしかないのだった。《虚ろの図書館》は《禁きん書しよ》との戦いには不可欠な情報源だ。それに《管理司書》のグリーズ・ビーも寂さびしがるだろう。

「軽小説同好会が、作った本を売るのに図書室を使わせて欲しいって言ってたんだけど、許可下りなかったし」

「ほほう！」

　何な故ぜか急にフィフが目を輝かがやかせ、文ふみ人ひとは、なんだ？　と怯ひるんだ。

「本を作るとな？　ううむ……見上げた連中じゃ。誰だれかさんにも見習わせたいものじゃな」

　ちらりと見られ、文人は、なんだよ、とフィフに軽く体当たりをした。

「なんじゃ！」

　どす、とやり返される。だからなんだよ、ともう一度押すと、またやり返された。なんとなく悔くやしくなってもう一度、と思って足を踏ふみ出したとき、じっと雲くも木きに見つめられていることに気付いてやめた。その目が何かを訴えているようなそんな気がして、続けられなかった。

「あー……」

　文人は誤ご魔ま化かすように髪かみを搔かき上げた。

「……でもさ。本って、僕たちみたいな学生でも作れるものなの？」

　それを聞くと雲木は驚おどろいたように目を瞬しばたたいて、うん、と頷うなずいた。

「結構、皆、作ってるよ？　うちの高校でも漫研に文芸部、それと軽小説同好会でしょ？　あと運動部なんかでも年報みたいなの、ちゃんと印刷所に頼んで本にしてる。っていっても、どっちかというと雑誌かな？　大きさも厚さも」

「へー……」

　文人は本当に驚いていた。本というのは母のような出版社の人間だけが作れるもので、個人が印刷所に頼めるとはまったく思っていなかった。

「興きよう味みあるなら、見に来る？」

「え？」

「あっ、ち、違うよ？」

　まだ何も言っていないのに、雲木は焦ったように顔の前で手を振った。

「う、うちにじゃなくて、図書室にだから……」

「フミヒトは別に──あうっ」

　明らかに余計なことを言いかけたフィフを、雲木と八や代しろに見えないように肘ひじで突いて、文人は作り笑いを浮かべ、フィフが文句を言う前にわざと声を少し張った。

「図書室にあるの!?」

「う、うん」

　少し驚いた様子で雲木は頷いた。それはそうだろう。明らかにおかしい話の食いつき方だった。

　だが、フィフにその気がなかったにしても結果的に雲木をからかうようなことを彼女に言わせたくはなかった。

　それに、雲木自身は知らないが、文人は彼女の家にあがったことがあった。訪ねたことを八代は知っているはずなのだが、何も言わずにいてくれるのはありがたかった。

「えっと。文芸部が作った部誌を置いてるの。だから、見たかったらいつでも見られるよ」

「へえ！──今度行ったとき見てみようよ、フィフ。な？」

　文ふみ人ひとは本当はそんな気もないのにそう言って、彼女の銀ぎん髪ぱつの頭をぐりぐりと撫なでた。案の定というか。フィフの機き嫌げんは良くなって、そうかそうか、と頷うなずいた。

「フミヒトもようやく本に興きよう味みを持つようになったか」

「あー、まあね……」

　もちろん噓うそだ。だが、フィフは気付いた様子もなかった。

「しかしじゃ、フミヒト。個人が本を作るのはちっとも珍しいことではないぞ？　そもそも本というのは全すべてが手書きの一点ものだったのじゃから。木版と、活版印刷術が一五世紀に登場して同じ本が何冊も刷すれるようになってから、まだほんの五、六〇〇年じゃ」

「確かに今も、作ってる奴やつは作ってるよな」

　そう八や代しろも言った。

「ニュースでも、夏と冬にやってるだろ？　なんだっけ？　ほら──」

「同人誌の即売会のこと？」

　雲くも木きの答えに、八代は手を打った。

「そうそれ！　なんかすげえもうかってる奴もいるんだろ？」

　うん、と雲木は頷いた。

「漫研に入ってる図書委員の子から聞いたことがあるんだけど、何百万もだって」

「マジか！　想そう像ぞうもつかねー金だな……」

　八代はため息をついたが、文人も同感だった。そんな大金、見たこともなかった。

「あ、噂うわさをすれば、漫研の──」

　雲木の声が絶句したように消えたのに、文人たちは彼女の視線の先を追い、そうして、ぎょっとした。

「おい……大丈夫なのか、あれ……」

　そう八代が呟つぶやいたのも無理はなかった。

　彼女が雲木の言っていた漫研の知り合いだと思われる女生徒が向かいの歩道を歩いていたのだが──明らかに様子がおかしかった。

　まるで《生ける死人》だった。

　顔色は真っ白で、それは決して色白なのではなかった。青いならまだマシで、何と言うか砂のような色をしていた。唇くちびるも色を失って紫むらさきに変じているのが遠目からでもわかる。まるで誰だれかを背負っているかのように腰は曲がり、ずるりずるりと足を引きずっていた。

「部誌の締め切り前はいつもあんな感じだけど……」

「いつも!?」

　文人は思わず八代と声がハモってしまった。

「う、うん。──けど、今日きようはちょっとひどいかも……あんな様子、初めて……」

　雲くも木きは心配そうに目を眇すがめた。

「そういえば昨日きのう、入稿が間に合わないかも、って泣きそうな顔してたからそのせいかも。いままで頼んでた印刷所さんが倒産しちゃって、新しいところにしたんだけど、データの規格がいままでと違ってたから、それを修しゆう正せいするのが大変なんだって」

「ふうん」

　文ふみ人ひとは呟つぶやいたが、正直、どうでもよかった。

「……俺おれ、あんなになってまで金欲しくないわ」

　八や代しろの言葉に、雲木は、え？　と目を瞬しばたたいた。

「さっきの話、日ひ高だかさんのことじゃないよ？」

　あの《生ける死人》のような女生徒は日高というらしいとわかった。

「すごく売れてる人のことを、日高さんから聞いたの。彼女自身は、いつも本が余って困るって言ってたし、ほとんど毎回、赤字だって」

「あんなになってまでやって赤字!?」

　文人は思わず指をさしてしまい、慌あわてて引っ込めた。

「すごいな……金を稼かせぎたかったら、もっと別な方法があるだろうに──」

「馬ば鹿かか、ぬしは」

「のわ！」

　後ろから膝ひざをかっくんと折られて、文人は思わず恥はずかしい声を出してしまった。

「何すんだよ！」

「そなたがあまりに馬鹿げたことを言うからじゃ。よいかフミヒト。誰だれが金のために《本》を作るものか。《本》とはそも、誰かに何かを伝えるためのもの。それは願いじゃ！　希望じゃ！　夢じゃ！　金は結果としてそれに後からついてくるに過ぎん！」

「わ、わかったよ……」

　フィフの剣けん幕まくに押され、文人は思わずそう言ったが、正直、よくわかってはいなかった。何かを伝えたいのなら直接言えばいいじゃないか、と思ってしまう。漫画でしか、本でしか伝えられない何かがあるというのだろうか。

（……わかんないな、きっと）

　そんな日が来るとも思えなかった。文人にとっては《本》は必要のないものだった。フィフは別にして、それ以外の本を積極的に読もうとは思わなかったし、できるなら傍そばに寄りたくもなかった。

「やば！　少し急ごうぜ」

　携帯の時計を見て八代が慌あわてたように言うのが聞こえて、文人は我に返った。ポケットから自分も携帯を出して確認すると、その通りだった。遅刻ぎりぎりだった。

「急ごう」

　文ふみ人ひとたちは少し早足になって歩き出し、そして、日ひ高だかという女生徒のことはそれきり忘れて思い出しもしなかった──少なくとも、その日は。
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「にしても、本当にすごいわ……」

　ずらりと並んだ本をうっとりと眺めて、何度目かもわからない呟つぶやきを崎さき田たチカは漏もらした。

　この家は宝島だった。あこがれている装そう丁てい家か・江え本もと春しゆん夏かの全作品が揃そろっていて、その中に立っていられるのだから、そうとしか言えない。

　江本春夏が装丁を手がけた本は間違いなく売れると言われながら、市場に出回っている数は驚おどろくほど少ない。一般書店に流通しているものとなるとほんの数種で、しかもそれは言ってみれば《廉れん価か版》──《劣れつ化か版》だった。何な故ぜなら彼の手がけた本の多くが個人的な本──いわば同人誌と呼ばれる物に近い性格のもので、多くても百部、その全すべてを手作りで行っていたからだ。商業ベースの本はもちろんそうはいかず、江本春夏の装丁を参考にして印刷されたものだった。そのデザインだけでも十分に人を惹ひきつけるが、しかしこうして《本物》を前にしてしまうと所しよ詮せんは大量印刷品でしかなかった。

　チカは手を伸ばしてそっと背表紙に触ふれた。

　吸い付くような革かわの感かん触しよくにぞくぞくとして鳥肌が立った。仄ほのかな温ぬくもりを感じるのは気のせいだろうか？　金きん箔ぱく押しの題字の部分はひんやりとして痛みすら感じる。これを印刷で表現するのは土台無理。江え本もと春しゆん夏かが《作家殺し》と呼ばれるのも当然だった。この装そう丁ていにつり合う中身などそうはないだろう。

「ずっと撫なでていたい……」

　ほう、と吐と息いきを漏もらし、チカは適当に一冊を引き抜いた。表紙が掌てのひらに吸い付いてくる。開いてみるとそれは、世界の狩りの研究書だった。

　草の茎くきを使って芋いも虫むしを捕つかまえる方法から始まり、紐ひもの両りよう端たんに重石をつけて放って蝙こう蝠もりを獲とる方法、鳥と網あみ、弓の作り方と使用方法、鏃やじりに塗る薬草から作れる痺しびれ薬ぐすり、猟りよう銃じゆうの進化、罠わなの仕掛け方、猟犬の躾しつけ方と種類などが書かれている。

（明らかに装丁に負けている……）

　チカは本を元に戻した。もっと触ふれていたいと皮ひ膚ふが悲しみに悲鳴を上げている。だが駄だ目めだ。あまり長く触れていたら汗が革にどんな影えい響きようを及ぼすか。この手でこの芸術品を破は壊かいするなど、自分で自分を百回絞しめ殺しても許せないだろう。

「──チカちゃん？」

　もう一度ため息をついたのを、何か他ほかの事と勘かん違ちがいをしたのか、案じるような姉の声が本で壁かべが埋め尽くされた廊下を渡わたった。声は紙に、革に吸い取られてあまり響ひびかない。外はまだ残暑が厳しかったが、家の中は完かん璧ぺきに温度湿度が管理されていて、快も不快もなかった。

「大丈夫？」

「……なんともないわ」

　誘ゆう惑わくを振り切ってチカは振り返った。ルカはその手に紅茶のポットを持って廊下に半分ほど体を出して眉まゆをハの字にしていた。

「何？」

「う、うん……紅茶が入ったから、どうかな、って」

「ええ、貰もらうわ」

　チカは真まっ直すぐに姉だけを見て歩き出した。そうしないといつまでもこの場に立ち尽して動くことができなくなりそうだった。後ろ髪を引かれすぎて根元から抜けそうだった。もちろんそんなことが起きるわけがないのだが、そう感じた。

　ルカは怪け訝げんそうな顔をしながらリビングへと引っ込み、チカもそれを追って中に入り、後ろ手に扉を閉めるとようやく本の誘惑は和やわらいだ。

　キッチンが併へい設せつされているリビングにはさすがに江本春夏の本は少なかった。あるのは《廉れん価か版》と、あとは鍵かぎのかかったキャビネットに収められた数冊の本だけだった。それは彼の本の中でも貴き重ちような部類に入るもので、さすがに触れることはできなかった。

　しかし、それでよかったとチカは思っていた。もしも触れたらきっと手放せなくなってしまう。何をしても自分の物にしたい、と思ってしまうだろう。おそらく江え本もと春しゆん夏かの妻である優ゆ実みも、ある種の人間に対しては彼の本がそうした魔ま力りよくを持っていることに気付いているに違いない。そうでなくてどうしてこんな特注の、防ぼう弾だんガラスを入れたキャビネットを作ろうか。

　それにしても、とチカは不ふ思し議ぎそうにルカを見た。

　同じ姉妹なのに、共に江本春夏の魅み力りよくにはまったのに、姉はあまり浮かされていないように見える。こんな宝の山の中にいるのにそう見える。

　ひょっとしたら、とチカは思うことがあった。ルカは本当はさして江本春夏に興きよう味みはないのでは──そのことだった。幼い頃ころからいつも最初に何かを始めるのは自分で、姉は後からおっとりついてくることがほとんどだった。だからひょっとして、と思わなくもない。

「ん？」

　何の隠かくし事ごともなさそうな笑みを浮かべ、ルカはカップを包むようにして小首を傾かしげた。

「──なんでもない」

　考えすぎだ、と自分に言い聞かせて、チカは姉の淹いれてくれた紅茶を飲んだ。へえ、と思わず呟つぶやいてしまうくらいすっきりとした飲み口と香りの、いいダージリンだった。

「こんなの勝手に飲んでいいの？」

「勝手じゃないよー。ちゃんとお義か母あ様に許可は貰もらったもん。なんかねー、作家さんから取材旅行のお土産みやげで貰ったんだって。けど家じゃ飲んでる暇ひまないし、会社じゃ誰だれもまともに紅茶を葉っぱから淹れたりしないから、どうぞ、って」

「ふうん……」

　作家が編集者に土産とは。力関係がわかる話だった。

「ていうか、ルカ姉ねえ。二人ふたりっきりの時に《お義母様》なんてやめてよ。なんか気持ち悪いわ」

「え、なんで？」

　ルカは本当にわかっていない顔で目を瞬しばたたいた。

「なんでって……まさかルカ姉、ひょっとして本気で、あの鉛えん筆ぴつ君と結婚するんだとか思ってるんじゃないわよね？」

「え？　え？　だ、だって、決まりなんでしょ？　おっぱい触さわられたらその人と結婚しなくちゃいけない、っていう、崎さき田たの家の──」

　チカはため息をついた。

「そんなわけないでしょう」

「そうなの!?　わたしてっきり、本当にそんな決まりがあるのかと思って、いいお嫁よめさんにならなくっちゃって、お義母様ともうまくやらなくちゃって……ほんとに？」

「本当だってば……ああもう」

　ずきずきと頭が痛くなって、チカはこめかみを揉もんだ。

「信じられない。どうしてあんな話を信じられるのよ」

「だ、だってチカちゃんがそう言ったから……」

　泣きそうな顔で唇くちびるを尖とがらせる姉を見て、そうだった、とチカは唸うなった。姉はこういう性格だった。昔から自分の言うことは無条件に信じてくれた。

「ごめん、悪かった」

　チカは姉が泣き出す前に謝あやまった。

「言葉が足りなかったわ。てっきりわたし、ルカ姉ねえはわかってて演技してるんだと思ってた。そうじゃないのね。違ったのね。ああもう、わたしって馬ば鹿か？　今の今まで気付かなかったなんて──」

「そんな！　チカちゃんが馬鹿なんてことないよ！　きっとわたしが馬鹿なんだよ！」

「いいの」

　立ち上がりかけた姉を制して、チカは息をついた。

「ごめん。改めて言うけど、胸を触さわられたら結婚しなくちゃならないなんて、そんなのは噓うそだから。崎さき田たの家にそんな家か訓くんはないから」

「そうなの？」

　ルカはきょとんとした顔でチカを見た。

「じゃあ、どうして？」

「あんな噓を？　この家にどうしても入り込みたかったからよ」

「それって、江え本もと先生の家だから？」

「それもあるけど……鉛えん筆ぴつ君の傍そばにいれば、パパとママを《本》にした連中により早くたどり着くことができると踏んだからよ。案の定、連中には《虚うつろの図と書しよ館かん》とかいう諜ちよう報ほう機き関かんがあることがわかった。大だい収しゆう穫かくだわ」

「パパとママの《本》も探してくれてるんだよね？」

「あまり期待してないけどね」

「えっ、そうなの？」

「そうよ。あの二人ふたり、パパとママを探すって言えば、わたしたちを縛しばり付けていられると思っているんじゃない？」

「そうかなあ……フミーもフィフちゃんもいい子だと思うけど。それにほら、フミーは心しん臓ぞうをあんなふうに《本》に変えられちゃって、被害者でしょう？」

　チカはため息をついた。

「ルカ姉は甘いのよ。あれをやったのが、二人の言う《奴やつ》とかいう《禁きん書しよ》かどうか、わからないじゃない。わたしたちが《焚ふん書しよ》した《ギロチン判事》も《あのお方》とか言ってたけどそれが誰だれを指すのかはわからないわけだし」

「それはそうだけど……」

　ルカはカップを包むように持って、ずう、と紅茶を飲んだ。

「わたしは違うと思うなあ」

「なんで？」

「んー……わたしも、勘かん？」

　再びチカがため息をつくと、ルカは、えへへ、と笑った。

「だってね、フミーは絶対に悪い子じゃないもん。ちょっと警けい戒かい感強すぎだし、人に対してちょっと上から目線だけど、可愛かわいいよねえ」

「はぁ？　どこが？」

「あの背伸びして突っ張ってるところだよぉ。可愛くない？　わたしは可愛いと思うなあ」

「まさかルカ姉ねえ……本気で好きになったとか言わないわよね」

　するとルカは薄うすく微笑ほほえんで、僅わずかに頰ほおを染めた。

「じ、冗談でしょ!?」

「えー、なんで？　結構、格好いいと思うよ、彼」

「どこが」

　なんとなく面白くなく、チカは背もたれにぶつかるように体を預けて腕うでを組んだ。

「顔だって十人並みだし、背だって高くないし、体だってひょろっとしてるじゃない。勉強はできるみたいだけど、あの《戦せん闘とう司書》にいいように使われて、情けないったら」

「優やさしいんだよー」

　言って、ルカは唇くちびるを尖とがらせた。

「駄だ目めねえ、チカちゃんは。男の子のこと知らなすぎなんだから」

　腕組みしたまま、チカは半分ほど椅い子すからずり落ちた。

（ル、ルカ姉に、だ、駄目って言われた……）

　ありえないことだった。他ほかのことであれば絶対、そんなことを言われることはなかった。しかし──一いち概がいには否定しきれないのが、チカだった。同じ双ふた子ごなのに、しかも一いち卵らん性せいなのに、小、中学と確かに姉の方が人気があったのだ。

（わたしは一度だって告白されたことないけど、ルカ姉は……）

　思い出すと胃が痛くなる。

　結局、誰だれとも付き合わなかったが、ルカ姉が告白されたのは一度や二度ではない。皆でただ遊びに行くのだと思ったら、男子が全員、ルカ目当てだったということもあった。顔も声もスタイルもほとんど差がないのに、不可解だった。解げせなかった。

　その姉が、文ふみ人ひとを《いい》という。

　となると、そうなのだろうか、とチカは自信がなくなっていくのを感じた。文人の顔を今一度思い出してみた。少し小生意気そうな顔を浮かべてみると、なるほど、それほど悪くない気がした。それに、《切り裂さきジャック》と対した病院の屋上で、

『僕は江え本もと春しゆん夏かの息子だ！』

　と言って立ちはだかったときの彼は、格好良かったかもしれない。

　それによく思い出してみれば、あたりまえだが、文ふみ人ひとには江え本もと春しゆん夏かの面おも影かげがあった。江本春夏は写真でしか知らなかったが、目が似ている気がする。

（や、やだ……）

　不意に鼓こ動どうが速くなってくるのを感じて、チカはうろたえた。聞こえてやしないだろうか、と姉を見ると、にこにことしているばかりで考えが読めなかった。

「た、確かに……顔は、駄だ目めって感じじゃないかも……」

「でしょ？」

　ルカは意を得たり、と頷うなずいた。そうして上うわ目め遣づかいにチカを見た。

「それに……チカちゃん、気付いてる？」

「な、何を？」

「フミーと結婚したら──将来、ここの蔵書が、ぜえんぶ自分の物になるってこ・と♪」

「！」

　チカは、ものすごい大きなハンマーで後頭部を一いち撃げきされた気分になった。

「そ、そ、それは──」

「チカちゃん、大好きでしょ？　せんせーの《本》。それだけでもフミーとの結婚って、そんなに悪い話じゃないと、お姉ねえちゃんは思うなー。あ。もちろん、フミーのことを好きじゃなかったら、全然、駄目だけど」

　この家の《本》が全すべて自分の物に──チカはごくりと唾つばを飲み込んだ。どんなにお金を積んでも決して手には入るまい。ここにある本はそうしたことのために存在するわけではない。それに──それに、将来、文人がこれらのコレクションを相続したらどうなるか、それを考えるとぞっとした。あの本嫌ぎらいが治ればいいが、そうでなかった場合、この素す晴ばらしいコレクションがばらばらに売り払われる可か能のう性せいがある。そんなことになったら──

「──殺すっ！」

　ぶう、とルカが紅茶を噴ふき出し、チカはそれをまともに顔に受けて、ぎゃあ、と声を上げ、仰あお向むけに椅い子すごと倒れた。床に頭を、背中を背もたれに打ちつけて、ちかちかと星が散り、息が詰まった。

「チ、チカちゃん、大丈夫!?」

　ルカが駆かけ寄ってきて抱き起こしてくれたが、頭はくらくらしたままだった。

「わあ、びしょびしょ……ち、ちょっと待ってね──あ。あったあった、ハンカチ……んしょんしょ」

「うぶ！　うぶぶぶっ！──痛いってば！」

　チカは姉の腕うでを押しのけ、椅子を避さけて体を起こし、床の上に座った。鼻の頭がひりひりする。赤くなっている気がする。力の入れすぎなのだ。

　だが、怒る気にはならなかった。いまのは自分が悪い。誰だれだっていきなり目の前の人間が脈みやく絡らくもなく『殺すっ』と叫べば驚おどろくに決まっている。姉を責めるわけにはいかなかった。

　それに、おかげで少し冷静になれた。

　確かにおいしい話かもしれないが、そのために文ふみ人ひとと結婚することはありえなかった。それは自分にも彼にも、そして江え本もと春しゆん夏かの本にも失礼なことだ。

　ならばまったくその可か能のう性せいはないのか、といえば──そう言い切ってしまうのもまた、拙せつ速そくだと、チカは心のどこかで思っている自分に気付いた。

（……ルカ姉ねえめ……余計なことを……）

　うらめしく思いながら見ると、姉は、

「ん？」

　と小首を傾かしげ、まったく邪じや気きのない笑みを浮かべていた。

（やっぱり侮あなどれないわ……ルカ姉は……）

　チカはまだ顎あごに残っていた紅茶の雫しずくを、手の甲で、ぐい、と拭ぬぐった。
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　鐘しゆ翠すい善ぜん高校の図と書しよ室しつの扉は年代物で重く、空調の関係もあっていつも閉ざされている。それが余よ人じんを拒絶しているようで、文人はどうにも慣れなかった。もちろんそれは扉のせいなどではないとわかってはいた。体の芯しんに染しみ付いた本への抵抗感が、この重じゆう厚こうな扉という形を得て、象しよう徴ちようとして立ち塞ふさがっているに過ぎない。

「……何をしとるの？」

　とん、とフィフに背中を軽く突かれて、文人は我に返った。そうして見れば、扉は古びた骨こつ董とう品ひんに過ぎず、何の威い厳げんも持ってはいなかった。

「いや、なんでもないよ」

　把とつ手てに手をかけるとひんやりとした金属の感かん触しよくが伝わってきた。指が一いつ瞬しゆん固まる。そんなことはないとわかりつつも、電気が流れて弾はじかれるのではないか、とか、そうなってくれないだろうか、とか思っている自分がいた。しかし扉は沈ちん黙もくを守り、文人はゆっくりと開いた。

「相変わらず人ひと気けがないのう」

　文人を追い抜いて放課後の図書室にとっとと入ったフィフは、腰に手を当ててぐるりと室内を見回した。といっても、それで見えるのは貸し出しカウンターと手前の書架だけで、奥の視界は棚に阻まれていた。

　それでも、フィフの言う通り、人気がないのはわかった。生徒どころか今日きようはカウンターに委員や司書の姿もなかった。閉室しているということはあるまい。委員や司書が鍵かぎをかけ忘れることなどありえないと思えた。そもそも、その図書委員である雲くも木きに招かれたのだ。

「ヨミはまだ来ておらぬのか？」

「本を取りに行ってんのかも」

「じゃったとしても、呼び出しておいて出迎えもせぬとはけしからん」

　フィフは鼻を鳴らしたが、本気で怒っているわけではないということは雰ふん囲い気きでわかった。そのくらいのことがわかるほどには、フィフとの付き合いも長くなってきたんだな、と文ふみ人ひとは今いま更さらながらに感じ、服の上から胸に貼はり付いた文庫に手を当てた。

　この奥では《仕掛け》の心しん臓ぞうがいまも鼓こ動どうを打っている。《奴やつ》に変えられてからこっち、いまのところ不具合は起きていなかった。毎日毎日大量の血液を流しているが、破やぶれたりはしていない。フィフは大丈夫だと言うが、完全に安心はできなかった。

「で？」

「え？」

　不意の問いかけに文人はフィフを振り返った。彼女はまだ腰に手を当てたままで、文人を振り仰あおいだ。

「ヨミはいったい何の用なのじゃ？」

「何って……聞いてただろ？」

「いや」

　フィフは首を振った。長い銀ぎん髪ぱつがふわりと揺れるのを見ながら、文人は嘆たん息そくした。

「昼休みに誘さそわれたとき、フィフも一緒にいたじゃないか。同人誌だよ。見せてくれるって。乗り気だったのはフィフだろ？」

「ああ！」フィフは拳こぶしで掌てのひらを打った。「そうじゃった。それか」

「そうだよ。文芸部の部誌を見せてくれるって」

「そうそう。フミヒトにはよい勉強になるはずじゃ。しっかり感じるのじゃぞ？」

「何をさ。だいたい、何を勉強するのさ。文芸部の部誌だろ？　仕掛け絵本じゃないんだぞ？」

「そんなことはわかっておる」

　フィフはくるりと回って体ごと振り返った。大して勢いをつけてはいなかったのにスカートがふわりと翻ひるがえって、文人は汗をかいた。こっちがしゃがんでもいない限り見えないが、フィフは相変わらずパンツを穿はいていないのだ！

　文人はいまだ、彼女の眼鏡めがねに叶かなうパンツを作れずにいた。やはりあのくしゅくしゅっとした感じが難しく、再現できずにいるのだった。そうでないもの──例えば水着のようなパンツなら作れるのだが、そうすると何な故ぜか肉厚になってしまい、足の付け根が擦こすれて破やぶれそうになるとかで穿いてくれないのだった。

（心臓に悪いから、いい加か減げん、妥だ協きようして欲しいんだけどな……）

　そう伝えたこともあるのだが、

「そこは譲ゆずれん！　乙女おとめの矜きよう持じじゃ！」

　とわけのわからない理由で完全却きやつ下かされてしまった。

「──なんじゃ？」

　気がつけばフィフの紫むらさき色いろの瞳ひとみが真まっ直すぐにこちらを見上げていて、

「え!?──あ、ああ、なんでもない。なんでもないよ、ぜんぜん」

　文ふみ人ひとは慌あわててそう誤ご魔ま化かした。おまえのパンツのことを考えていた、などとは口を裂さかれても言えるものではない。

「あー……だからさ。何なんだよ。文芸部の部誌で、何を勉強しろっていうのさ。仕掛け絵本とはジャンルが全然違うだろ？　漫画ならまだデザインとかそういう勉強にはなるかもしれないけど、文字の羅ら列れつからいったい何を学べっていうのさ」

「情じよう熱ねつじゃ」

　文人は眉まゆを顰ひそめた。情熱？

「自分たちの手で本を作ってまで表現したいという、その作り手の情熱をじゃ。それを確しかと感じるがよい」

「それが勉強？　いったい何の──」

「役に立つのか、か？　忘れたか、フミヒト。《仕掛け》を実体化させるのに大切なのは、もちろんちゃんと立ち上がることもじゃが、作り手の思いじゃ。そなたはそれが足らぬ。ないとは言わぬが、薄うすい。もっと情熱を持て。さすれば《本》は応こたえてくれる。魂たましいがこもれば多少ぶかっこうな仕掛けでも《本》は応えてくれる」

　ずい、と指を文人の鼻先に突きつけ、フィフはくるりと背を向けた。

「というわけで、しっかりの」

「お、おい、どこ行くのさ」

「ビーのところじゃ。交こう換かん日記を渡わたさねばならんからの。そなたはしっかりと、人々の本にかける情熱を受け止めるがよいぞ」

　ひらひらと手を振りフィフは、ずらりと並んだ書架の間に見えなくなってしまった。

「情熱ねえ……」

　無人のカウンターの前に一人ひとり残された文人は頭を搔かいた。フィフは簡単に言ってくれたが、たとえ文芸部のそれを感じられたとしても、自分のものにするのは難しい気がした。もともと本に対してそんなものを持ち合わせていないし、逆に苦手意い識しきすらあるのだから。

（この閑かん散さんとした状じよう況きようが、現実だよな）

　ここに来てから自分以外は誰だれも入ってこない事実が、人々が本に対して興きよう味みを失っていることを表している。

（いまは、これがあるしな）

　文人はポケットから携帯電話を取り出すと、弄いじった。広く浅くでよければ、情報はほぼここにあると言っていい。見ようと思えばテレビだって見られる。

「──こらっ」

　後ろから、どこかからかうような甘ったるい声が飛んできて、文ふみ人ひとは思わず携帯を取り落としそうになりながら、振り返った。

　いつのまにか、無人であったカウンターに人の姿があった。

「夏か宰さいさん！」

　だった。

　彼女は腰に片手を当てて、うふふっ、と笑った。そうするとポニーテールと、素肌に着ているとしか見えないＶネックの長なが袖そでのサマーセーターの下で大きな胸がゆさっと揺れて、文人は思わず息を吞のんだ。

　彼女は鐘しゆ翠すい善ぜん高校の司書の一人ひとりで、文人とは何な故ぜか距きよ離りの近い、年上の女性だった。確か二二かそのくらいであったように記き憶おくしている。

「携帯の使用は禁止だぞ？」

　夏宰都みやこは壁かべに貼はられたポスターを拳こぶしでこつこつと叩たたいた。誰だれが描いたのか、小学校に貼った方がいいのではないだろうか、と思うような出来で、『だめだぞ！』とでかでかと書かれているのが恥はずかしい。

「──なんてね」
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　夏か宰さい都みやこは、うふふ、と笑った。その唇くちびるは鮮やかに赤い。クラスにもメイクをしている女生徒はいるが、ナチュナルメイクがほぼ全すべてで、彼女のようにはっきりとそうだとわかる者はいないので、やけに目が惹ひき付けられた。

「誰だれもいないからまあいいけど。でも、わたしじゃなかったら没ぼつ収しゆうだぞ？」

「はあ、すいません」

　頭を下げて文ふみ人ひとは携帯をポケットに戻した。

「どこにいたんですか？」

「ん？　もちろんそこ」

　彼女はカウンター奥の扉を示した。彼女の爪つめは短い。ネイルアートなどしているところを見たことはなかった。彼女が指したのは司書室で、こまごました事務仕事などは、そこでするのだと聞いていた。

「珍しいね。一人ひとり？」

「その辺にフィフがいますよ」

「ああ、あの留学生ね。確か──君の家で預かってるんだっけ？」

　不意に、その声にどこか鋭さを感じて、文人はそれを不ふ思し議ぎに思った。フィフが知らない間に何かやらかしたのだろうか？

「駄だ目めよー？　変なことしちゃあ」

「はぁ!?」

　思わずそんな言葉遣づかいをしてしまった。それほど唐とう突とつ、そして、ありえない話だった。

「あるわけないじゃないですか。あれは子供ですよ、子供」

　それ以前に人間ですらない。

　すると夏宰は赤い唇で微笑ほほえんで、そうかそうよね、と言ってカウンターを出て傍そばに来、貸し出し側に寄りかかるようにして立った。彼女は今日きようは膝ひざ丈たけのタイトなスカート姿で、脇わきには僅わずかにスリットが入っていた。

「それで、どうしたの？　留学生に付き合わされてきたものの、彼女は本に夢中で置いていかれちゃって、かといって帰るわけにもいかず、仕方ないから時間つぶしに携帯を弄いじってたってところかな？」

「だいたい当たりですね」

　文人はポケットに手を突っ込んで肩を竦すくめた。指先に短くなった鉛えん筆ぴつが触ふれる。

「けど、図と書しよ室しつに用があったのは僕のほうで、フィフが付き合ってくれたんですよ」

「あら」

　意外そうな顔になって、夏宰は目を瞬しばたたいた。

「《読書の時間》でもないのに？　感想文とかの宿題が出た？」

「いえ、そういうわけではなくて……雲くも木きに呼ばれたんですよ」

「雲くも木きさん……？」

　ぴく、と夏か宰さいの眉まゆが動いたのを文ふみ人ひとは見逃さなかった。心なしか、表情が険けわしくなった気もするのだが、気のせいだろう。理由がない。

　文人は、ええ、と答えた。

「彼女に同人誌の話を聞いて、趣しゆ味みで本を作るってどういうことなんだろうって話をしたら、文芸部が作ったものがあるから見せてくれるって言われて」

「ふうん」

　夏宰は胸の下で腕うでを組んだ。そうすると大きなふくらみが僅わずかに持ち上がってＶネックの胸元が少し広がった。

「で、君を呼んだ雲木さんは？」

「ああ、なんか和わ井い先生に呼ばれたから先に行っててくれって言われて。それで──」

「来た、と」

　文人は、はい、と答えた。

　長い睫まつげの下で目め尻じりの下がった黒い瞳ひとみが僅かに細められた。見つめられている、と文人は感じた。視線が素早く頭の先からつま先までを走り、それはそのまま周囲へと注がれた。まるで本当に誰だれもいないかどうか確認をしているかのようだった。

「じゃあさ」

　夏宰は上うわ目め遣づかいに文人を見た。

「わたしが案内してあげる」

「や、でも──」

「雲木さん、いつになるかわからないんでしょう？　それとも何か都合が悪い？」

　そう言われてしまうと、断れる理由は何もなかった。

（わるい、雲木）

　心の中で謝あやまって文人は、いいえ、と答えた。ここで、はい、と言ったら間違いなく理由を聞かれる。しかしその答えを文人は持っていなかった。

「よかった♪　じゃあ、こっち」

　夏宰は、よ、と反動をつけてカウンターを離れた。その勢いで、胸が重たい水風船のように揺れて、文人はまたしても息を吞のんだ。ただ動くだけでこんなにも心しん臓ぞうに悪い人間がいるだろうか。しかも夏宰はそれを自覚していないように見える。

（あたりまえか。自分の体だもんな。けど……高校生男子には、とんでもない凶器だよ）

　書架の間に入っていく彼女の背中を追いながら、文人は心臓の様子を確かめながら小さく息をついた。街に出れば夏宰のような格好は珍しくはない。だが学校の制服は、こんな大だい胆たんに胸元が開いてはいない。

「確かこの辺に……あ、あったあった」

　彼女はまるで迷路のような書架の間を何の手がかりもなしに進み、『文学』と案内板の張られた場所で止まると、棚から本というにはあまりにも薄うすい、何かの取扱説明書かと思うような冊子を数冊抜き出した。

「あっちで見ましょうね」

　そう言うと夏か宰さいは文ふみ人ひとの返事も聞かず、テーブルへと向かった。そうして冊子を積み上げると椅い子すに座り、隣となりの椅子を引いてその座面を掌てのひらでぽんぽんと叩たたいた。これは、一人ひとりで大丈夫とは言い出しずらい状じよう況きようだった。

（せっかく親切で言ってくれてるんだしなあ……）

　腹を括くくり、文人は書架を出て彼女の隣に座った。うんよし、と言って、彼女は冊子の上に手を置いて、で？　と訊きいた。

「うちの文芸部は、創設当時から季刊で四冊、それと文化祭の特別号を合わせて、年に五冊、冊子を作ってるんだけど、いつの号を探しているのかな？」

「あ、いえ、どれをっていうわけじゃなくて、どんな風ふうなのかなあ、って漠ばく然ぜんとした興きよう味みがあっただけなんですよ」

「あらそうなの？　なんだ。ついに君も文学に目覚めたのかと思った」

「すいません」

「謝る必要なんかないわ」

　ほとんど目の前で夏宰の赤い唇くちびるに微笑ほほえまれ、文人は落ち着かない気分になった。この距きよ離りになって初めて、不ふ思し議ぎな香りに気付いた。甘い。何かの花のような、果実のような、そんな香りだった。

「じゃあ、一番新しいのを見よっか？　今年の夏号は……ああ、これね」

　上から二冊目を取り出して文人の前に広げた。夏宰が横から覗のぞき込む。がたん、と椅子が鳴って彼女の腕うでが体に触ふれて、文人の心しん臓ぞうはまたしても跳はねた。

「文芸部は部員が八人いるんだけど、内の二人ふたりは幽ゆう霊れい部員なのよね。部員は女の子ばっかりで、毎回、テーマを決めて短編小説を書いてるらしいんだけど──わ……ちょっとこれは問題かも。ほら、江え本もと君」

　ぐい、と腕が押し付けられてくるのを感じながら、文人は目次を見てまた驚おどろいた。そこには──『性せい愛あい特集』

　と印刷されていたのだ。

「でもきっと、タイトルほど扇せん情じよう的じゃないのね、きっと。里さと見み先生が許してるんだから」

「さ、里見先生？」

「そっか。里見先生は三年生の現国担当だから、知らないよね。里見先生は文芸部の顧こ問もん。文芸部は部室がないから、週二で図と書しよ室しつの一角で部活をしてるんだけど、そのことで時々お話しするの」

「そ、そうですか……」

　文ふみ人ひとはしかし、そんなことよりも押し付けられる夏か宰さいの腕うでの柔やわらかさの方が気になって仕方がなかった。それと──前まえ屈かがみになっているから大きく開いてしまっている胸元が。

（ち、ちょっと……）

　やばい景色だった。気がついていないのだろうか？　しかし、見えてますよ、と指し摘てきするのもおかしな誤ご解かいをされそうで嫌いやだった。だからといって凝ぎよう視しするのはもってのほかで、文人はほとんど必死に冊子へと目を向けたが、そこには『性愛』の字が躍おどっていて、内容は知れないがそれを同じ学校の女生徒が書いたかと思うと、腰の辺りがむずむずした。

　このままでは本作りの熱ねつ意いを感じるどころではなく、意い識しきを無理やり別の方向に捻ねじ曲げようと冊子そのものをよく観察することに神経を集中した。

　大きさはＡ５だった。厚さは数ミリで、二、三〇ページほどだろうか。驚おどろいたのは、修学旅行のしおりのようにホッチキスで留とめたりはしていないことだった。ちゃんと糊のりで綴とじてあって、表紙の紙は他ほかよりも厚く、作りもしっかりとしている。コンビニに並んでいる本と遜そん色しよくがなかった。手作りのぶれのようなものもない。

「すごいよねえ」

　夏宰の声がすぐ耳元で聞こえて、文人はドキドキした。

「印刷所に頼むとこんな綺き麗れいにできちゃうんだもの。このまま売ってても変じゃないよね」

「い、一般人が頼んでやってもらえるものなんですか？」

　別に興きよう味みはなかったが、何か会話をしていないとまずいことになりそうな気がして、彼女が興味のありそうな話を文人は振った。

「うん……してくれるの」

　何を、が抜けたその言葉は、どうしてか文人をぞくりとさせた。

「ん？　どうしたの？　江え本もと君？」

　腕はいうに及ばず、豊かな胸までも押し付けられて、文人は、じわっと汗がにじみ出てくるのを感じた。思わず押しのけるほどには咄とつ嗟さに動くことができず、むしろ硬こう直ちよくしてしまった。夏宰の腕はなんだかとても熱あつい。振るだけのカイロを押し当てられているような、そんな熱さだった。

「な、なんでもなく……」

　どうにかその一言だけ、掠かすれるような声で言った瞬しゆん間かん、背後で、がたん、と大きな音がして文人は振り返った。す、と夏宰も離れる。

「あ、雲くも木き──」

　なんだか間抜けな声が出てしまった。

　雲木は何な故ぜか蠟ろうのように白い顔で書架に寄りかかって目を見開いていた。眼鏡めがねが少しずれていて、唇くちびるが震ふるえていた。彼女のそれは薄うすいピンク色で、リップを塗ぬっているのか、蛍けい光こう灯とうの下で微かすかに濡ぬれたように輝かがやいていた。

　不意に胸が痛んで、文ふみ人ひとは思わずシャツの上から、貼はり付いた本を手で押さえていた。痛みは確かにあった。だが、異常は感じられなかった。

　隣となりで夏か宰さいは何も言わずに雲くも木きを見つめている。いつも思うのだが、この二人ふたりの間にある緊張感はなんなのだろう。彼女たちが顔を合わせる現場にいると、身の置き所がない気分になる。

　雲木は微かに震ふるえる唇くちびるでゆっくりと息を吸った。すうう、という音が静かな図と書しよ室しつにやけに大きく聞こえた。やがて息を吸いきったと思うと、彼女は僅わずかに顔を伏せて眼鏡めがねの位置を直した。そうして顔を上げたときには先刻と違って蠟ろうのようだった肌にははっきりと赤みが差していた。

「……江え本もと、何してるの？」

　斬きられた、と文人は感じた。雲木の言葉は振り下ろされた剣のようだった。文人はようやく先ほどの痛みの正体に気づいた。罪ざい悪あく感だ。

　自分と雲木はただのクラスメート──否いな、友人だ。彼女が自分に好意を持ってくれていることは知っているが、付き合っているわけではない。だから理屈の上ではそんなわけがないのに、浮気を見つかった男っていうのはこんな気持ちなのかな、と考えていた。

（ち、違うって！）

　文人は慌あわててそれを否定した。これは、約束を違たがえたという、その罪悪感だ。雲木に見せてもらうはずだったものを夏宰に見せてもらってしまったという。

「それ、文芸部の部誌だよね？」

「う、うん──」

「江本君が困ってたから、わたしが探してあげたの。わたしはほら、司書だから♪」

「そ、そうですか」

　雲木は微笑ほほえんで眼鏡の位置を直したが、その指は少し震えていた。

「ありがとうございました。もう大丈夫ですから。あ、そろそろ仕事に戻った方がよくないですか？　受付に誰だれもいないの、よくないと思いますけど？」

「大丈夫、大丈夫。『御用の方はベルを鳴らしてください』って書いてあるんだから」

「と、とにかく……」

　雲木の眉まゆがひくひくと震えるのを文人は見た。

「江本のことはもういいですから。──ね、江本？」

「え？」

「あら、まだいいじゃない。いいわよね、江本君？」

「ええっと──」

　文人は完全に答えに窮きゆうした。こうした状じよう況きようは、とにかく苦手なのだということに気付いたのは最近のことだった。図と書しよ室しつでのこれもそうだし、家に帰れば崎さき田た姉妹が似たようなことを言い立ててくる。

　それにどう答えればいいのか、文ふみ人ひとはいつも困ってしまうのだった。

（モテ期かあ）

　などとふざける気にもならなかった。こんな、針の筵むしろに座るような気分を味わうのなら、一人ひとりの方がずっとマシだった。

（助けてくれ、フィフ！）

　そう願ったが、彼女が現れる気配はなかった。

　だが、救いは現れた。

　フィフではなかったが、救いには違いなかった。

　ふらり、と。

　そんなふうに現れた──それは──彼女は。

　本当に音もなく、書架の間からうつむきながら、体を大きく揺らして、いまにも倒れそうな歩き方で、彼女は唐とう突とつに現れた。

　ぎょっとした文人に気付いた夏か宰さいが視線を追い、

「きゃっ！」

　と悲鳴を上げた。

　その声に振り返った雲くも木きは、同じように驚おどろいた顔になったが、

「日ひ高だか……？」

　そう呟つぶやいた。途と端たん──

「うわ！」

　文人は思わず叫んで椅い子すを蹴けるようにして立ち上がり、逃げるように下がった。

　女生徒が、突然、かくかくと踊おどったからだ！

　同じように席を立った夏宰も、気味悪そうに後ろに下がった。

　女生徒は、三人にはまるで構わずに、再び歩き出した。夏宰の方に向かって。その動きが余りに唐とう突とつだったので、夏宰は後ろに下がるのが遅れた。後ろに引いたままの椅子があったのもまずかった。通路はふさがれる格好になった。

　だが、女生徒は構わず、まるでそこに誰だれもいないかのようにぐいぐいと夏宰を押した。押し捲まくった。

「ち、ちょっと──」

「おい！」

　文人は女生徒を止めようと腕うでを伸ばした。様子のおかしい生徒に触ふれるのに、一いつ瞬しゆん、戸と惑まどいを覚えたが、それどころじゃない、と思いなおして肩をつかんだ。途端。

「うわ！」

　押された。足が床の上で滑すべるのを感じ、半身に鈍にぶい痛みが走った。あっ、という夏宰と雲木の声がして、直後、大勢の人間に殴おう打だされるような痛みに襲おそわれた。中でも頭への一いち撃げきは強きよう烈れつで、眩暈めまいがしたほどだった。

「う──」

「江え本もと！」

　その声に目を開けると、目の前に雲くも木きの顔があった。鼻がくっついてしまいそうなほど近かった。心しん臓ぞうが跳はねた。泣きそうに潤うるんだ瞳ひとみに自分の顔が映っていた。桜の花弁のような色をした唇くちびるがすぐ傍そばにあって、微かすかに震ふるえていた。甘い香りがする。ほ、と漏もれた吐と息いきを自分の唇に感じて、文ふみ人ひとは驚おどろいて離れたが、雲木の腕うではしっかりと袖そでをつかんでいて、まるで抱き合っているような格好になっていた。

（くそ……）

　心臓に、鎮しずまれ、と胸の内で言いつつ、状じよう況きようを見み極きわめようと文人は辺りを見回した。

　何が起きたのかはすぐにわかった。突き飛ばされて書架に激げき突とつし、本が降ってきたのだ。証しよう拠こが足元に散らばっている。

　女生徒の力は大したものではなかった。完全な油断だった。

「ちょ、ちょっと、何!?　なんなの!?」

　夏か宰さいの声に顔を向けると、今度は彼女が女生徒に襲われていた。否いな、押されていた。逃げるように夏宰はテーブルに上がった。すると、女生徒は出しっぱなしだった椅い子すを膝ひざで押し、テーブルをぐるりと回ったところで止まった。
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　そして、そこにあった椅い子すを引くとあたりまえのように座った。座って、今度は左手をテーブルの上に置き、何も持っていない右手を、何をしているのかふらふらと動かし始めた。

（な、なんなんだ……？）

　文ふみ人ひとも夏か宰さいも、呆ぼう然ぜんとそれを見つめた。と──

「……日ひ高だか、だよね……？」

　雲くも木きが再びそう言って、文人はようやく二人ふたりの距きよ離りがものすごく近いままだったことに気がついた。ほとんど抱きしめているような格好だった。雲木も気付いたのか、慌あわてた様子で離れた。

　遠のいた温ぬくもりに少しだけ寂さびしさのようなものを感じながらも文人は、

（……どっかで聞いた名前だ……）

　と思った。しかもつい最近のことだ。どこでだったか、と考え、そうして思い出した。

「漫研の──？」

　雲木は曖あい昧まいに頷うなずいた。夏宰も、薄うす気き味みが悪そうに日高を見下ろしている。

　その日高は、先刻からずっと、テーブルの上で右手を動かしていた。髪かみが顔を隠かくしているので、どんな表情をしているのかはわからない。

「……日高？」

　おそるおそる雲木がそう呼びかけるのを、文人は日高から目を離さずに聞いた。突とつ如じよとして襲おそい掛かかってくる可か能のう性せいを考え、髪の毛一本の動きでも見逃さないつもりだった。

「ねえ、日高……」

　だが、漫研の部員だというその女生徒は顔を上げなかった。雲木の声などまるで聞こえていない様子で、否いな、そもそもこの場に自分以外はいないかのような態たい度どで、テーブルの上でひたすら手を動かしている。

「ち、ちょっと、君」

　ようやくショックから立ち直ったらしい夏宰がそう呼びかけた。だが、日高が頭を動かすことはなかった。うつむいたまま、聞いているのかどうかもわからなかった。

「ね、ねえ、何のつもり？　江え本もと君を突き飛ばしてなんなの？　本が落ちちゃったじゃない。座ってないで片付けなさい」

　だが、日高は立ち上がる気配すら見せなかった。夏宰の顔に怒りが見えた。馬ば鹿かにされたと感じたのかもしれない。しかし、無理に振り向かせるようなことはしなかった。先刻、自分が腕うでを払われたあの光景を見ているからだろう、と文人は思った。ようやく腕の痺しびれは取れたが叩たたかれたところは赤くなっている。

「……誰だれか、男の先生を呼んできますか？」

　文人は日高から目を離さずに言った。

「正直、この人が暴あばれ出したら、押さえ込む自信、ないです。僕、そんなに体力とかってないですし、さっき、手を払われた時に諦あきらめました」

　運動部の男子でも敵かなうかどうか。フィフならば、どうとでもできるだろうが、いないものは仕方なかった。

「どうしよう……」

　夏か宰さいははっきりと悩んでいた。自分の当番の日にトラブルが起きたと知れたら、何か仕事に支し障しようをきたすのかもしれない。クビとか。

「……わたし、呼んでくる」

　それをわかってか否いなか、雲くも木きはそう言って踵きびすを返しかけた。

「ち、ちょっと待って！」

　その背中へ焦あせりをにじませた夏宰の声が飛ぶ。雲木は、怪け訝げんそうな顔で振り返った。

「べ、別にほら、暴れたとか、そういうことでもないんだし、大事にするのはどうかしら？　何か事情があるのかもしれないし」

「そうかもしれないですけど、明らかにおかしいですよ」

　間違いなく日ひ高だかにも聞こえているとわかっていながら、雲木は遠えん慮りよなく言った。

「こんな風ふうに江え本もとに暴ぼう力りよくを振るって、夏宰さんを追いやって、それでいて一言も口を利かずにテーブルの上で何もないのに手を動かしてるんですよ？　これが普通だと思いますか？」

「それは……」

　夏宰の顔にははっきりと、思わない、と書いてあった。だからといって、知らせるのか、というとそれも躊躇ためらっている、と文ふみ人ひとには思えた。

「もうちょっと──もうちょっと待ってみましょうよ。何かすごいショックなことがあって、いまは殻からに閉じこもってるのかもしれないし。そういうこと、あるでしょ？　少し待ってみましょうよ。ね？」

　雲木は明らかに不満そうだった。それはそうだろう。文人も誰だれかに知らせた方がいいように思えた。日高は特に怪力にも見えない。だが、腕うでを払ったその力は凄すさまじかった。骨が折れたのではないかと思った。そのくらいの力だった。

「やっぱり、誰か呼んできた方がいいです」

　ややあって雲木はきっぱりと言った。

「夏宰さんは先生じゃないじゃないですか。もし何かあったら、どうするんですか？　どうしてすぐに呼ばなかった、ってことになりますよ」

「それは……そうだけど」

　きゅ、と夏宰の眉み間けんに皺しわが寄った。

　確かにそうだった。こうして図と書しよ室しつでしょっちゅう顔を合わせていると勘かん違ちがいをしてしまうが、彼女は司書であって、教師ではない。生徒に何かあったとき、責任を取るのは図書室を管理している先生だ。何も知らせなかったとなれば、問題はより大きくなるだろう。

「僕も、その方がいいと思います」

　追い討うちをかけるわけではないが、文ふみ人ひとはそうあとを押した。

「二人ふたりで行ってきてください」

　雲くも木きと夏か宰さいは互いを見やった。二人ともが何かを言いたそうだったが、その前に、

「夏宰さんは図と書しよ室しつで起きたことだから行った方がいいと思うし、雲木はこの人のこと知ってるんだろ？　だから二人で行った方がいいと思います」

　文人はそう言った。ぜひそうして欲しかった。そうしてもらわなければ困る。このおかしな感じ。調べる必要があると思える。

「……じゃあ……」

　ややあって雲木と夏宰、どちらともなく二人は同意した。そうして、なんとも後うしろ髪がみを引かれている様子で、揃そろってこの場を後にした。

　文人は、図書室のあの大きな扉が閉まる音を聞くまで、その場を動かなかった。聞こえてもまだしばらくはそのままでいた。

（行ったな）

　確信すると、文人はちらりと日ひ高だかを見、そして言った。

「……フィフ、出てこいよ。いるんだろ？」
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「ようわかったの」

　書架の間から、す、と現れたフィフの唇くちびるには薄うすい笑えみが膜まくのように貼はり付いていた。

「そりゃあ、わかるさ。いちおうこれでも《まいすた》だからね」

「そのとおりじゃ」

　頷うなずき、フィフは日高の傍そばに寄った。

　少し前からフィフが傍にいて隠かくれていたことを、文人はわかっていた。感じていた。どうしてなのか、と問われたら答えられそうもなかった。ただいるとわかったのだ。彼女に言ったそのままで、これが《マイスター》になるということなのかもしれない。

　日高はフィフが顔を覗のぞき込んでも、まったくの無反応だった。驚おどろきもしなければ、そもそも見ることもしなかった。

　いつの間にか腕うでの動きが止まっていた。そうして、ただじっと座って、テーブルを睨にらむともなく見ていた。

「手遅れだと思うか？」

「これは《人》ではないと思うのじゃな？」

「なんとなくだけどそう感じたんだ。《禁きん書しよ》に操あやつられてる犠ぎ牲せい者しやからは、《本》の気配というか、それは感じないんだけど、この生徒からは《かぐや姫》や《切り裂さきジャック》と対した時に感じた違い和わ感と同じものを感じる」

「ふむ。我が《まいすた》として、少しは成長しておるようじゃな。拙せつも《本》の気配を感じたゆえに、ビーとの話を切り上げて戻ってきた。ことがことゆえ、あの二人ふたりには席をはずしてもらいたかったのじゃが、ようしてのけた」

「そうしてほしいだろうと思ったからね。もしこれが《奴やつ》絡がらみなら──それ以外はないだろうけど──僕らの問題だし、説明したところで信じちゃくれないと思うから」

「おっぱいでぶちんとは違う、というわけじゃな」

「お──何……？」

「サキタシマイのことじゃ。あの二人のおっぱいはこんなじゃろ？」

　フィフは自身はほとんどふくらみのない胸の前で手をまあるく動かして見せた。

「あれはおっぱいがでぶだと思わぬか？」

「いやまあそれは……」

　巨乳の女子のことをそんなふうに表現するのを文ふみ人ひとは初めて聞いた。

（もしかして、気にしてるのか？）

　いまはもう記き憶おくも朧おぼろだが、初めてフィフが現れたときは、絵に描いたような《大人の女》だった。もちろん胸も大きく、腰もきゅっと細かった気がする。《奴》との戦いで傷つき、存在を維い持じするためにいまの姿にならざるを得なかったとフィフは言っていた。プロポーションを気にしたようなことは言っていなかったのだが、実はそうではなかったのだろうか。

　かといって、文人の力量ではいまのところいかんともしがたかった。パンツひとつまともに作れないのに、肉体の改かい造ぞうなど夢のまた夢だ。

「まあ、彼女たちの胸のことは置いといて」

　おっぱい、と言うのが恥はずかしく、文人は、胸、と言い換えて話を戻すことにした。

「あんまり時間はないよ？　夏か宰さいさんと雲くも木きは、すぐにではないだろうけど、一〇分もすれば戻ってくるはずさ。僕だけの《時間》ならどうとでもなるけれど──」

　文人はポケットに突っ込んでいた手で、短い鉛えん筆ぴつを触さわった。これを回すことで文人は体感時間を引き延ばすことができた。事故にあった一いつ瞬しゆんが何十倍にも長く感じる《走そう馬ま灯とう》という生命の危険を緊きん急きゆう回かい避ひしようとする脳の働きがあるが、それを意志の力で行うことができた。自分の脳内でだけ起きることだから、時間が延びるのはもちろん自分だけだ。ゆえに、手がかりも答えもない自分の中をいくら時間を延ばして探しても意味はなかった。

「わかっておる」

　フィフは日ひ高だかが動かないのをいいことに、髪かみの毛を持ち上げたり、耳の臭においを嗅かいだり、鼻を摘つまんでみたり、挙あげ句く、背後に回ったと思ったら、止める間もなくブラウスの裾すそを引っ張り出して手を突っ込むと、そこそこ大きい胸を鷲わし摑づかみにした。

「な、何してんだよ！」

　なにやらもぞもぞと動く手に、文ふみ人ひとは焦あせった。これは一体何を調べているのか。さっぱりわからなかった。

「やっぱりじゃ」

　言って、フィフはするりと手を引き抜いた。指の間に何か、天てん花か粉ふんを塗ぬる時に使うパフのようなものを挟んでいる。

「不自然じゃと思ったら、こんなものを入れて嵩かさを増しておった。にせちちじゃ」

「何調べてんだ！」

　思い切り突っ込みたい気分になったが、少女の頭を叩たたくのにはやはり抵抗があって、振り上げた手で仕方なく自分の頭を搔かいた。

「……時間がないって言っただろ？　何してんだよ。それともやっぱり気のせいで、《禁きん書しよ》とは何の関係もないから、ふざけてるのか？」

「拙せつは何もふざけてなどおらんよ」

　フィフはブラジャーのパッドと思おぼしきものの感かん触しよくを確かめるように、ぐにぐにと握にぎった。

「これはまぎれもない本物じゃ。それが何を意味するか、そなたならわかるじゃろ？」

　文人は理解した。そうか。そういうことか。もしもこの女生徒が《本》から出てきたのなら、身につけているものもすべては《紙》でなければならない。それは同じ《紙》であるフィフが触さわれば《本物》と感じられるのだが、逆に、普通に売っているものは粗あらい紙でできているように感じるのだ。それを身につけるというのは拷ごう問もんに等しいとフィフが言うので、今もって文人は彼女のパンツの製作に試行錯さく誤ごしているのだ。

「つまり、日高は人間だと？」

「そういうことになるの」

　文人は、幽ゆう霊れいのような女生徒を見下ろした。ではこの違い和わ感はなんだ？　自分だけが感じたなら気のせいで済むが、同じ気配をフィフも感じているというなら勘かん違ちがいではあるまい。

「どうなってるんだ……？」

「拙にもわからぬ。《人》と《本》が混じっているような、としか言えぬ。《なりかけ》なのかもしれぬが……それにしてはこうしておとなしくしているというのは解げせぬ」

「だよな。《禁書》に見込まれたやつは、その《本》の影えい響きように沿って自分の隠かくしてる欲よく望ぼうを満たそうとする──ひょっとしてこれがそうなのかな」

「こうしてただ黙だまって座っていることが、か？」

「人の望みなんてそれぞれだろ？　みんながみんな、外側に向かっているわけじゃないさ。こうして誰だれのことも気にかけずに自分の世界に浸ひたるのが望み、ってやつがいてもおかしくはないんじゃないかな」

「そう言われればそうじゃが……」

　フィフは、ううむ、と唸うなった。

「なれば《禁きん書しよ》はどこじゃ？　この者をこのようにしている《本》は。《本》は犠ぎ牲せい者しやの傍そばにあるはず。じゃが気配はないぞ？　少なくとも学校の中にはない。この姿になった拙せつでも、そのくらいのことはわかる」

「うーん……」

　文ふみ人ひとには答えられなかった。そもそもが俄にわかの《マイスター》なのだ。《禁書》には完全な創作の《物語》や、実在の人物を《本》として綴とじてしまった《偉い人じん伝でん》があるが、人をこんなふうにして拒きよ絶ぜつするものがあるかどうかは、文人は知らなかった。そもそも文学にも偉人にもほとんど興きよう味みはないのだ。《切り裂さきジャック》のような有名人であれば、文人でも名前ぐらいは知っていたが、その程度だった。

「たしか、《本》になった人間がすべて《禁書》になるわけじゃないんだよな？」

　以前、《かぐや姫》などは雲くも木きも《禁書》になるようなことを言っていたし、フィフもそれを肯定するような話をしていたのだが、この前、

「じゃあ、パンデミックをどう防ぐんだ？」

　そう訊きいたら、怪け訝げんな顔をされた。

「ぱんでみっく？　もっちりもち亭の新製品？」

　と返された。もっちりもち亭は近所のおいしいパン屋で、文人はフィフに請こわれてそのパンを食べ、味も再現した《仕掛け》を何度も作っていた。

「違うよ。パンデミックっていうのは爆ばく発はつ的てきな感かん染せんってことさ。一が二に。二が四に。倍々に爆発的に増えていくんじゃないか、ってことだよ」

「ああ、それはない」

　あっさりとフィフは否ひ定ていした。

「え？　だって、この前までは──ああ、そうか。世界の全すべての人間が字が読めるわけじゃないもんな。文字を必要としない暮らしをしている人たちだっているし」

「そなたは馬ば鹿かか」

　フィフは、ふん、と鼻を鳴らした。

「じゃから、拙らは《飛び出す絵本》なのじゃろうが。文字は必要ない。拙らのことは見ればわかる。触ふれればわかる」

　文人は納得した。《仕掛け》の勉強で洋書の《仕掛け絵本》を何冊か購こう入にゆうしているが、よくできた本は、書いてある字が読めなくても、《仕掛け》だけで雄ゆう弁べんに存在を示していた。内容がわかった。

　だいたい、とフィフは続けた。

「そういう話ではないよ。誰だれでも《本》にはなる。けれど、《禁きん書しよ》にまでなれるのはそのうちの一部じゃ。フミヒト。普通の人間が《本》になって何が出来上がると思う？　大たい抵ていは退たい屈くつな『自分史』じゃ。そんなものが面白いと思うか？」

「でも、よく言うじゃないか。誰もが人生の主役だ、って」

「それはもちろんじゃ。しかしの。そのことと、他人が読んで面白いかどうかは別じゃ。そんな人生を送る者は少ない。もしそうでないのなら、すべての人間の人生がそれほど面白おかしいなら、世の中は『自分史』だらけじゃろ？」

「まあね」

　言いたいことはわからないではなかった。文人も前に伯お父じの結婚式に出たときに地元の名士だとかいう何人かが自分の半生を語ったのを聞かされたが、退屈だし苦痛でしかなかった。あんな人生が本になったところで家族くらいしか読んではくれないだろうし、《仕掛け絵本》になっても、立ち上がってくるのはぺらぺらのしょぼい仕掛けでしかない気がした。

「なんか……厳しいなあ……」

「人生が甘いわけがなかろう」

　そうフィフは少女の言葉とは思えない台詞せりふを平然と吐いて、傲ごう然ぜんと胸を反そらしたのだった。

　そのときのことを思い出しながら文人は、じゃあ、と日ひ高だかを見て言った。

「なりかけ、ってことは？」

「なるまでは人間じゃ。なってしまえばこんな半はん端ぱな気配ではない。人の気配はなくただ《本》があるだけじゃ。それゆえに、わからん。こんなのは初めてじゃ」

「あ、ちょっと待って」

　文人はポケットから携帯を取り出すとネット書店に接続した。そこに日高から連想する単語を打ち込んで検けん索さくをかける。すると幾いくつかの書籍がヒットした。

「……『三年寝太郎』……たとえばこれとかかな。日高の欲よく望ぼうを刺し激げきしてる《禁書》って」

「なんじゃそのぐーたらな名前は」

「昔話のタイトルだよ。主人公の名前でもあるけど。《禁書》のリストにない？」

「それは、拙せつの範はん囲いではないのう。ふむ。ビーを呼ぶか」

「え？　出てこられるの？」

「この図書室と《虚うつろの図と書しよ館かん》は大分、融ゆう合ごうが進んでいるから大丈夫だと思うけれど。ちょっと待つがよい」

「あんまり時間はないよ？」

「わかっておる」

　そう言うとフィフはすぐ傍そばの書架に手を当てた。そして、

「──開け！　知ち識しきの館やかたの門！　書物は決して虚ろわぬ人の永遠の至し宝ほうなり！　グリーズ・ビーと世界を繫つなげ！」

　と叫んだ。

　すると映画のＣＧのように目の前で書棚が勝手に移動を始めて、しまいにはその奥に見たことのある扉が現れた。それは間違いなくグリーズ・ビーの部屋に繫がる扉で、それが証しよう拠こにそこには新しい、『Ｂ』と彫られた札が下がっていた。

「ビー！　ちょっとこっちの世界に顔を出してくれぬか？　見てもらいたいものがある」

　どんどんと乱らん暴ぼうにフィフは扉を叩たたいた。札が踊おどるように揺れる。

「……だ、駄だ目めですぅ……」

　泣きそうで消えてしまいそうな声が殴おう打だの音に混じって聞こえた。

「平気じゃ」

　フィフは自信満々に言った。

「ここには拙せつとフミヒトと、あとはどうでもよいのしかおらぬ。こやつは自分の殻からに閉じこもって出てこぬ。間違ってもそなたに何かをすることはないし、もしもの時は拙がおる。拙は無敵の《戦せん闘とう司書》ぞ？　それを忘れたか？」

　無敵なのはかつての完全な体の時では、と文ふみ人ひとは思ったが黙だまっていた。それはいま言う話ではないし、元に戻せないのは自分が無能だからだ。

「ビー」

　重ねてフィフが呼びかけると、頑がん丈じようそうな濃こい褐かつ色しよくの木製の扉が僅わずかに開いて、中からぎょろりとした巨大な目玉が覗のぞいた。わかっていても、文人は思わず声を上げそうになったが何とか飲み込んだ。その目は本物の目ではない。ゆっくりと扉が、辺りを探るように開くと、隙すき間まから巨大な熊くまの頭が、遊園地のアトラクションで使われるようなきぐるみの熊の頭が現れたが、その目だった。ただし、それが遊園地で使われることはまず間違いなくなかった。何しろ、恐ろしいのだ。どこがどうとは言えないのだが、造ぞう型けいが微び妙みように崩くずれていて、見る者に嫌けん悪おというか恐怖を抱かせる。

　だがそれは頭だけで、首から下はいわゆるゴスロリというやつだろうか、そうした種類の服を着ておっかなびっくり外の様子を窺うかがうこの胸の大きい少女こそが、グリーズ・ビー──《虚うつろの図と書しよ館かん》の《書籍管理司書》の一人ひとりだった。

「……本当に大丈夫ですか……？」

「うむ。急げばな」

「……急がないと……？」

「女どもが戻ってくる」

　それを聞くと、グリーズ・ビーは、ひっ、と小さく声を上げて引っ込もうとしたが、フィフの手がそれを許さなかった。がっしりと手首をつかんで、それは手て錠じよう──否いな、獣けものを捕つかまえるための鰐わにの口のような恐ろしい罠わな──トラバサミとか言ったか──に思えた。

「難しいことではない。ちょっと見てくれればよいのじゃ。そなたであれば娘に触ふれる必要もないじゃろ？　ん？」

　フィフが小首を傾かしげると、グリーズ・ビーは小さく頷うなずき、諦あきらめたように外に出てきた。相変わらず頭が重そうだった。文ふみ人ひとは中身を見たことがなかったが、なんとなく勝手に美少女に違いない、と思っていた。

　ビーは文人にぺこりと頭を下げると、そおっと日ひ高だかを見た。彼女がしたのは、それだけだった。本当にそれだけしかしなかった。ただ見ただけである。

「どうじゃ？」

　大きな熊くまの頭が傾ぐように揺れた。

「……なんだか……落らく丁ちようっぽいです……」

　落丁というのは、本のページが抜け落ちていることだが、意味がわからなかった。それはフィフにしても同じであったようで、

「どういう意味じゃ？」

　と訊きくと、ビーは傾いだ頭を、んしょ、と持ち上げて元に戻し、息をついた。

「……んん……成なり損そこなった、とでも言えばいいでしょうか……この人は既すでに《本》ですけども、本来はこちらの存在ごと《本》になるのですけれど……なんだか落としていったみたいに思えます……」
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「落としていったって……何をじゃ？」

　グリーズ・ビーは細い腕うでを上げて日ひ高だかを、彼女そのものを指した。

「……あの、体です……」

　文ふみ人ひとはフィフと日高を見た。こちらには目もくれず、相変わらずただひたすらにテーブルを見つめている。

「……半分《仕掛け》になりかけの体。だけどあの体には……なんて言えばいいか……ええとその……たましい？　それがありません……」

「どういうことじゃ？」

「つまり……死体、ってこと!?　でも、動いてるよ！」

　文人の言葉に、グリーズ・ビーはゆっくりと首を振った。

「……そうじゃなくて、落丁なんです……」

「意味が──」

　文人は、わからない、と言おうとしたのだが、ぱん、とフィフが手を打ってそれを遮さえぎった。

「わかった！　《本》になった過か程ていでこの娘は《体》を落としたのじゃな！　そのページを落らく丁ちようしたのじゃ！」

「……多分……」

　グリーズ・ビーは頷うなずいたが、

「じゃが」

　フィフはすぐに難しい顔になって、胸の前で腕を組んだ。

「果たして、そんなことが起こるか？　《本》は量産されるものでなし、その人物がそのまま綴とじられるのじゃ。ページを張り合わせたりといった作業があるわけでもない。そもそも落丁が起こるような状じよう況きようがないと思うがの」

「……それは……わかんないです。わたしはただ、そう感じただけで……」

　フィフは、ふうん、と呟つぶやいて日高を見つめた。真しん偽ぎをいまの自分の目で見み極きわめようとしていると見えた。フィフはいまの体に再さい構こう築ちくをした際、記き憶おくの大半を失っている。

「ビーがそう言うのであれば、きっとそうなのじゃろうな」

　グリーズ・ビーはそれを聞くと、心底から安あん堵どしたと思えるため息をついた。そして、

「……じゃあ、わたしはこれで──」

　そそくさと帰ろうとする。

「ごくろうじゃったな」

　頷き、フィフはにっと笑みを浮かべた。

「さすがは《虚うつろの図と書しよ館かん》を任されておる《司書》じゃ」

「……いえ、そんな……」

　文人はグリーズ・ビーが被かぶり物の下で頰ほおを赤くしている様子を容よう易いに想そう像ぞうできた。その顔はフィフに負けず劣おとらず美少女であったが、あくまで文ふみ人ひとの想像でしかない。

「……あの……他ほかにも同じような《本》がないか、わたしのほうでも調べてみます……」

「ん、頼む」

　グリーズ・ビーは頼りなげに、しかし、はっきりと頷うなずくと、そそくさと扉の中に戻ってしまった。すぐに書棚が動き出してすべてが元通りになり、後にはただ本が並ぶだけで、誰だれが見てももうそこに扉があったなどと信じられはしなかった。

「む。戻ってきたようじゃな」

　フィフが言ってすぐに、図と書しよ室しつの入り口のあの重じゆう厚こうな扉が開く音がして、足音が近づいてくるのがわかった。駆かけてはいないが、かなり早足ではある。

　やがて書架の向こうから、谷や住ずみという男の教師と夏か宰さい、それに雲くも木きが姿を現した。文人は谷住に対して軽く頭を下げた。

　谷住先生はテーブルに座って微び動どうだにしない日ひ高だかを気味悪そうに見て、それで、と訊きいた。フィフのことも見たが、彼女は校内でも有名人なので誰何すいかされることはなかった。

「夏宰さんから聞いていると思いますけど……全然、変わってません」

「そ、そうか……」

　谷住先生は困ったような、戸と惑まどったような声で言うと、

「おい、日高」

　テーブルに寄って話しかけた。

「……漫研の顧こ問もんなの」

　すっと近づいてきた雲木が、耳の傍そばでそう囁ささやいた。なるほど適任だ。部員に何かあった場合の監督責任は顧問にある。

「どうした、日高？」

　谷住先生は彼女の肩を揺すろうとしたのだろう。だが触ふれるか触れないかの所で、その手はぴたりと止まった。

　日高が再び、テーブルの上で手を動かし始めたのだ。

「絵を、描かいているのか……？」

　谷住先生はそう呟つぶやいた。そして、文人たちを振り返ると、

「……ここはいいから三人は帰りなさい」

　そう言った。

「あとは、私と夏宰さんに任せて」

　えっ、と驚いたような声を上げたのは雲木でも文人でもなく、名指しされた夏宰だった。

「あ、あの、私も残るんですか……？」

「それはそうでしょう。図書室の責任者はいま、あなたなんですから。詳しく状じよう況きようを説明してもらわなくては困ります」

「そ、それだったらわたしより雲くも木きさんの方が──」

　谷や住ずみ先生が眉まゆを吊つり上げた。その表情に、夏か宰さいの声は尻しりすぼみになって消えた。

「あなたは教師ではないかもしれないが、大人でしょう？　こんな状じよう況きようで、馬ば鹿かなことを言わないで頂いただきたい」

　そう言われては夏宰も返す言葉がない。彼女は救いを求めるように文ふみ人ひとを見たが、どうしようもなかった。まさかビーとの会話を披ひ露ろうするわけにもいかない。

「すいませんっ、夏宰さん」

　文人は片手で彼女に向かって拝むような仕草をし、素早く書架の陰かげに隠かくれてあとじさった。当然のように雲木とフィフも続く。ずるーい、という声のあとに、何か悲鳴のような、怒声のようなものが聞こえたが、

「まあ、様子はおかしいがそれだけじゃ。大人の男がいれば大丈夫じゃろ」

　フィフが何事もなくそう言ったので、文人は信じることにした。

　急ぎ足で図と書しよ室しつを出て扉を閉めると、中の音はほとんど聞こえなくなった。代わりに、校庭から運動部の掛かけ声、階下から生徒の話し声や足音などが聞こえてきて、ほっとした。

　まったく別の世界から日常に戻ってきたような、そんな心持ちになって、文人は我知らず笑みを浮かべた。雲木も同じ気持ちであったのか、目が合うと彼女も口元がほころび、そんな雲木と見つめ合い、微笑ほほえみ合う形になった。すると。

「──何を笑っておる。いやらしい」

　フィフに、軽くではあったが腰の辺りを肘ひじで突かれ、予想外の痛みに文人は身を捩よじった。

「な、なにすんだよ！」

「ふん。その顔は何かいやらしいことを考えていた顔じゃ」

「そ、そうなの……？」

　雲木の目がおかしなものを見るかのような目つきになった。

「違うよ！──何言ってんだよ、おまえは」

　立てた指で、ぐい、と少し強くフィフのこめかみの辺りを押した。おう、と呻うめいて、フィフはたたらを踏ふんだが、それだけだった。

「危ないであろうがっ！」

　振り向きざまのストレートパンチがものの見事に脾ひ腹ばらにめり込み、文人は、おおう、と呻いて膝ひざをつき、雲木の慌あわてる声を聞きながら、どうしようもなく悶もん絶ぜつしたのだった。




　　　　　☆




　その同じ頃ころ。

　崎さき田た姉妹は文人の母の勤める出版社のある街にいた。あれからその彼女から電話があって、忘れ物を届けに訪れたのだが、無む論ろん、文ふみ人ひとには何も告げてはいなかった。

　そんな用向きであったから、まさか戦せん闘とう服ふくで訪ねるわけにもいかず、仕方なく、普段着にしている御お揃そろいのパンツスーツという格好だった。ただしこのスーツはオーダーメードで、腰の後ろにはホルスターがついていて、いまはそこにアクリル製の特製の水みず鉄でつ砲ぽうが差し込んである。無論、中に入っているのは水ではない。特殊なやり方で充じゆう塡てんした《竜りゆう涎ぜん》が詰まっている。いざとなれば牽けん制せいくらいにはなる、という考えからだった。

　フィフからは《禁きん書しよ》であろうとも無む闇やみに燃やすではないと散々言い含められているが、成り行き次第だった。自分の身を守るためには容よう赦しやをするつもりはない。

　届けたのは書類で、

「ごめんね。バイトに取りに行かせようと思ったんだけど、こんな調子で──」

　そう言って振り返った編集部はまさに、戦場という雰ふん囲い気きだった。絶えず人が動き回り、あちこちで電話が鳴り響ひびき、活気の塊かたまりのようだった。崎さき田た姉妹は圧あつ倒とうされ、酔よった。人の勢いというものの強さに当てられて、二人は早々に退散した。

「すごかったねー……」

　エレベータを降りて外に出、なんとなく排気ガス臭くさい空気を吸ったルカが、ほう、とため息をついたのに、チカは頷うなずいた。あれだけの人がひとところにいて忙しく動き回っている場所へ足を踏ふみ入れたのは久しぶりのことだった。そもそも流動しない人の群れの中に入ったのが本当に久ひさ方かた振りのことだった。学校に行けば珍しくもなかったが、それももう随ずい分ぶんと昔のことのように思える。

「懐なつかしいなあ」

　呟つぶやくように言ったのが聞こえたが、姉も同じことを考えていたに違いない、とチカは確信して揺るがなかった。これが双ふた子ごの不ふ思し議ぎなところで、性格はまったく正反対でも肝心なところはぴたりと気持ちも息も合う。

「ねえ、お姉ねえちゃん……ついでだから見ていかない？」

「んん？」

　ルカは首を傾かしげ、そうしてすぐにぱんと手を打った。

「ひょっとして、フミーが心しん臓ぞうを《仕掛け》に変えられちゃったっていう路地？」

「あたり」

「いいよ。うん、行こう行こう。もしかしたら何か反応するかもしれないし。ひょっとしたらその《奴やつ》さんをこの《紙》が憶おぼえるかも」

　言って、ルカは首から下げていた小こ瓶びんを摘つまみ上げてみせた。中には古びた紙片が一枚入っているだけだったが、二人ふたりには、──否いな、《禁きん書しよ》と戦う者にとっては《お宝》だった。もしもその路地でこの《紙》が《奴》の何かを──残ざん留りゆうしている思念や臭においなど──を憶えてくれれば、探たん索さくはぐっと楽になる。

　今日きようまでそれをしなかったのは、確かく率りつが余りに低いからだった。そもそも姉の持つ小こ瓶びんに入っている《紙》にそんなことができるのかどうかも不明であったし、何かが残っているかどうかもわからなかった。二人ふたりには他ほかにやることがいくらでもあったので、今日のようなついでがなければ試してみようとも思わない──その程度の話だった。

　たまたま今日、機会を得た、それだけだ。

　場所は文ふみ人ひとから聞いて知っていた。大通りから次の通りへのショートカットが可か能のうな路地で、向かいに洒落しやれた稀き覯こう本ぼんの店がある。文人の母の勤める出版社はその大通りの近くにあったので、寄っても大した時間はかからないはずだった。

　この界かい隈わいは出版社や古書店、それに小さな印刷所などが集まった《本の街》だった。右を見ても左を見ても本ばかりで、休日になれば定期的に古本市が開かれて、その度たびに全国から本好きが集まって屋台なども出るという、出版不ふ況きようなど悪い噂うわさに過ぎないのではないかと思わせる賑にぎわいを見せるというのだが、平日の昼間に来てみればぽつぽつとシャッターの下りたままの店もあり、しかもそれは次第に増えているのだという。

　それでも余よ所そに比べれば比ひ較かくにならないほどの数の本があり、道を行きながらチカは、

「反応とかない？」

　とルカに訊たずねずにはいられなかった。これだけの本があれば、中に《禁きん書しよ》の一冊でも紛まぎれていそうなものだ。《奴やつ》もそうしていたのではないか。それがフィフの気配を感じて現れ、相打ちとなってどこかへ逃げ去った。となれば、ただの一冊でいたとは思えず、他ほかにも《禁書》があるかもしれない。

　だが、ルカはゆるゆると首を振った。それは良いことなのだが、チカは微かすかな苛いら立だちを感じた。今こん夏か、出版物の売り上げが急きゆう激げきに落ち込み、それに合わせたわけではあるまいが、《禁書》は鳴りを潜ひそめ、《竜りゆう涎ぜん》の出番はなかったのだ。

（ああもう、燃やしてやりたい）

　その想おもいが胸をちりちりと焦がしていた。両親を《本》にされた後の辛しん酸さんは、連中を燃やすことでしか昇しよう華かされそうもない。そうチカは今夏で思い知った。気晴らしに塵ちりなどを燃やしてもみたが気は晴れず、苛立ちは増しただけだった。

　だが、フィフを燃やしてしまいたいと思わないということは、あくまでも世のため人のためにそうしたいと思っているということだ。チカはそう安心もした。

　やがて、それと思おぼしき路地を二人は見つけた。

　聞いていた話にぴったりとくる。人一人ひとりと半分ほどの幅しかなく、左右の建物に入っている店の裏口があり、扉を開けられたらそれでもう進めなくなると見えた。夜は躊ちゆう躇ちよするような場所だ。だがいまは昼間であったし、怖おそれることなく足を踏み入れた。

　饐すえたような臭においにチカは微かすかに眉まゆを顰ひそめた。色々な臭いが交じり合っている。

「なんか臭くさぁい……」

　遠えん慮りよなくルカが言うのに、チカも頷うなずいた。そのまま進み、半ば辺りで立ち止まり、顔を仰あお向むけた。直線に切り取られた秋の高い空が覗のぞいている。

「何か感じる？」

　空を見たまま訊きくと、ううん、と唸うなりとも否定ともつかぬ声をルカは漏もらした。見れば姉は胸元から引っ張り出した壜びんを逆さにしたり、元に戻したりしながら、唇くちびるを尖とがらせていた。

「何？」

「ううん……なんかいま、変な反応が──」

　そう言った途と端たん、壜がぼうっと光を発した。本当に淡あわい光で、ここがビルの影の中でなかったら気づかなかっただろう。だが確かに光っていた。

「それ、《奴やつ》の反応？」

　チカが訊たずねると、ルカはしばし考え込んだあとで、

「違うみたい」

　と言った。

「違うの？」

「うん。なんだろう……近くにフミーがいるのかな？　そんな感じの反応なの」

　母親の職場が近いのだからその可か能のう性せいは否定できなかったが、だとしたら。

「フィフは？　だったらあの子が傍そばにいるはずでしょ？」

「うーん……」

　ルカは小こ瓶びんをじっと見つめて、そして首を振った。

「ううん、フミーみたいな反応があるだけ」

「どういうこと？」

　チカは声に出して自問した。文ふみ人ひとは《奴》によって心しん臓ぞうだけを《仕掛け》にされてしまった珍しい人間だった。普通《禁きん書しよ》が人間を《本》にする場合は、一気にやる。秘ひめた願いを叶かなえることで生まれる心の隙すきを突く。家に残っていた《焚ふん書しよ鬼き》と呼ばれた先祖の残した書物にはそう書いてあった。

（じゃあ《奴》が動き出した……？　すべての《禁書》の頂点に立つ、《奴》が……？）

　わからなかった。だが、可能性があるなら放ってもおけなかった。文人のように一部を《仕掛け》にされた人間がいるなら、保ほ護ごして情報を聞き出す必要がある。

「ルカ姉ねえ。反応はどっち？」

「こっち」

　躊躇ためらうことなくルカは歩き出し、チカはそのあとをついて路地を抜けた。そのまま道に沿って左へ曲がり、入り組んだ街路へ入る。この辺りはまだ一階が店てん舗ぽの、二階建ての古い住宅が幾いくつも残っていて、昭和の町並みを再現したテーマパークのような趣おもむきがあった。

　とはいえ店を開けているのは若い人が好むとは思えない堅かた苦くるしく古い本ばかりを扱っている古書店だとか、印刷に使うこまごましたものを扱う店、名刺印刷などを主にしていると思われる印刷所などで、つんとしたインクの匂においが濃こく漂っていた。

「こっちこっち」

　街路を抜けるとその先にアーケードが見えた。『一番商店街』とアーチ状の看板が立っていたが人の往来はほとんどなく、乳にゆう白はく色しよくの天井も随ずい分ぶんと汚れて陽ひ射ざしをさえぎってしまっていて、やけに暗かった。

「この奥みたい」

　右に左に小こ瓶びんを動かして最後にぴたりと正面へ向け、ルカは頷うなずいた。

「やっぱり。間違いないよ。なんだろう……止まったみたい」

「わかった」

　念のために腰のホルスターから水みず鉄でつ砲ぽうを抜き、先に立ってチカはアーケードへ進んだ。何人か、地元の人間と思おぼしき者とすれ違ったが、二人ふたりを見ても特に気に止めた様子もなく行き過ぎた。その様子を見る限り、追いかけている何者かはまだ騒さわぎを起こしてはいないようだ。

（それにしても）

　目だけで周囲を見やり、チカは、時間の感覚がおかしくなりそうだ、と思った。薄うす暗ぐらい上に人通りがなく、その上、ほとんどの店がシャッターを下ろしているのだ。まるで深夜の商店街に迷い込んだかのようだった。やがて、

「いた」

　背中にそうルカの声を聞いて、チカは足を止めた。どれがそうかと訊たずねるまでもなかった。視界にはただ一人ひとりしかいない。

　その男は、年の頃ころは二〇代半ばと見えた。ストライプのシャツの裾すそをジーンズの中に入れ、長い髪かみを無造作にうなじのところで結び、ひどい猫ねこ背ぜで、黒く太い縁ふちの眼鏡めがねをかけて、とある店の前に立っていた。

　看板には、ショップ、の文字が読めたが、何という店かは肝心の部分が塗ぬりつぶされていて読めなかった。シャッターは下りている。遠目からでも『閉店しました』という張り紙の文字が読めた。と──

「あっ」

　男が唐突にシャッターに激げき突とつした。がしゃんという大きな音がアーケードの中に響ひびき渡わたったが、男は気にした様子もなかった。体当たりによって突き破やぶろうとか、そういう勢いではなかった。いうなれば、気付かずにぶつかってしまったような、そんな自然な動作だった。

　当然のことだが、男は後ろにたたらを踏ふんで止まった。

　いったいどうするつもりなのか、と見ていると、再び何事もなかったかのように歩き出し、またしてもシャッターに激突した。

　男はそれを、何度も何度も繰くり返した。

（何してるの？）

　わけがわからず、チカは何度も水みず鉄でつ砲ぽうを握にぎり直した。古いコントのようだ。何度もぶつかっては下がり、またぶつかる。もしくは、一定方向にしか進むことのできない玩具おもちや。

　男の目的がわからない。

　連中に《本》にされかかっているのなら、その欲よく望ぼうを満たそうとするはずなのだが、よもやシャッターにぶつかることがそうというわけではないだろう。

「ルカ姉ねえ。本当にあいつ？」

「うん、間違いないよ。しっかり反応してるもん。だけど──」

「何？」

「うん。やっぱりちょっと変。フミーにやっぱり似てる。《人》なんだけど、そのはずなんだけど、ちょっとだけ《本》が入ってるって感じ」

　チカは困こん惑わくした。相手が《本》なら手足の一本でも燃やして、ことの次し第だいを吐かせる自信もあったが、人が相手ではそれはできない。事件になってしまったらそれで終しまいだ。自分で連中を追えなくなるのは最悪だった。

「……よし」

　腹を括くくり、チカは男へ向かって歩を進めた。とにかく確かめてみなくては始まらない。どこをどう《仕掛け》にされたのか、せめてそれだけでも、と思い、男の傍そばに立った。

「ちょっと」

　チカはそう声をかけた。文ふみ人ひとと同じなら話は通じるかもしれない。

　だが──無視された。

　男はまるで聞こえていないかのようで、またしてもシャッターにぶつかり、たたらを踏ふんで後ろに下がり、止まった。

（脳を《仕掛け》にでもされたの？）

　眉まゆを寄せ、チカは行く手を塞ふさぐように前に立った。これならいやでも目に入る。だが。

「あっ！」

　次の瞬しゆん間かん、チカは男にむんずと胸をつかまれていた。否いな、正確には振り上げた手がひっかかった、といった方がいいだろう。ふるるん、と大きく揺れて、チカは咄とつ嗟さに跳とび退しさった。

「チカちゃん！」

　姉が駆かけ寄ってきて抱き止められた。

「チカちゃん大丈夫!?」

「大丈夫よ」

「だって！　この人とも結婚しなくちゃならないんでしょ!?」

「はあ!?」

　男はまた、がしゃんとシャッターにぶつかって下がった。

「なんのこと？」

「だって、おっぱい──」

「ああ」

　チカはため息をついた。

「だから、あれは噓うそだって言ったでしょ？　忘れたの？」

「あ、そっか」

「そうよ！……けど、乙女おとめの胸を触さわった罰ばつはきっちり受けてもらうけどね」

　チカは、もう容よう赦しやはしない、と指を鳴らした。

　と──

「おい、何してる！」

　という声と、

「男が女の子を襲おそった！　おい、誰だれか警察警察！」

　そういう声が遠くから聞こえ、チカは舌を打った。多分すぐに警察は来る。

「ルカ姉ねえ」

　チカは水みず鉄でつ砲ぽうを姉の手に押し付けた。

「行って」

　ぐずるかと思ったが、ルカは素直に頷うなずくと、来た道とは反対へと走り出した。誰か逃げたぞ、という声と同時に自転車に乗った制服警官が早くも到着した。よほど交番が近かったらしい。

「ここです！」

　とチカは声を張った。

　案の定、警官はルカを追わず、自転車を止めた。その間に、姉は姿を消したに違いない。性格はおっとりしていても、あれでなかなか健けん脚きやくなのだ。

「あんた、大丈夫か？」

　そう言った警官に頷うなずく間にも、眼鏡めがねの男はまたしてもシャッターに激げき突とつし、鈍にぶい音を辺りに響ひびかせた。警官は眉まゆを顰ひそめ、

「君、何してるの」

　そう言って、眼鏡の男の腕うでを取った。

　だが男は止まることも、振り向くこともしなかった。自分が腕をつかまれていることなど気付いていないかのように進もうとした。

「おい！　抵抗するな！」

　警官の声に緊きん張ちようが走った。だが男は止まらない。警官は舌を打つと、つかんだ男の腕をあっという間にねじ上げ、背中に体重を乗せるようにして押し倒してしまった。ナップザックの中から中身が辺りに散乱した。本やスケジュール帳、携帯ゲーム機──そうしたものが。

「おとなしくしろ！」

　警官の声がびりびりとシャッターを震ふるわせ、チカは思わず首を竦すくめ、本物の警察官とはこんなにすごいのか、と驚おどろいたのだった。
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　その夜。自宅に戻ったチカから顚てん末まつを聞いたフィフは、

「ううん」

　と唸うなって、文ふみ人ひとを見た。

　大人のいない江え本もと家のリビングのテーブルの上には、文人が淹いれた紅茶と、切り分けたシフォンケーキが食べかけのまま残っていた。

　チカはあのあと、警察で事情を訊きかれたが、被ひ害がい者しやであったので、特別理り不ふ尽じんな扱いは受けなかったという。すぐに文人の母の元へ連絡が行くと、母は仕事を放り出して駆かけつけて、チカを引き取った。彼女はそのことにひどく恐きよう縮しゆくし、また意外にも思っているようだった。そのためか、フィフが何を言っても今夜はおとなしく、茶化したり、からかったりするようなことがなかった。

「同じのように思えるの」

　そうフィフは言った。何が、と問うたルカに、文人が昼間の図と書しよ室しつでのことを話して聞かせると彼女も、そうかも、と頷うなずいた。

「これはあれかもしれないな」

　と文人は言った。

「雲くも木きが操あやつられた《竹たけ取とり物もの語がたり》の《禁きん書しよ》。あれと同じで誰だれか一人ひとり、《禁書》で操あやつられている人がいて、その人の影えい響きようでああした人が現れたのかも。それなら傍そばに《禁書》がなかったことにも説明がつくよ。雲木のときもそうだった」

「確かにの」

　うむ、とフィフは頷いた。

「しかし、じゃ。連中はただ操られていただけじゃ。《本》になることはなかった。すべてはヨミの欲よく望ぼうを満たすだけの道具。じゃが、ヒダカは違う。ルカたちの出くわした男もじゃ。二人ふたりとも《本》になりかけていたか、《本》に近い何かに変わっていた。《禁書》が人間を《本》にできるのは一度に一冊じゃ。同時はありえん」

「《禁書》が二冊同時に活動を開始することもあるでしょう？」

　チカの言葉に、ある、とフィフは答えた。

「だがこの二人、似すぎている」

「だから、同じ物語の《禁書》が何冊も作られているってことはないのか？　一冊ずつ手で作るとしても、同じ《本》を作ることは不可能じゃないだろ？　そうしたら、今度みたいなことが起こってもおかしくはないんじゃないか？」

「少なくとも拙せつは、この世に同じ《本》が在あるとは知らん。見たこともないよ。まあ、詳しくはビーに訊きいてみなければわからんが……」

「フィフは、ないと思ってる」

　彼女は頷うなずいた。

　ならばやはりないのだろう──文ふみ人ひとはそう思った。フィフの記き憶おくは大半が失われているとはいえ、こうもはっきりと言い切るのだから信じるに値するだろう。だとすれば、残る可か能のう性せいはもっとも怖おそれなくてはならないものだった。

「……じゃあ、《奴やつ》がとうとう動き出した？」

　なるべくなら口にして欲しくはなかったことを、チカが言ってしまった。言葉にしたら、本当になってしまいそうで、嫌いやだった。だからといって、避けて通れるはずもない。

「……ありえるかもね」

　ため息と共に、文人は言った。

「そう考えれば、今度のことは簡単に説明がつく。あいつなら、中ちゆう途と半はん端ぱに人間を《本》にすることもできる。僕がいい証しよう拠こだ」

　だが、フィフはその仮定には不満があるようだった。

「なんか納得がいかないか？」

「うん」

「どこらへんが？」

「中途でやめる理由がわからぬ。フミヒトの場合は脅おどしであろう？　心しん臓ぞうを《仕掛け》にして拙せつを渡わたすと言わせるという目的があった。衝しよう撃げきを与えるためもあった」

「本当に驚おどろいたよ、あの時は」

「じゃが、あの二人ふたりは？　男は知らぬが、ヒダカの方は部分的にどこかを《本》にされたということではなかった。中途半端に《本》になりかけているという状じよう況きようじゃった。その目的はなんじゃ？　《奴》は何をしたい？」

「そうだな──」

「例えばー」ルカが言った。「練習、とか？」

「なんの？」

　チカが訊きいた。ルカは、ええと、と言って、

「その人、フィフちゃんと引き分けたんでしょ？　だから自分がどこまで回復したか、練習で二人を《本》にしようとしたとか」

「それは……あるな」

　文人は、うん、と納得した。ありうる。十分にある話だ。ある話だが、あって欲しくはない話だった。困る話だった。何な故ぜなら《奴》に対抗するには文人の実力は、

（まだまだ……）

　だったからだ。正直、いま戦って勝つ自信はなかった。自分の実力はといえば、いまだフィフのパンツひとつまともに作れないのだ。せめて、フィフに何かあった時に修しゆう理りができるくらいの腕うで前まえになってからでないと、返り討うちにあう気がした。それでは意味がない。

「どう思う？　フィフ」

　彼女は腕を組んで沈ちん思しした。眉み間けんに刻まれた深い皺しわがひくひくと震ふるえた。じっと見ていると我が慢まんしかねたようにとうとう、

「ええい、これだけでは何もわからぬ！」

　ばあん、とテーブルを叩たたいた。カップがソーサーの上で跳はねてカチカチと音を立てた。

「あの二人ふたりが《禁きん書しよ》と接せつ触しよくしたのは間違いない。そうでなくて、あのようなことになるはずもない。じゃが、それが《奴やつ》とは限らぬ。なるほど、腕試しという可か能のう性せいもあろう。しかしらしくない。自分がどの程度回復したかは自分でわかる。そのはずじゃ。拙せつも完全に力を取り戻せばそれとわかる。大人になるからの」

「じゃあ、フィフは違う《禁書》の仕し業わざだと？」

「じゃから、何もわからぬと言うておろうに。なんにしても、もう少し調べてみなければ、どうしようもない。《奴》の気配も感じぬし──そなたはどうじゃ？　ルカ」

「わたし？」

　自分を指差し、それから彼女は首を振った。

「強い反応はフィフちゃんだけだよ。フミーとか、あの男の人くらいのだと……わたしのこれもよっぽど近くにいないと反応しないみたい」

　ルカはそう言うと、Ｖネックのシャツの襟えり元もとを引っ張って、例の小こ瓶びんを取り出した。その際に、豊かな胸のふくらみが見えて、文人はどきりとしたが、顔には出さずに済んだ。

　彼女の手の中で、小瓶は淡あわい光を放っていた。その光は指向性を持っていて、真まっ直すぐにフィフを指していたが、それだけだった。他ほかに反応はない。文人のことも示しているらしいが、そうした微び妙みようなところはルカだけにしかわからず、そもそも彼女が持たなくては反応もしないのだ。

「これが同じ《禁書》の仕業なら、何か共通点があるはずだ」

　そう文人は言った。

「とにかく、それを調べよう。僕とフィフは日ひ高だかさんを。男の人は二人に任せていいかな？」

　チカは頷うなずいた。

「いいわ。男の名前と住所はもう控ひかえてあるから」

「早いな」

　文人は驚おどろいた。それに対してチカはどこか誇ほこらしげに微笑ほほえんだ。

「警察官に取り押さえられたとき荷物が散乱したんだけど、その中に免許証があったの。それを憶おぼえておいただけよ」

　すっと差し出した紙には、住所と名前が書き付けてあった。チカはそれを指の間に挟んでひらひらとさせ、

「警察の話だとこの男は一人ひとり暮らしらしいから、わたしたちは明日あした、この家を調べてみるわ。ひょっとしたら《禁きん書しよ》があるかもしれないし」

　そう言って、凄せい絶ぜつに微ほほ笑えんだのだった。
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「わからん。ちっともわからん」

　部屋に戻って何度目か、数えるのも面倒になった同じ言葉を呟つぶやいて、フィフが、ううむううむ、と唸うなりながら文ふみ人ひとのベッドの上で右に左に寝ね転ころがっているのが、文人は机に向かっていてもわかった。

「あんな変化は初めてじゃ。拙せつの記き憶おくがないのがどうとかではない。どうしたらあんな半はん端ぱな変化が起こせるのかがわからぬ。見たことがない。知らぬ」

　そんなことをもう何度も繰くり返している。

　文人はため息をついてキーボードを打つ手を止めた。

　わからないのはこちらも同じだった。

　聞き取った状じよう況きようからこれと思える単語を選び出して検けん索さくエンジンにかけ、何かヒットしないかと調べているのだが、それらしい《本》や人物は一件もなかった。

　椅い子すを回すと、フィフはベッドの上に仰あお向むけになっていて、文人は思わず、うわ、と声を上げてしまった。

「膝ひざを立てるな、膝を！」

　今日きようのフィフは文人が最初に作ったワンピース姿で、足を開くようにして細い足を立てていたものだから、裾すそが腿ももの半ばまでずり上がっていた。

　はっと気付いたフィフは足を伸ばすと、慌あわてた様子で裾を下ろし、しかし起き上がろうとはしなかった。

「えっちめ」

「何言ってんだよ。そんなところでゴロゴロしてるなら、《本》に戻ったら？」

「なんじゃ？　拙が邪じや魔まなのか？」

「そういうわけじゃないけど……」

　本当はフィフの言う通りだった。邪魔というのは言葉がきつすぎるが、彼女がいては少々具合が悪い。できれば見られたくはなかった──《仕掛け》の研究は。

（ありえないもんな）
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　と思う。

　さすがに本人の前で彼女が穿はくパンツの研究は、する方はもちろん、される方も恥はずかしいだろう。構造とか、開いたときの感じとか、研究のためには実物を引っ張ったり裏うら返がえしたり色々しなくてはならず、そんな姿を見られたくはない。また、見たくもないだろう。

「で？」

　諦あきらめ、文ふみ人ひとは肘ひじ掛かけに腕うでを置いて椅い子すに体を預けた。

「フィフは今度のことは《奴やつ》の仕し業わざじゃないって思ってるんだな？」

「うん」

「僕もそう願いたいけど……でも、あの二人ふたりの考えもそれなりに説得力はあるよ。フィフだっていま、元の力を取り戻す途中だろ？　引き分けた《奴》が同じように自分の力を試してもちっともおかしくない」

「そうなんじゃが……」

　寝ね転ころがったまま、フィフはじっと天井を見つめた。

「……勘かんとしか言えん。とにかく、やり方がらしくないのじゃ。《奴》はとんでもないが、それでも《本》に対して完かん璧ぺきでなければ許さなかった。それを目指していた。そなたを見ろ。一部だけを《仕掛け》に変えるのにも、きちんと《本》にしておる。なのに──」

「丸ごと一冊にしようとして、できなかったってことはあるんじゃないか？　できるつもりだったけど、駄だ目めだったとか」

「ならば試すのは一人ひとりでよい。……拙せつもサキタシマイのことがあるまでは、その可か能のう性せいを考えた。好こう機きだとも、ちょっとだけ思った。ちょっとじゃがな」

「《奴やつ》が動き、しかも力を取り戻せていないから、か？」

「うん。……卑ひ怯きような考えだと思うか？」

「まさか」

　文ふみ人ひとは肩を竦すくめたが、本心からそう思った。力試しをするために《奴》を追いかけているのではない。こっちもいつフィフを全盛時の姿に戻せるのかわからないのだから、相手が回復する前に叩たたけるものなら叩いておきたいと考えるのは恥はずかしいことではなかった。

「そんなこと、欠片かけらも思わないよ」

　それを訊きくとフィフは、そうか、と呟つぶやいて安あん堵どしたような息を漏もらした。

「……ともかくも、もう少し詳しく調べてみなくてはな。《奴》ではなくとも《禁きん書しよ》が裏うらで働いているのは間違いない。連中は皆《奴》のために働いているのじゃから、ひとつひとつ封じていくことが《奴》を捕とらえる近道ともいえるわけじゃ……」

　最後の方は声が掠かすれていた。

「……フィフ？」

　黙だまり、目を閉じたフィフに文人は声をかけたが返事はなかった。やがて、すうすうと穏おだやかな呼吸が聞こえてきた。どうやら眠ってしまったらしい。

「寝るなら、《本》に戻って寝ろよな」

　言って、文人はホルダーからフィフの本体ともいえる《本》を取り出し、そっとページを開いた。畳たたまれていたのはベッドやクローゼットなどで、彼女の部屋の《仕掛け》のページだったが、完全に開いても実体化しなかった。

　文人が作ったわけではないフィフ自身は無理だが、《仕掛け》を実体化させるかどうかは《マイスター》がコントロールできた。本来は、彼女にあてがわれた部屋で使うようにと作った《仕掛け》だったが、フィフは文人といる以外の時間のほとんどを《本》の中で過ごしているので、そのまま綴とじてあった。

　このページをフィフに被かぶせれば、彼女は《本》に吸い込まれてベッドで眠ることができる。

　このまま自分のベッドに寝かせておいてもよかったが、《仕掛け》の研究中に目を覚ます可能性を考えたら、《本》に戻した方が安心だった。

　椅い子すを立ち、起こさないようにそおっとベッドに近づくと、なるべく揺らさないように上がって、広げた《本》をかざそうとし──ふと手が止まった。

　ほっぺたにシフォンケーキの欠片がついている。

　文人は何なに気げなく指を伸ばしてそれを摘つまんだ。途と端たん、ひく、とフィフの形のいい鼻が動き、その唇くちびるが文人の指をぱくりとやった。

（あっ──）

　と思ったときには彼女の舌先が指を嘗なめ、文ふみ人ひとの体に震ふるえが走った。唇くちびるがやわらかく指の胴を締しめ付けてきて、慌あわてて指を引き抜いたが、あたたかくぬめぬめとした粘ねん膜まくが指を滑すべる感覚は、文人には初めてのことだった。

　鼓こ動どうが乱れているのがわかる。

　フィフの唇は、文人が指を抜いたそのままの形で、ぽっかりと暗い穴を覗のぞかせていた。その奥でちろりと、真まっ赤かな舌が別の生き物のように蠢うごめくのを、文人は見た。

　どうしてそんなことをしようと思ったのか、後になって思い返してみても説明できなかった。体が自分のものではなくなってしまったような、そんな感覚だった。

　気付けば文人はフィフに覆おおいかぶさるようにして、その顔を覗き込んでいた。頭の芯しんが痺しびれたようになって、ただその唇に触ふれたかった。もちろん指でではない。自分の唇を、ぽっかりと暗い穴を作る彼女のそれと、合わせたかった。

　フィフの息は、甘いシフォンケーキの香りがした。

　喰くらいついてしまいたい、と頭のどこかで獣けもののようにそんなことを思っている自分に文人が気付いたとき、しっぺ返しは起こった。

「！」

　突とつ如じよとしてフィフが、ぱっちりと目を開けた。

　紫むらさき色いろの瞳ひとみは初め戸と惑まどったように揺れ、それから明らかに、驚きよう愕がくに大きく瞠みはられた。見る間にその頰ほおに血が上ってくる。文人が何をしようとしていたのか気付いたに違いなかった。

「あっ、あのっ……」

　何を言おうとしたものか。何も思い浮かんではいなかった。頭の中は真っ白になっていた。自分のしようとしていたことはわかる。だが何でこんな真ま似ねを──それがわからなかった。

　す、とフィフの手が上がった。

（殴られる！）

　そう思った。だが、上げられたフィフの手は、文人の口を覆うようにあてられた。そしてそのまま、決して唇には触れず、やわらかく押し返された。

　文人はよろけ、ベッドからずり落ちた。といっても大して高さがあるわけではない。床にはカーペットも敷しいてあり、痛みはなかった。だが、立てなかった。足に力が入らず、ベッドの上に起き上がったフィフを見上げた。

「……この、え、えっち」

　は？　と文人は混乱した。何が。何を。フィフの頰は微かすかに赤く、彼女は手を文人の口から離すと、にやりとした。

「せ、拙せつが寝ている間に、ちゅーをしようなどと、とんでもないやつじゃなー！」

「そ、そんなこと──」

「まったく、これだから思春期の男子は油断がならぬ！　だが、駄だ目めじゃ。残念ながら、拙せつは紙でできておるからの。その……なんじゃ。フミヒトとは──人間とは、ちゅーはできん」

「？」

「わからぬか？　ほ、ほら、ちゅーをすると、唾だ液えきで濡ぬれてしまうであろ？　そうしたら、拙のくちびるは溶とけたり、破やぶれてしまうからの！」

　そうか。その通りだと思った。だが、文ふみ人ひとはわからなかった。だからといってどうしてこんなに気分が落ち込むのか、それが。まるで頭の上に何十冊もの百科事典を乗せられたかのように気落ちしているのが自分でもわかった。

「そ、そっか……」

　文人にできるのはそんな間抜けな返事だけだった。ぺし、とフィフに顔を押すように叩たたかれて、思わず後ろに体を引いた。

「残念残念」

　どこかふざけた調子で言って、フィフは、文人が落とした《本》を拾い上げると寝室のページを開き、自分の頭の上にどさりと落とした。

　その瞬しゆん間かん、フィフの姿は搔かき消え、ベッドに落ちた《本》はひとりでに閉じた。

　ようやく力の戻った文人は立ち上がってベッドを見下ろしたが、《本》を開く気にはなれなかった。フィフの、

『フミヒトとはちゅーはできん』

　という声が頭の芯しんに刻まれたように残って、何な故ぜか無む性しように苛いら立だった。

「……ばーか……そんな気、ねーっての……」

　吐き捨てるように文人は呟つぶやいた。

　だが、胸のもやもやは少しも晴れることはなく、百科事典は頭に乗ったままだった。













　　　　　４







　翌日、フィフは何事もなかったように《本》から現れ、文ふみ人ひとに話しかけた。

　もちろん昨夜のベッドでのことは一言も触ふれない。

　それは文人も同じで、

（ひょっとして夢……）

　と思わなくもなかったが、指に残る彼女の唇くちびるの感触と舌の熱あつさは紛まぎれもなくリアルだった。

「とにかくも詳しい調査じゃ」

　そう言って、文人とフィフは崎さき田た姉妹と別れて学校へ向かったのだが、フィフはやはりあのことについてはおくびにも出さず、それだけに文人も、

（触れるのはやめよう）

　そう決めて、とにかく今度のことを片付けようと心に決めたのだった。

　まずは夏か宰さいに話を訊きくのがいいだろう、と思い、放課後になってから図と書しよ室しつを訪ねると、彼女は待ちかねていたように控ひかえ室となっている小部屋に文人と、そしてフィフを招き入れ、コーヒーなども淹いれてくれ、

「大変だったんだから」

　と大きなため息をついたが、それは顔を見ればわかった。頰ほおに絆ばん創そう膏こうが貼はられ、そこから青黒いあざがはみ出していた。

「すいません、手伝えなくて」

　そう頭を下げると、夏か宰さいは、いいけど、と言ってコーヒーを飲み、痛そうに眉まゆを顰ひそめた。ひょっとしたら口の中を切っているのかもしれない。

「やっぱり、向こうは先生だからね。わたしなんかただの司書でしかないし。でも、ああいうときは大人だからって手伝わされて……理り不ふ尽じんよ？　社会人なんて」

　文ふみ人ひとは、はあ、と答えた。あいにくとまだバイトすらしたことがない身では、他ほかに気のきいた答えはできなかった。

　それで、と話を振ると、そうそう、と夏宰は乗ってきた。本当のところは話したくて仕方がなかったのだろう。フィフは黙だまって聞いている。当然だが、コーヒーには手を付けない。

「結局、先生が羽は交がい絞じめにしておとなしくさせたんだけど、ほら、あまり乱らん暴ぼうなこともできないでしょう？　日ひ高だかさんは正気を失っているみたいだったけど、そのまま車に乗せても運転中に暴あばれられたら困るし、人に見られて暴力を振るったって言われても困るし、どうしたらいいか困っていたら、突然、日高さんは動かなくなっちゃったの」

「死んだ、とか？」

「まさか！　そうならこんな風ふうに話してないよ。先生もわたしも今いま頃ごろ、警察よ。そうじゃなくて、気を失ったの。別に先生が絞しめ落としたとかじゃないんだけど……ひょっとしたら腕うでが首にきまっちゃったんじゃないかって慌あわてて起こそうとしたんだけど駄だ目めで、結局、救急車騒さわぎ」

　夏宰はため息をついた。

「でまあ、ここからがちょっとずるいんだけどね。先生たちはそれを、日高さんが何らかの発作を起こして倒れた、ってことにしちゃったの。ご両親にもそう報告したのよ。でも、日高さんにはこれといった持病もなかったから、ご両親は疑うたがってる。何かあったんじゃないかって思ってるの」

「医者はなんて診断したんですか？　診みたんですよね？」

「ええ。ぶっちゃけると『寝てるだけ』だって。そう言ってたわ」

「寝てるだけ、ですか」

「うん」

　頷うなずいて、夏宰はポニーテールの房を弄いじった。

「その後のことはわからないけど。一晩、入院させて様子を見ることになったから。今日きようは、休んでるみたいね」

「へえ……」

　彼女の話を聞いて、

（日ひ高だかって生徒は、まるで電池の切れたロボットみたいだな）

　と、文ふみ人ひとは思った。

（ん？）

　ふと、ひらめくものがあった。

　いまの直感──それが答えということはないだろうか。ロボット。しかもあまり性能の良くない、決められた行動しかできないような。

　思い返してみれば、日高は自分の行動を邪じや魔まされたときにだけ、暴ぼう力りよくを振るったのではないだろうか。チカとルカが遭そう遇ぐうした男もだ。繰くり返し繰り返しシャッターに激げき突とつしていたというのは、中に入ろうとして入れなかったからではないだろうか。中に入るのに真まっ直すぐに進むこと以外の行動をしなかったというのは、ロボットというより、もっと簡単なもの、真っ直ぐに進めない玩具おもちやを思わせた。

　ロボットや玩具を題材にした本ならばいくらもある。そうした《禁きん書しよ》があってもおかしくはない。問題はその場合、《本》は少なくとも二冊以上あるということだが──日高と崎さき田た姉妹の出会った男とは、細かく見れば行動が違う。同じ物語の本はなくても、同じような題材を扱った《本》はあるのではないだろうか。例えば《ピノキオ》と《くるみ割り人形》とか。そうした二冊が同時に放たれたのだとしたら？

「ヒダカとやらは」

　文人がそう考えていると、それまで黙だまって聞いていたフィフが口を開いた。

「《本》が好きじゃったの？」

「あんまり。ここへはよく来てたけど、それは漫画を描くためだったから、ほとんど借りたことはないと思う。あ。漫画は大好きみたいよ？　家にもたくさんあるみたい」

「絵本はどうじゃ？」

「さあ……？」

　夏か宰さいは首を傾かしげた。

「わたしも親しいわけじゃないから、わからないな。──でも、どうして？」

「いや、なんとなく聞いてみただけじゃ」

　ふうん、と呟つぶやいて、夏宰は重ねてフィフに理由を問おうとはしなかった。その時、ポケットで携帯が震ふるえ出し、文人は夏宰と見合った。

「江え本もと君。携帯は禁止よ？」

　にっこりと微笑ほほえむ夏宰に、

「すいません」

　文人は背を丸めるようにして謝あやまり、急いで席を立つと部屋を出て、そのまま小走りに図と書しよ室しつを出た。携帯を取り出して開くと、着信はチカからだった。なんだろう、と思いながら文人がでると、開口一番、

『──遅い』

　氷の刃を突き込むような声が耳を抉えぐった。

「ご、ごめんなさい……」

　反射的に謝あやまってしまった。すると、

「黙だまれ、チカっ！」

　いつの間に傍そばに来たのか、フィフが吼ほえた。文人は、わあ、と飛び上がり、つるりと携帯を滑すべらせてしまった。フィフはそれを空中でつかむと自分の耳へ当て、

「おまえにフミヒトを非難する権利はないわっ！」

「ち、ちょっと、フィフ！」

　文人は慌あわてて携帯を取り返すと、

「ご、ごめんなさい」

　ひそひそとチカに謝り、フィフはすぐ後ろで腕を組んで、ふん、と鼻を鳴らした。情けない、それでも拙せつの《まいすた》か、と続いたが、いまは聞こえなかったふりをした。

（そんなに怒ることないのに）

　とため息をつき、それから、

「……すいません。あの、それで──」

『……いま、警察署に行ってきたんだけど、ちょっと騒さわぎになってるわ』

「騒ぎ？」

『ええ。昨日きのうの男が脱走したんですって』

　文人は携帯を耳に押し当てたまま、眉まゆを顰ひそめた。

「ほんとですか？」

『ええ』

「どこに行ったかは──」

『わからない。ルカ姉ねえの小こ瓶びんにも反応がないから、そんなに近くにはいないみたいだけど。それと、昨日の男みたいな状じよう態たいの人間がこの数日で何人も保ほ護ごされていたらしいわ』

「何人も……？」

『ええ。その人たちは事件性がないからって、もう帰されたらしいけど。だからそっちの日ひ高だかっていう生徒も、その内の一人ひとりだったのかもね。わたしたちは、これから二人ふたりで昨日の男の家に行ってみるわ』

「うん、気をつけて。──あ、くれぐれも──」

『燃やすな、でしょう？　わかってるわ』

　ぷつ、と電話は切れ、文人は携帯を畳たたんだ。

　日ひ高だかは始まりではなかった。これまでにも同じような様子の人間が何人もいて、彼女はその内の一人ひとりなのだとしたら、共通点はなんだ？　しかも、警察署を脱走した？　ひょっとしたらもう日高も病院にはいないかもしれない。

（敵の手が、僕らの傍そばに伸びてきたということか……？）

　文ふみ人ひとはもう一度携帯を開くと、鐘しゆ翠すい善ぜん高校の学校裏うらサイトへと接続した。匿とく名めいで書き込まれる雑多な情報には時に価値のあるものが含まれていることがある。文人は多くのスレッドの中のひとつに、早速、日高のことについての噂うわさを見つけて開いた。レスはそれほど多くなかったが、途中のある部分に目が留とまった。





［＊］漫研て、先週も誰だれか変にならなかった？

［＊］なったなった。駅の駐ちゆう輪りん場じようを自転車を倒しながら突っ切ってたんだよな。

［＊］で、ボコられた。

［＊］やり返して相手は死んだんでしょ？

［＊］死んでない死んでない。逮たい捕ほもされてない。

［＊］生徒会の三年もやったよな。

［＊］踊おどり。

［＊］ＹＴか。

［＊］なにそれ。

［＊］交差点でいきなりひとりフォークダンスやり始めてタイホ。

［＊］キモ。

［＊］文芸部の二年もだぞ。

［＊］なにした。

［＊］本屋で一〇時間立ち読み。

［＊］注意しても聞かなくて力ずくでやめさせようとした店員をボコった。

［＊］んで、タイホ。

［＊］発表ないじゃん。隠いん蔽ぺいか？

［＊］だろ？

［＊］文化祭の準備で忙しくておかしくなった。

［＊］ヒマだろ？

［＊］おまえはな。

［＊］おまえもな。

［＊］るせーくず。






　あとは応おう酬しゆうであったので、文人はページを閉じた。

（生徒会のＹＴ……？）

　文ふみ人ひとは携帯用の鐘しゆ翠すい善ぜん高校のホームページにアクセスした。文化祭の案内がトップページに現れる。それは無視して生徒会のページに飛んだ。役員名めい簿ぼをクリックすると、現在の生徒会役員の名前とクラスが出てきた。

（この人か）

　三年に高たか木ぎ義よし男おという生徒がいた。他ほかにＹＴに当てはまる生徒はいない。役職はなし。内容はそれだけであった。

　書き込みが事実だとしたら、この生徒も、それから文芸部の二年の生徒も、日ひ高だかと同じような状態だと思えた。

　だが、わからない。この生徒たちの間にどんな共通点があるというのか。学年が違ければ、部も違う。生徒会と部を繫つなぐものといえば──

（文化祭か？）

　生徒主体の行事としては一種、本当に祭りのような様よう相そうを呈ていする文化祭時は、生徒会と各部のやり取りがもっとも頻ひん繁ぱんになるのを、文人も中学のときの経験から知っていた。部屋の割り振りや備品の貸し出し、様々な物品の使用許可など、生徒会を通さねば何一つ成り立たないのだ。今この時期なら、漫研の日高、文芸部の二年、生徒会のＹＴに、交流があった可か能のう性せいはある。

　だが、崎さき田た姉妹が出会った男は？　どんな結びつきがある？

（……わかんねー）

　文人はため息をついた。情報が少なすぎる。しかも共通点が見出せない。これではいくらネットで検けん索さくをかけたところで、ヒットする《本》は零ゼロだろう。

「何をぐちゃぐちゃ考えておるか」

　バン、と文人は背中を叩たたかれた。

「わからぬのなら訊きけばよい。行動じゃ。チカとルカもそうしておろうが」

「……そうだな」

　文人は頷うなずいた。確かにそうだ。わからなければ訊けばいい。何をどう、というのは思いついてはいなかったが、ここでこうしていても何も降ってきはしない。

「とりあえず、生徒会室に行ってみよう」




　　　　　☆




　生徒会室は普段の様子からは考えられないほど人でごった返していた。

　各部へ配る備品がダンボール箱のまま山と積まれ、足の踏ふみ場もないほど雑多なものが転ころがっている。一般の教室の方はまだ何の動きもなかったが、ここだけは既すでに文化祭が始まっているようだった。

（さて、どうするか……）

　開けっ放しのドアから少し離れた場所に立って、文ふみ人ひとは人の流れを眺ながめた。部屋の奥の長い机の向こうに、男子生徒が一人ひとり座っている。黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけて長めの髪かみを無造作に垂らし、黙もく々もくと生徒たちに対たい処しよをしている。

「誰だれじゃ？」

　フィフが袖そでを引くのに、

「生徒会長。三年生だよ」

「ふうん……随ずい分ぶんと大人じゃな」

　確かに生徒会長は大人びて見えた。とても同じ高校生とは思えない。ただしそれは彼だけが特別なのではなく、三年生は多くの生徒がそうだともいえた。

　他ほかの生徒会役員が会長に向かって、

「おい、うらら」

　と呼びかけるのが聞こえた。柳やなぎ下した麗うらら。確かそんな名前だった、と文人は思い出した。入学式の日に彼が体育館で一年生を前に紹介を受けたとき、ざわめきが起きたのを慣れた様子で鎮しずめたのが印象に残っていた。それきり特に顔を見ることもなかったのだが、こうして近くで見るとやはり雰ふん囲い気きがあった。上に立つ者とはこうだ、と思わせるような空気がある。

「なんだ？」

　と答えた声も、ざわめきの中にあってよく通った。

「変なのが来てるぞ」

　会長の隣となりの巨きよ軀くの生徒がそう彼に告げた。

　それが自分たちのことだと、文人は会長が顔を上げるまで気付かなかった。

　しまった、と思ったときには遅く、会長はボールペンを置いて手を机の上で組むと、真まっ直すぐに文人たちを見た。眼鏡の奥の目は黒々として大きく、夜のように静かだった。唇くちびるには薄うすく笑みが浮かんでいる。

　偶然の采さい配はいか、人の流れが途切れた。今出て行った生徒が列の最後だった。

　どうするか考えるために、鉛えん筆ぴつを握にぎろうとしたがそれよりも早く、

「変とは拙せつのことかっ！」

　フィフが吼ほえていた。手足を嵐あらしのようにぶん回しながら生徒会室へと入っていくのを、文人は引き止めそこなった。

「この髪のことかっ！」

　ばぁん、とフィフは机を叩たたいた。雷が落ちたような音がして、机が割れたかと思った。だが実際には何の異常もなく、生徒会長とその隣のボディガードのような男子生徒はフィフの怒りをそよ風のように受け流した。

　文ふみ人ひとは小さく舌を打って後を追って中に入ると、フィフの後ろに立った。

「いや、申し訳ない」

　会長は微び笑しようを絶やさず、フィフを、それから文人を見上げた。

「彼が《変》と言ったのはそういう意味ではなくてね。いまの時期にここへ来るような生徒ではない、ということなんだ。いま生徒会室へ来るのは各部活の一年ばかりでね。君と君のお友達は、部に入っていないだろう？　フィフ・デグリース君」

　フィフはにやりとした。

（イニシアチブを取るためにわざと怒ってみせたのか）

　そうだとわかって、文人は小さく息をついた。

「拙せつの名前を？」

「留学生は初めてだからね。生徒会の方でも何かあった場合にサポートをするよう、学校側から要よう請せいがあって用意はしていたんだが──いよいよ我々の出番というわけかな？」

　ちらりと会長に見られ、文人は胸が悪くなった。君の手には負えなくなったか、と言われた気がしたのだ。

　だがそんなものはフィフが鼻で笑って吹き飛ばした。

「フミヒトに不足はない。余計な世話じゃ」

「なるほど。では今日きようは何を？」

　会長は眼鏡めがねの位置を直した。そうすると光の具合で目が隠かくれた。本心を読み取らせないつもりだ、とわかった。考える時間が欲しかった。だがいまここで鉛えん筆ぴつを回すわけにもいくまい。

（ええい、構うものか）

　こうなれば出たとこ勝負だった。どのみち下へ手たな言いい訳わけではこの会長は騙だませない気がした。

「漫研の日ひ高だかさんのこと、聞いてますか？」

「……ああ」

「僕はその現場に居合わせたんです。だから──」

「裏うらサイトの情報を鵜う吞のみに？」

　やはり知っていたか。

「可か能のう性せいです。僕は彼女がどうしてあんな行動に出たか、その原因を──」

「どうして？」

　会長は顔の前で指を組んだ。

「君は漫研と何の関係もないんじゃないかな？　居合わせたというそれだけのことで、どうしてそんなに関心を持つ？」

　文人は答えなかった。答えられなかった。用意をしていなかった。時間を生み出せれば、それなりの回答をできるだろうが、この状じよう況きようでは──。

「好奇心は成長する人間が持つ当然の思いじゃ」

　そう、フィフが胸を張った。

「それに、そなたらは見ておらぬであろう？　ヒダカのあの様子を。しかし拙せつらは見た。見た以上はどうしてかを知りたいと思うのは、当然じゃ。逆に問うが、そなたらは何をした？　タカギ某なにがしはそなたらの仲間であろう？　それが何な故ぜ、噂うわさのようなことをしたのか調べたのか？」

「いや。受験のストレスかな、とは思ったが、それ以上の追究はしなかった。学外でのことであったし、ご両親がそっとしておいてほしいとのことだったからね」

「であろうな」

　ふふん、とフィフは笑った。

「しかし──好奇心か」

　会長は面白がるような笑みを浮かべた。

「いいだろう。君たちが訊ききたいのは、二人ふたりの関係だろう？　答えは、何もない、だ。私は生徒会役員の人間関係を完かん璧ぺきに把は握あくしているが、高たか木ぎと日ひ高だかの間に個人的な繫つながりはない。文芸部の萱かや沼ぬまともだ」

　萱沼、というのはおそらくサイトに書かれていた立ち読みを続けた文芸部員だろう、と文人は推すい察さつした。

「公的にはどうです？　面めん識しきもなかったんですか？」

　会長はちらりと隣となりの男子生徒を見た。

「……漫研とは取り引きが」

　会長は、ああ、と頷うなずいた。

「あれか」

「取り引きじゃと？」

「そうだ。文化祭の予算軽けい減げんのために漫研には印刷所を紹介してもらった。毎年、我々も冊子を作っているのだが、二割引きになるというのでね。漫研の窓口になっていたのが日高。我々の窓口が高木だった」

「その冊子はもうできてるんですか？」

「ああ」

「見せてもらえますか？」

　会長が隣の男子生徒を見て頷いた。男子生徒は冊子をひとつ傍そばのダンボール箱の中から取り出すと机に置いた。

「……失礼します」

　文人はぱらぱらとそれを捲めくった。特に何ということはない冊子だった。生徒会の一年の活動などをまとめたものだ。奥おく付づけを確認すると会社の名前が入っていた。《インクナビュラ・プリンティングハウス》。それがこれを刷った印刷所らしい。

　文人は冊子を返した。
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「どうも」

「もういいのかね？」

「ええ」

　会長の語った以上の関係は二人ふたりの間にはないだろうと思えた。たったひとつの共通点は同じ印刷所で冊子を作ったということだが、それだけだった。その理由も特におかしくはない。

「すいません、ありがとうございました──行こう、フィフ」

　頭を下げて踵きびすを返した二人の背中へ、

「好奇心は──」

　会長の声が追いかけてきて、文ふみ人ひとたちは足を止めて振り返った。先ほどとまったく変わらぬ姿勢の会長の眼鏡めがねのレンズが怪しく輝かがやいていた。

「──猫ねこを殺すともいうね」

　フィフは鼻で笑った。

「だったら猫にそう言ってやるがよい。拙せつとフミヒトは違う」




　　　　　☆




（戻ってこない……）

　冷めたコーヒーカップを前にして、夏か宰さい都みやこは、胃の辺りにムカムカしたものが染しみのように広がっていくのを感じていた。

　ちょっと電話、という感じだったからてっきりすぐ戻ってくるものとばかり思っていた。余計なオマケがついていたけれど、それはそれとして、楽しく放課後を過ごせるものだと思っていた。

（なのに……）

　一〇分経たっても、二〇分経っても、文ふみ人ひとは戻ってこなかった。

　それが口くち惜おしい。面白くない。

　夏宰は椅い子すを蹴けって立ち上がると、文人が飲んでいたカップをつかみ、中身を備え付けの小さなシンクにぶちまけた。飛ひ沫まつが散って積んであった本にかかってしまい、思わず悲鳴を上げた。

　聞こえてしまったのか、ガラスの向こうで図書委員が驚おどろいたような顔を向けてきた。

　ごめん、と口の動きだけで謝あやまって、ひどく落ち込んだ気分で飛沫をティッシュでふき取りながら、そうだ行かなくちゃ、と思い出した。主任から頼まれていたことがあったのだった。だが、気持ちが沈んで行く気にはなれなかった。大した用事ではない。誰だれでも構わない、つまらない仕事だ。

（誰か、代わりに引き受けてくれないかな……）

　顔を上げて、ガラスの向こうを見た。皆、それぞれに忙しく働いている。彼らに頼むのはやはり気が引けた。と、そこへ、

（あ）

　ぎい、と扉を開いて入ってきた者がいた。

　雲くも木き詠よみだった。

　咄とつ嗟さに夏宰は身を低くした。雲木は今日きようは当番ではない。では何かを借りようと探しに来たのかといえば、そうではなさそうだった。入ってくるなり、誰かを探すように幾いく度ども首を巡めぐらせたからだ。

　夏宰は、ぴん、ときた。

（江え本もと君ね……）

　彼を探しているに違いない。女の勘かんだった。

（そうだ。彼女に頼んじゃえ）

　男の子のことで図と書しよ室しつに現れるくらいだから、ヒマなのだろう。だったら、少し働いてもらうことにしよう。学校図書に関わりのあることなのだから、彼女も無関係ではない。そんなふうに考えて、夏宰は引き出しから記録メディアを取り出すと、それを手に部屋を出た。

「雲木さん」

　呼びかけると彼女はすぐに振り返り、表情を硬くした。構わず夏宰はカウンターを回って傍そばに寄った。

「ほんと、丁ちよう度どいい時に来てくれたわ」

「なん、ですか？」

「ちょっと頼みたいことがあって。あなたも、図と書しよ室しつが今年、文化祭に合わせて小冊子を出すのは知っているでしょう？」

「ええ……」

「その印刷のためのデータを、今日きよう、入にゆう稿こうしなくちゃならないの。それで、印刷所にこれ、持っていってもらえないかな」

　夏か宰さいは記録メディアを見せた。すると雲くも木きは明らかに戸と惑まどった表情になった。どうしてわたし？　そんな疑ぎ問もんを抱いた顔だった。

「わたし、ちょっと今日は忙しくて」

　噓うそではなかった。実はこのあと、日ひ高だかのことについての学校側の聞き取りがあるのだ。それまでの時間で行って帰ってこようと思っていたのだ。

「ほら。他ほかの委員もそれぞれ仕事があるから、どうしようかと思ってたの。バイク便は駄だ目めって言われちゃったし。ね？　ちゃんと交通費は出るから。お願い」

　夏宰は、記録メディアを挟んで拝むように手を合わせた。

　戸惑い、雲木は助けを求めるようにカウンターの二人ふたりの委員を見たが、二人とも素早く目を逸そらした。

「届けたら、そのまま帰っちゃっていいから」

　夏宰はそう押した。雲木は、眉み間けんに皺しわを寄せて天井を仰あおぎ、ううん、と小さく声を漏もらしたが、引き受けるだろう。

　迷っているという時点で、引き受けたも同じなのだ。




　　　　　☆




「……ここね」

　古いマンションの一室の扉の前に立ち、チカは表札を確認した。《鷲わし坂ざか　拳けん》とある。築何年だろうか。扉の縁ふちには錆さびが浮き、蝶ちよう番つがいには黒く塵ちりがたまっている。換かん気き扇せんの下は油で汚れて埃ほこりが壊こわれた蜘く蛛もの巣のように下がっていた。

「鍵かぎ、閉まってるねー」

　ノブをガチャガチャと回し、ルカは唇くちびるを尖とがらせた。

　到着したときには警察がいたのだが、しばらくすると全員帰ってしまった。おそらくどこかで男が発見されたのだろう。そうでなかったら誰だれかは残すはずだった。

「どいて」

　チカは胸ポケットからピッキングの道具を取り出すと開かい錠じようした。このタイプの鍵かぎであれば一分とかからない。《禁きん書しよ》を追う中で身につけた、文ふみ人ひとには言わずにいる技術の一つだ。

「さっすが」

「ルカ姉ねえも早く覚えてよね。この道具と、ちょっとしたコツさえつかめば簡単なんだから」

「わたし？　無理無理。そのちょっとしたコツが無理」

「ほんとに……」

　チカはため息をついてノブを回した。ドアは難なく開き、素早く音もなく二人ふたりは中へと体を滑すべり込ませた。饐すえたような臭においがする。

「臭くさいね……」

　ルカは自分の鼻を摘つまんだ。チカも、鼻こそ摘まなかったが、なるべく臭いを嗅かがぬように気をつけながら辺りを見回した。

　部屋は、玄関から一望できてしまう程度の広さのワンルームだった。ユニットバスに一口コンロだけのキッチン。シンクは狭く、調理をするスペースはなかった。埃ほこりの具合からして、料理はしないのだろう。コンビニ弁当の容器がゴミ袋に大量に突っ込まれている。

「……ルカ姉、反応は？」

「んー……ない」

「男が持って逃げたか、それとも、別の場所にあるか、ね」

　おそらく後者だろう。《禁書》は一度憑ついてしまえば、犠ぎ牲せい者しやを基本的には放っておく。憑かれた方が勝手に自じ滅めつするのを待つのだ。だから住んでいる場所の傍そばになくてもよかった。例えば《切り裂さきジャック》がそうだ。あの殺人鬼の《本》は病院に隠かくれて、文人の友人である八や代しろ秀ひで英あきを追いつめた。

「どうする？　チカちゃん」

「こいつの行動パターンを調べるわ。そのどこかで憑かれたんでしょうから、手がかりは必ずあるはずよ。この部屋の、警察が持っていっていない何かに」

「うん、がんばろう」

　そうは言ったが、部屋の様子を見ると心は折れそうになった。ゴミ屋や敷しきとまではいかぬものの、荷物だかゴミだかわからないものが多数、フローリングの床に直接置かれて高く積まれている。二人は土足であったが、靴くつを脱ぐ気にはなれなかった。足の裏うらから何かに浸しん食しよくされそうだった。

　部屋の中にはアニメの美少女フィギュアが所狭しと並び、半裸の少女のイラストポスターが貼はられ、漫画雑誌や単行本が散乱していた。机の上にはデスクトップコンピューターがあって、プリンターにスキャナー、それと描かきかけのイラストなどが置かれていた。

　それから小一時間、二人は荷物の中をはいずるようにして《何か》を探したが、めぼしいものを発見することはできなかった。手帳も、カレンダーも見当たらない。警察が押収したのかもしれない。他ほかに手がかりらしい手がかりといえば、スーパーやコンビニの袋、どこかの店のレシート、通販の箱、そのくらいだった。

　大きくため息をついて、ルカはしゃがみ込んでしまった。だが座り込むことはしない。尻しりが荷物につくのが嫌いやなのだろう。チカも同じ気持ちだった。

「大したものないねえ……」

「ええ」

　いっそすべて燃やしてしまいたい、という甘かん美びな欲求がむらむらとわきあがってきたが、無理やりに抑え込んだ。ぴんとはこないが、これらをひとつひとつ潰つぶしていけば、次の手がかりに繫つながるかもしれない。そう信じるしかない。

　そう心を決めたとき、電話が鳴った。この家の、ではない。チカの携帯だった。

「フミー？」

　と訊きいたルカに、ええ、と答えて出た。

「もしもし？」

『ああ、よかった。つかまって』

「まだ誰だれも捕つかまってなんかないわよ？」

『や、そうじゃなくて──』

「わかってるわ」

　黙だまり込んだ文ふみ人ひとの気配に、少しだけチカは気が晴れた。

「わたしたちはこれから、男の行っていた店なんかを回るつもり。そっちは？」

『それなんですけど……探して欲しいものが』

「何？」

『本、かな？』

「それならないわよ？　ルカ姉ねえの保ほ証しようつきで」

『ごめん、そうじゃないんだ。探して欲しいのは《禁きん書しよ》じゃなくて、同人誌とか自費出版物とかそういうものなんだけど』

　チカはもう一度辺りを見回し、

「それならあるわよ。しかも大量に」

『本当ですか!?』

「ええ。どうも自分でも漫画を描かいているみたいね、この人。机の上にそれらしいものが置きっぱなしになっているわ」

『それだ！』

　突然の大声に、チカは咄とつ嗟さに携帯を耳から離して眉まゆを顰ひそめた。

「……なに？」

『あ、ご、ごめんなさい。実はこっちで日ひ高だかと、彼女と同じ様子の生徒との間に、ある共通点が見つかったんです』

「それって？」

『ええと《インクナビュラ・プリンティングハウス》っていう印刷所です。二人ふたりはそこで文化祭用の冊子を作ってます。二人だけなら弱いけど、三人なら可か能のう性せいはぐっと高くなる』

「だけど、ここにあるのは描かきかけの漫画と、あとは……この部屋の男が描いたものじゃない本ばかりよ？　描きかけの絵を見ればわかるわ。それに──」

　チカは本の山から適当に同人誌を一冊取り上げて、奥おく付づけを見た。

「本も、印刷所の名前が違うわ。全部調べたわけじゃないけど」

『そ、そうですか……』

　電話の向こうで明らかに、文ふみ人ひとが落らく胆たんしたのがわかって、チカは嘆たん息そくした。

「……とりあえず、もう少し調べてみるわ。ひょっとしたらこの描きかけの漫画をその印刷所で本にしようとしていたのかもしれないし。そこのチラシとか、パンフレットとかがあるかも」

『お願いします！』

　声がパッと明るくなった。

（意外と単純で子供っぽいのよね）

　そう思ったが、チカはもちろん口には出さなかった。

『僕も、もう少し調べますから、お願いします。また後で連絡します』

「ええ、わかったわ。じゃあ、あとで」

　はい、という声を聞いてから、チカは電話を切った。

「フミー、何だって？」

　小首を傾かしげたルカにチカは、

「《インクナビュラ・プリンティングハウス》っていう印刷所に関するものがないか、調べて欲しいって」

「なんで？」

「彼のほうで調べている生徒が二人、それで繫つながったみたいなの」

「あー、なるほど」

　ルカはうんうんと頷うなずいた。

「けど、だったらそこに行っちゃった方が早いんじゃない？」

「無む駄だ足あしを踏ふんで余計な時間をとられたくないんでしょう。こちらの動きを悟さとられないとも限らないし」

「そっかー」

「とにかく探しましょ。あるなら、チラシとか、会社のパンフレットみたいなものだと思う。もしあれば、方法はともあれ、その印刷所が今度のことに関わっている可能性はぐっと高くなる」

「うんっ！」

　ルカは大きな胸を揺らして跳はねるように立ち上がり、嬉うれしそうに頷うなずいた。

　その胸の谷間で小こ瓶びんがきらりと光を放ったような気がしたが、次の瞬しゆん間かんにはなんの輝かがやきもなかった。
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「──開け！　知ち識しきの館やかたの門！　書物は決して虚うつろわぬ、人の永遠の至し宝ほうなり！」

　フィフの声に書棚が二重写しのように歪ゆがむと、一瞬の後にそれは完全に二つに分かれて、仄ほの暗ぐらい通路が出現した。

　文ふみ人ひとは躊ちゆう躇ちよすることなく足を踏み入れた。もはや幾いく度どとなく進んだ道だ。意思をはっきりと持ってさえいれば怖こわいことはない。逆に、疑うたがいや迷いを持てばすぐさま迷ってしまうのだが。

　嫌きらいな古い本の臭においの中を早足で突き進むと、やがて行き止まりに扉が見えた。文人はそれを叩たたいて、

「ビー！」

　と呼んだ。応こたえがない。もう一度、この《虚ろの図と書しよ館かん》の《管理司書》である彼女の名前を呼んだが、結果は同じだった。

（いないのか、こんな時に!?）

「おい、フミヒト──」

　フィフの声を無視して、文ふみ人ひとは把とつ手てを握にぎってみた。すると。

（開く？）

　突とつ起きを押して力を入れると、扉は内側に向かって僅わずかに開いた。鍵かぎはかかっていない。もとよりかける必要などないのかもしれない。

「入るよ、ビー！」

　ぐい、と押し開けた文人は、そこで硬こう直ちよくした。

「なんじゃ、どうした」

　入り口を塞ふさぐ形になったためにフィフには見えないらしい。

　だが、文人には見えていた。

　ばっちり、見えてしまっていた。

「あ、あの……」

　それだけようやく言って文人は言葉を飲み込んだが、ごくりと喉のどが鳴ってしまった。

　グリーズ・ビーは、留守ではなかった。

　彼女はそこにいた。ただし──

　──裸で。

「いやあああああああっ！」

　普段、ぼそぼそとしか喋しやべらないビーからは想そう像ぞうもできないほど大きな声がほとばしると同時に、彼女は体を隠かくした。

　だが、それはふっくらとした胸や、翳かげりが何一つない足の間ではなかった。

　彼女が隠したのは、顔。

　普段は熊くまのきぐるみの頭を被かぶって隠している顔だった。

「み、見ないでっ！　醜みにくいわたしを見ないでえっ！　ブスなわたしを見ちゃいやあっ！」

「いや、そのっ！　見てないっ！　見てないからっ！」

　文人は動揺して、飛び跳はねるようにして部屋を逃げ回るビーの、揺れる裸の胸から、ぺこっとして肋ろつ骨こつの浮いた腹部から、引き締しまった尻しりから、目を離せなかった。

　だが本当に顔は見なかった。

　よくは見えなかった。

　しかし、決して醜くはなかった。むしろ、息を飲むような美しさがあった気がした。だが、その面おも影かげはとっくに流れ去ってしまって、思い出すことはできなかった。

　ただ、ビーが真っ黒な髪かみをぐるぐると後ろでまとめているということはわかった。耳の形がなんだか可愛かわいいということもわかった。

「──いつまでビーの裸を見ておるかあっ！」

「ぎゃっ！」

　後ろから凄すさまじい一いち撃げきを喰くらった。綺き麗れいに延えん髄ずいに入ったのは足に違いなかった。文人はほとんど半回転して顔から床に激突し、盛大に鼻血を噴ふいた。
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「……すいません、本当に……」

　着替え、重たそうな熊くまの頭を何度も下げるグリーズ・ビーに、

「おぬしが謝あやまる必要はない。乙女おとめの部屋に返事も待たずに踏み込んだフミヒトが悪いのじゃ」

　フィフは鼻を鳴らして、椅い子すに座ったまま背をのけぞらせ、横目で文ふみ人ひとを睨にらんだ。

「その通りです、すいません……」

　文人は鼻にティッシュを詰めた状じよう態たいでそう謝るしかなかった。焦あせる余り、礼を失したのは事実だった。ようやくつかんだ手がかりに舞まい上がっていたらしい。らしくなかった。何を焦っていたのだか。

　いえ、とグリーズ・ビーは頭をゆっくりと振って、小さく息をついた。今日きようの彼女はノースリーブでハイネックのセーターにミニスカートという格好だった。

「……わたしもドアに《行水中》って札を下げておかなかったのが悪いんです……」

　それで彼女が裸だった理由がわかった。顔はもう思い出せなかったが、黒々と結い上げられた美しい髪かみはリアルに思い出すことができた。

「……あの……それで、今日きようは……？」

　怖こわい熊くまの頭が小首を傾かしげた。

「実は──」

　と文ふみ人ひとはこれまでにわかっている事柄をおおまかに説明した。

「──それで、また警察の調書が見れないかと思って。日ひ高だかと同じような様子の人々がもし同じ印刷所に関係していれば、乗り込むだけの価値があるんじゃないかって思うんだ。だから確認のために調書を照らし合わせたい」

「わかりました」

　ビーは頭を支えながら立ち上がると、ぐるりと円を描いて設置された書棚に備え付けられた移動式のハシゴに上った。

「……おい、フミヒト」

　フィフが寄りかかるようにして、こそっと自分にだけ聞こえる声で言い、文人は彼女に僅わずかに顔を寄せた。

「何？」

「……スケベ」

　ぐさりと突き刺さるような鋭するどい声だった。

「あ、あのなあ……」

「うるさい。フミヒトはいやらしいのじゃ。……拙せつにちゅーをしようとするし」

「あ、あれは──」

　違う、と言いかけて、しかし、言い切れなかった。

「──あ。ありました」

　ビーの声がそう振ってきたこともあるし、そうでないとも言えなかったからだ。

　振り仰あおぐと、彼女は手にした分厚いファイルのようなものを、宙へと放り、わ、と声を上げて文人は手を伸ばしたが、必要はなかった。

　ファイルは落ちることなくテーブルの上で止まり、ひとりでに開くと、綴とじられていた紙が勝手にばらりと広がった。何が始まるのか、と見ていると、印刷された文字が紙から剝はがれて浮き上がり始めた。それが空中でぐるぐると回る。

「……警察の記録から、それぞれの人に共通する単語を検けん索さくして抽ちゆう出しゆつしています」

　移動ハシゴから降りて、ビーは手を軽く振った。

　すると、抽出された単語の内、共通しないものが再び紙に戻っていく。その様子を文人はただじっと見つめた。

　やがて。

「──これですね」

　そう言ってビーが差し伸べた手の上で、ふわりふわりと浮かんでいた言葉は。

「……《インクナビュラ・プリンティングハウス》……」

　であった。

（やっぱり）

　文ふみ人ひとは、胸の内で拳こぶしを握にぎり締しめた。

「……利用目的は、名刺の印刷、ダイレクトメール、と様々ですが、全員がその印刷所を訪れていたみたいです」

「ということは」と文人。「警察ももう動いて……？」

　ビーが腕を振ると別の言葉たちが浮かび上がって漂ただよった。動かない熊くまの目がそれを追う。

「……それはないみたいです。まだ気付いていないというか……そもそも事件として扱ってもいないというか。この人たち、別に誰だれかを傷つけたりとか、何かを壊こわしたりとか、そういうことを積極的にしたわけではないので」

「あ、そうか……」

　文人は納得した。考えてみればその通りだった。おそらくはそれぞれを繫つなげて考えてもいないだろう──いまはまだ。しかし、昨日きのうの男は脱走した。警察が追う中でその印刷所にも行く可か能のう性せいは高い。

（そうなったら面めん倒どうだ……）

　できれば、その前に片を付けてしまいたかった。

「行こう、フィフ」

「うむ。やはり、その印刷所が怪しい、で確定じゃ」

　文人は頷うなずいて、グリーズ・ビーを振り向いた。

「ありがとう、助かったよ」

　するとその二の腕うでにみるみる血が上って、グリーズ・ビーは恥はずかしげに身を捩よじった。その様子に文人もつい彼女の裸身を思い出してしまって、鼻の奥が熱あつくなった。

「何をしておるっ！　行くぞっ！」

　どす、とわき腹を突かれ、文人は、あう、と呻うめいて、とっとと歩き出したフィフの後を慌あわてて追った。

　そうしながら、ちらりと振り返ると、ビーがこっそりと手を振るのが見えた。




　　　　　☆




「わかった。三〇分後に駅で」

　家に戻っていたチカは、そう言って電話を切った。どうやら、やはりその何とかいう印刷所が関係しているらしい。文人は少しだけ興こう奮ふんしていて、電話でそう言っていた。

「……ルカ姉ねえ、行くよ」

「あ、あ、待って、ちょっと待って」

　焦あせったような声に振り返ると、ルカはまだ着替えの途中だった。

　チカが着ているのと同じ、消防士のそれに似た耐たい火か服ふくであったが、大きな胸を恥はずかしげもなく放り出したまま、なにやら腕うでを必死に動かしている。そのたびに、ふるんふるんと柔やわらかそうな胸が上下していた。

「ファスナーが、ひ、ひ、引っかかって……あ、あがらないー」

「……まったく」

　チカは携帯をポケットにねじ込むと、姉の手を退のけさせ、ファスナーを上げてやった。にしてもきつい。前よりも大きくなったのではないだろうか。

　最後に、胸の間に小こ瓶びんを忘れずに押し込んでやった。

「さあ、行くわよ」

「うんっ！　頑がん張ばろうねっ！」

　能天気に言う姉に軽い頭痛を覚え、チカは少しだけ首を振ってため息をついた。
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「あれ、雲くも木き？」

　そう声をかけられたのは、これから電車に乗ろうと、駅のうんざりするほど長い階段を上ろうとしているときだった。自転車に跨またがった八や代しろ秀ひで英あきが少し離れた場所にいて、意外そうな顔でこちらを見ていた。

「なんだ？　買い物？」

「うん、まあ」

　返事をする間に八代は自転車を降りてこれを近くのガードレールへ繫つないでしまうと、傍そばに来て人ひと懐なつっこい様子で歯を見せた。

「一人ひとり？」

「うん。八代は？　やっぱり買い物？」

「いや、暇ひまつぶし。こういうときは、部活入っときゃよかったかなって、ちょっと思うよな。で、どこ行くの？　付き合うぜ」

「いいよ。これから電車だし」

「何？　待ち合わせ？」

「違うよ。夏か宰さい司書に頼まれて、図と書しよ室しつが作る文化祭用の小冊子のデータの入にゆう稿こうに行かなくちゃならないの。失敗したなあ……図書室に顔出すんじゃなかった」

　下げ駄た箱ばこにはまだ靴くつがあったから、てっきり江え本もとはまだ図書室にいると思ったのだ。だが、夏宰を見てそうではないとすぐにわかった。いるなら彼女はもっと機き嫌げんがいい。

　このおつかいは、その腹いせではないかと思えた。彼女が自分に対してだけやけにとげとげしい理由を、雲くも木き詠よみはなんとなくだがわかっていた。言葉にすると本当になってしまいそうで嫌いやだから、なんとなくで済ませていたけれども。

「印刷所？　どこ？」

　雲木詠は駅名を言った。

「なんだ。だったら付き合うよ。マジ、暇ひまでさ。な？」

「別に面白いことなんかないよ？」

　言いつつ、強く拒否はしなかった。

　数分後、雲木詠は八や代しろと連れ立ち、改札を通っていた。電車はすぐに到着して、一五分後には目的の駅に到着。改札を抜けていた。

　データと一緒に渡わたされたチラシの地図によれば、印刷所は駅から徒歩五分ほどの場所にあるとなっていた。

「てことは、一〇分だな」

　八代によると、こうした地図の所要時間は実際より少なく記載されるということだった。にしても半分というのはさばを読みすぎではなかろうか。だが、歩き出して五分経たち、七分経っても印刷所には着かず、雲木詠は八代が正しかったことを認みとめた。

　駅の近くは五階、八階のビルがひしめくように建っていたが、入り組んだ路地のような道を進むにつれて、辺りは小さな工場のような建物が立ち並ぶようになった。人通りも少なく、道を行く車はトラックかミニバンで、常に何かの機械音がどこからか聞こえていた。

　やがて、一軒の古い建物に二人ふたりはたどり着いた。

「ここか？」

　八代が見上げる隣となりで、雲木詠は看板を読んだ。《インクナビュラ・プリンティングハウス》とあるから、間違いなかった。

　その印刷所は、倉庫らしき建物と屋根続きになっていて大きかった。壁へき面めんには一面トタンが打ち付けられて、その端はし々ばしには錆さびが浮いている。トラックが出入りできそうな背の高い金属製の扉はいまは閉ざされて、把とつ手てには鎖くさりが巻き付けられていた。

　雲木詠は隣の戸口の呼び鈴を押した。インターホンではない。本当にただの呼び鈴──ブザーだった。

　しばらく待っても誰だれも現れず、もしかしたら断線しているのだろうか、と立て続けに押してみたが結果は同じだった。

「留守かな」

　八代が伸び上がって汚れた窓から中を覗のぞこうとしたとき、扉が開いて作業着姿の白人の男が一人ひとり、ぬうと現れて首を傾かしげた。

　小さな戸口が一杯になってしまうような大柄な男だったが、栗くり色いろの髭ひげに覆おおわれた顔の中で小さな目がくりくりと動く様子はどこか愛あい嬌きようがあって、雲くも木き詠よみは少し安心した。

「すいません、お待たせしちゃって」

　とても流りゆう暢ちような日本語を男は話した。

「ええと……鐘しゆ翠すい善ぜん高校の生徒さんでしょ？　電話、貰もらってます。さあ、どうぞ」

　言って、男は引っ込んだ。

　雲木詠は八や代しろと顔を見合わせると、中へ入った。ぷん、と新しい本の匂においがした。インクと紙と、あとは接着剤など、それらが交じり合った匂いだった。それがとても濃こい。これが印刷所、本を生み出す場所だ、といわんばかりだった。

　応接室のようなところに通され、くたびれたソファーに腰を下ろすと男が手ずからお茶を淹いれてくれて、二人ふたりは恐きよう縮しゆくした。店でもないのにこんなふうに客扱いされるのに、二人とも慣れてはいなかった。

「あの──」

　と一口だけお茶に口をつけただけで、雲木詠は鞄かばんから記録メディアを取り出してテーブルの上に置いた。

「これがデータです」

「はいはい」

　男は栗くり色いろの短い髪かみを撫なでるようにしてからケースに入った記録メディアを手にすると、ろくに確かく認にんもしないで立ち上がった。そうすると男の頭は天井につきそうで、雲木詠は自分が小さな子供になったようだった。

「これからデータを取り込んで、間違いがないか調べますので、ちょっと時間がかかりますがお待ちいただけますか？　何、待つといってもほんの一五分程度です」

　そのぐらいなら、と雲木は八代と顔を見合わせて頷うなずいた。

　すると男は、人の良さそうな顔に満面の笑みを浮かべた。

「それはよかった。ではどうです？　ちょっとうちの自慢の印刷機を見て行きませんか？　いえ、自分でも納得の行く機き械かいで、お客様にこんなことを頼むのも恐縮なのですが、ぜひ見ていただきたいと──つまりは自慢をしたいだけという、そうしたことなんですが」

　背を丸め、照れたように栗色の髪の頭を搔かく姿に、雲木詠はなんとはなしに好感を抱いた。どうせ時間はあるのだ。一人ひとりなら怖こわいが八代もいる。そう思って彼を見ると、こうしたことに興きよう味みがあるのか早くも膝ひざを進めていた。

「それじゃあ……お願いします」

　雲木がそう言うと、男は何度も頷いて、さあこちらへ、と促うながした。

　二人は荷物をそこに置いて男のあとについて応接室を出た。廊下に人の姿は見えないが、たくさんの人の気配がした。小さな印刷所だと思っていたのだが、きっと繁はん盛じようしているのだろう。

「申し遅れましたが、私、この印刷所の社長で、マインツ・ベルクです。どうぞよろしく」

「ええと、雲くも木き詠よみです」

「八や代しろです」

　向こうが名乗った以上、こちらもそうしなければ失礼な気がして、雲木は名乗った。八代は苗字しか名乗らなかったが、マインツ・ベルクがそれで気を悪くしたような様子はなかった。

「それにしても口コミの威い力りよくはすごいですね」

　長い廊下を歩きながら、マインツ・ベルクは含み笑いを漏もらした。

「うちは半月ほど前にここで開業をしたんですが、最初のお客さんが次のお客さんを紹介してくれた場合、双そう方ほうに値引きをするということを期間限定で行ったら、次から次へとお客さんが来てくれて、実にありがたいです」

　嬉うれしそうに大きな背中が揺れた。

「もちろん、料金の設定を安くしたということもあるのでしょうが、私としてはやはり技術の方を評価してもらえたと思いたいです、はい、それはもう。──さあ、こちらです」

　廊下の行き止まりの左手に曇くもりガラスの嵌はまったアルミ製のドアがあって、マインツ・ベルクは大きな手で把とつ手てをつかみ、これを押し開けた。

「どうぞ」

　お先に、と促されて、二人ふたりは戸口を潜くぐった。

　そこは外から見た倉庫のような建物の内部だと思われた。まるで小さな体育館のようで、二階の高さに戸口はあって、下へ降りる階段が備えてあった。反対側の壁かべにはずらりと書棚が並び、遠目にもぎっしりと本が詰まっているのがわかった。そして、むき出しのコンクリートの床の中央に、おかしなものが置かれていた。

　巨大な木のオブジェ、と思えた。

　長い机と鳥とり居いを組み合わせたような形をしていて、横組みの柱の部分には紋もん章しようのような印と長いハンドルのようなものがついていた。机の部分には何かを挟むように板が取り付けてあり、その内側は鉛色に輝かがやいていた。

　高さが三メートルはあろうかという巨大なもので、周囲には服を着せたままのマネキンが、無造作に積み重ねられている。

「知り合いの芸術家に倉庫をアトリエとして貸しているんですよ」

　後ろからそう声がした。

「さ。印刷機はあの向こうです。行きましょう」

　下へ降りる階段は幅が狭く、後ろに人がいては戻りたくても戻れない構造になっていた。不安が込み上げてきたが、言い出すことができなかった。振り返ると、階段の上でマインツ・ベルクの体が数倍にも膨ふくらんだような気がした。

　八代も同じように感じているのか、とにかく降りよう、というふうに頷うなずいた。後悔が風船のように膨らんだが、前に進むしかなかった。

「お二人ふたりは、あれがなんだかわかりますか？」

　階段を降りきると今度はオブジェに向かって歩きながら、背中にその声を聞いた。緊きん張ちようと恐きよう怖ふで喉のどは固まったようになって、返事などできなかった。

　いよいよもって辺りの異様さは増し、雲くも木き詠よみはようやく、抜き差しならぬ世界へと足を踏ふみ入れてしまったのだと気付いた。マインツ・ベルクの気配は背中一杯に広がっていて、振り返ることができなかった。もしも壁かべ一面に彼の体が膨ふくれ上がっていたら。それを見てしまったら、その瞬しゆん間かんに死んでしまう気がした。

（も、妄もう想そうよ……）

　もちろんそうだ。だが、ひょっとしたら、という気持ちがどうしても消えなかった。

（あ──）

　不安に押しつぶされてしまう、と思ったその時、雲木詠は手を握にぎられた。

　八や代しろだった。

　いつの間にか隣となりに並んでいた彼の大きな手だった。じわり、と沁しみ込むように伝わってくる温ぬくもりが、心を、足を支えてくれるのがわかった。

　不安が消えることはなかったが、不ふ思し議ぎと後ろのマインツ・ベルクの気配は小さくなった。退路を断たれている、といった思いは変わらなかったが、それでも──

　ほんの僅わずかにできた心の余よ裕ゆうを持って周囲を見回した雲木は、それが脆もろくも砕くだけるのをはっきりと感じた。

　足が止まった。錆さびてしまったかのように足が、膝ひざが動かず、そして視線は一点に釘くぎ付づけとなって、引き剝はがすことができなかった。

「雲木……？」

　囁ささやいた八代の声がほんの僅かな潤じゆん滑かつ油ゆとなって、雲木詠の体に自由をもたらした。詠はゆっくりと手を上げて一点を、無造作に転がされて積み上げられたマネキンのひとつを指した。そこには。その先には。

「日ひ、高だか……」

　それだけを呟つぶやくのが精一杯だった。

　山と積まれたマネキンの中に、雲木詠は彼女を見つけてしまった。それは絶対にマネキンなどではなかった。そうは見えなかった。かっと目を見開いて制服姿のまま転がっている様子は、尋じん常じようではなかった。

（まさか、死──）

　ぶるっと体が震ふるえた瞬間、雲木詠は抱きしめられたのがわかった。大きな腕に包まれるとパニックを起こしかけた気持ちが僅かながら静まるのが感じられた。

「おまえは何だ」

　震ふるえながらそう言った八代の声を、彼の厚い胸板を通して雲木詠は聞いた。

「あれは、何だ」

　マインツ・ベルクの笑いが耳に突き刺さった。こんな嫌いやな笑いを雲くも木き詠よみは聞いたことがなかった。どうしたらこんなふうに笑えるのかわからなかった。

「答えろ！」

「……滓かすだよ」

　淡たん々たんとマインツ・ベルクは言った。口調が変わっていた。

「搾しぼり滓だ。ジューサーで果物を搾ればゴミが出るだろう？　それと同じだ。形を変えて真実のみを搾り出せば、あとには必要のないものが残る。それがあれだ」

「わかんねえよ！　何言ってんだ！」

「だが、ゴミにもそれなりの利用方法がある。最近は流は行やっているのだろう？　ほら、何といったか──エコ？　リサイクル？　そんな感じかね」

「だから何を言ってんだよ！」

　雲木は振り返った。自分のことを抱きしめていた八や代しろが振り返ったので、一緒に踊おどるように回って振り返っていた。

　そして彼女は、長く長く、紙を裂さくような悲鳴を上げた。




　　　　　☆




（悲鳴!?）

　文ふみ人ひとたちがそれを聞いたのは、印刷所《インクナビュラ・プリンティングハウス》の前に到着をしたまさにその時であった。

　誰だれのものかはわからないが長く、そして異様な声が、鎖くさりで施せ錠じようされ、錆さびの浮いた分ぶ厚あつい金属の扉の向こうから震ふるえるように聞こえてきたのだった。それで文人は、自分の考えが間違っていなかったことを悟さとった。ここには何かがある。《禁きん書しよ》に関係する何かが。

「当たりじゃな」

　腰に手を当てて、フィフは背を反そるようにした。

「びりびりと感じるわ。《禁書》の気配じゃ。《奴やつ》ではないが、強いぞ」

「うん、いるいる。ほら──」

　ルカは消防士のような服の前をはだけ、首から下げた小こ瓶びんを露あらわにした。大きく豊かな胸のふくらみの谷間に落ちるように挟まれた小瓶は、強く青い光を発し、中で古い紙片が踊おどるように回っていた。

　一いち瞥べつして、文人は目を逸そらした。こんな光景は心しん臓ぞうに悪い。

「どうする？」

　文ふみ人ひとは扉を見上げた。

「考えるまでもない。この扉を打ち破やぶって突入じゃ」

「だめよ」

　呆あきれたように言って隣となりの戸口へと向かったチカを、フィフは睨にらみつけた。

「何な故ぜじゃ」

「わざわざ逃げ道を作るの？　外への出入り口は少ない方がいいわ。ちゃんと玄関から入りましょう。せっかく外から鍵かぎをかけてくれているんだもの。ありがたく利用させてもらうのがいいんじゃない？」

　フィフは口くち惜おしげに、むう、と唇くちびるを尖とがらせると、

「何を仕切られておるのじゃっ」

　ばし、と文人のふくらはぎを蹴けった。結構ないい音がして鋭するどい痛みが走った。怒りが込み上げてきたが、文人はぐっと堪こらえた。ここで騒さわいで気取られるわけにはいかなかった。

「……行こう」

　文人は感情を飲み込み、ノブに手をかけた。鍵のかけ忘れか、ドアが難なく開いたのが誘さそっているようで不気味だった。

　ゆっくりと引き開けると、インクの、真新しい本の臭においがした。文人にとってそれは幼い頃ころに記き憶おくに染しみ付いた不快な臭いだったが、何とか堪えた。入ってすぐに階段があってそれを上ると右手に部屋があった。廊下は真まっ直すぐに続いており、行き止まりの左手にまた、扉があるのが見て取れた。

　建物の構造を考えると、あの左の戸口が倉庫へと続いていると見て間違いなかった。悲鳴も気配もそこからだ。壁かべに窓はなく、中で何が起きているのかはわからなかった。《竹たけ取とり物もの語がたり》の時のように待ち伏せがあるかもしれない。こちらが気付いているのだ。向うもフィフに気付いている可か能のう性せいは十分にあった。

（どうする？）

　考えていると、フィフの手が目の前に突き出された。

「フミヒト、ハサミを出せ。この造つくりではどのみち入った途と端たんに気付かれる。小細工はするだけ無む駄だじゃ」

「……わかった」

　文人は、ルカ手て製せいのホルダーから《本》を取り出すと、それを開いた。ぐうっとハサミの《仕掛け》が立ち上がり、空中へと弾はじき出した。巨大で、全長はフィフの背丈を越こえる。彼女はそれをつかむと、軽々と回して背中へ担かつぐようにして、崎さき田た姉妹をじろりと見た。

「ぬしらよいか？　《竜りゆう涎ぜん》は牽けん制せい以外には使うなよ？　《禁きん書しよ》であろうと燃やさぬ──それが、拙せつらがぬしらの両親の《本》を探す条件じゃ」

「わざわざ念を押してくれなくてもわかってるわ」

「うんうん」

「ならばよい──行くぞ」

　フィフを先頭に文ふみ人ひとたちは扉まで走った。アルミ製の扉に嵌はまっているのは半透明の曇くもりガラスで、向こうを確かく認にんすることはできなかった。悲鳴はもう聞こえなかったが、代わりに男が何かを声こわ高だかに喋しやべっているのが聞こえた。

　フィフはどうするつもりなのか──そう思って見ていると、彼女は膝ひざを曲げた状じよう態たいで足を上げ、靴くつの裏うらを扉に向けた。横からでよかった、と文人は思った。もし正面に立っていたら、とんでもないことになるところだった。

「だあっ！」

　フィフは思い切り扉を蹴けった。アルミのそれは大きくたわんだと思うと、蝶ちよう番つがいが弾はじけ、外側に向かって折れ曲がって吹き飛んだ。

「なんだっ!?」

　倉庫から驚おどろいたような声が上がる。文人たちは構わず飛び出した。下へと続く階段の踊おどり場ばは、フィフと文人で一杯になってしまう程度の広さしかなかった。急いで階段を降りなければ後ろが詰まってしまう。そうとわかっていても、足を止めずにいられなかった。

「なんで雲くも木きたちがっ──」

　わけがわからなかった。どうしてあの二人ふたりがここにいるのだ。しかも八や代しろが雲木を抱きしめていて、向こうも驚いた顔でこちらを見上げている。雲木がはっとして、八代から身をもぎ離した。唇くちびるが動く。違うの、と。

　なにがだ、と文人は言いたくなったが、そんなことには構わず、隣となりでフィフが舌を打って手て摺すりを蹴って跳とんでいた。階段など使わない。そして着地と同時に雲木たちに、正確にはその手前に立っている大柄の男に向かって走った。

「貴き様さま、銀ぎん髪ぱつ鬼きっ──！」

「やはり《禁きん書しよ》かっ！」

　フィフは背中から巨大なハサミを抜き放つと、本来なら指を入れる場所に腕うでを通し、振り回した。刃が開き、くの字の刃物となって襲おそいかかる。

　だが、男は大きな体に似合わぬ敏びん捷しようさでかわし、倉庫の中央にあった巨大なオブジェに取りつくとするするとその柱を登った。

「退どいて！」

　ほとんど押しのけるようにして崎さき田た姉妹が先に階段を駆かけ下りる。文人は落ちそうになったのを危ういところで堪こらえ、慌あわててあとを追った。

　フィフは男を追わず、オブジェと雲木たちを隔へだてるように立って、ハサミを構えた。

「雲木！　八代！」

　崎さき田た姉妹と共に二人ふたりに駆かけ寄った文ふみ人ひとはしかし、この状じよう況きようを説明する言葉を持たないことに気付いて口ごもった。二人も同じ様子だった。夢か現実か、その区別もついていないのかもしれなかった。

「何の《禁きん書しよ》だ、貴様！」

　オブジェの上の男に向かって、フィフは吼ほえた。

「何をした！　《それ》でいったい人間に何をしたのじゃ！」

　雲くも木きたちを背中に庇かばいながら文人は、フィフの言った《それ》を見た。男が登った木のオブジェを見た。もしかして──プレス機だろうか？　あの突き出た棒を回して下の分ぶ厚あつい板で挟んで対象となる物を潰つぶす。そういう使い方をするのだろうか。

　大きな男は見た目の体重からは想そう像ぞうできない身軽さでオブジェの上に立つと、後ろで手を組んで文人たちを睥へい睨げいした。

「私は、いまはマインツ・ベルクと名乗っている。その二人が銀ぎん髪ぱつ鬼きの知り合いだとわかっていたら、他ほかにもてなしようがあったものを……残念なことだ」

「答えろ！　そこに転ころがっている人間たちに貴き様さまは何をしたのじゃ！」

　文人はぎょっとして周囲に山積みにされているマネキンを見、それが人間であることにようやく気付いた。微び動どうだにせず、本当のマネキンのように固まって動かないだけだったのだ。よくよく見なければ、わからなかった。

「わかっているのだろう？」

　男は壮そう絶ぜつな笑みを浮かべ、誇ほこるように腕を広げた。

「私はついに師を超こえたのだ！　私の造つくり上げたこの《印刷機》は人間を組版にして《本》にすることを可か能のうにした！　素す晴ばらしい発明だろう!?　《あのお方》のやり方は古い！　これがあれば、人の欲よく望ぼうをちまちまと満たす必要などないのだ！　挟んで押せばそれですむ！　後には──肉体という抜け殻がらが残るのみだ！」

　チカが舌を打った。

「どこかで見たことがあると思ったら、あれはグーテンベルクの印刷機──」

「グーテンベルク……？」

「一五世紀に活版印刷機を発明した男よ。いまの話からすると、あいつはおそらくその弟子」

「その通り！」

　マインツ・ベルクはいつの間にかスーツ姿になっていて、ジャケットの折り襟えりの皺しわを伸ばすように引いた。

「まあ、大して学ぶことはなかったがね。私の方がはるかに偉い大だいな発明家だった。それを理解してくれた《あのお方》が私を《本》に変えた。私は永遠の命を得、そしてとうとうこれを造つくり上げた！　さあ！　貴様らも《本》にしてやろう！　銀髪鬼！　おまえは解体して《あの方》に捧ささげよう！──さあ、ゴミよ！　《抜け殻がら》よ！　この星は泣いているぞ！　ゴミは資源だ！　リサイクルだ！　エコだ！　役に立ってみせろ！」
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　マインツ・ベルクは指を鳴らした。乾いた音が倉庫に朗ろう々ろうと響ひびき、途と端たん、転ころがっていたマネキンの、人間の全すべてが、バネ仕掛けの玩具おもちやのように起き上がり、直立した。その人数は倉庫の半分以上を埋め尽くすほどだった。

「──潰つぶせ！」

　マインツ・ベルクが指を動かすと、マネキンのような人間たちが最初はゆっくりと、それから次第に早足になって殺さつ到とうしてきた。相手は素す手でだ。武器など何も持ってはいない。だがその爪つめが、指が、口が、恐おそろしい凶器に、武器になると文ふみ人ひとは気付いた。

　迫り来る者の中に日ひ高だかがいる。文人はあの腕わん力りよくを思い出していた。体のリミッターを外したかのようなあの力で襲おそいかかられたら、絶対に無事ではすまない。おそらくは他ほかの者たちも同じように肉体のリミッターが解除されているに違いなかった。それが大挙して迫ってくる。捕つかまればおそらく、彼らの手によって、素手によって、その肉体によって、自分たちはばらばらにされてしまうだろう。

（そんなの冗談じゃないっ）

　文人はホルダーから《本》を取り出しながら、

「下がれ！　囲まれるな！」

　叫び、隠かくしページを開いた。水道の《仕掛け》が立ち上がり、軸じくに巻き付いた糸がページが開く際に引っ張られ、蛇じや口ぐちの栓せんが回る。次の瞬しゆん間かん上向きの蛇口から水が噴ふん出しゆつした。迫り来る人々の頭上にそれが降り注ぐように、文ふみ人ひとは《本》を振った。

（どうだ!?）

　彼らは《なりかけ》だ。半分は《紙》のはずだ。ならば水に濡ぬれればその体はふやけ、行動は制限されるはず──だった。だが。

「なんで!?」

《抜け殻がら》たちは水をものともしなかった。ふやけもしない。

「無む駄だだよ！」

　マインツ・ベルクは笑った。

「それは人間の滓かす！　紙ではない！　濡れてもどうともならない！　意味がない！」

「やかましいっ！」

　先頭の《抜け殻》をフィフはハサミの柄で殴り、怯ひるんだ隙すきに腹に強きよう烈れつな蹴けりを見み舞まった。

　普通の少女の蹴りではない。

　衝しよう撃げきは背中へと抜けて、まるでドミノ倒しのように《抜け殻》たちは仰あお向むけにバタバタと倒れた。恐ろしい威い力りよくだった。

「早う下がれっ！」

　張り飛ばすようなその声に文ふみ人ひとたちは急いで後退し、何とか壁かべを背にすることに成功した。これで危険は少し減った。左右と前にだけ集中すればいいというのは、三六〇度を警けい戒かいしなければならないのとは大分違う。

　八や代しろと雲くも木きは相変わらず言葉を失っている様子だった。いまは説明を求めている場合ではないと感じているのかもしれない。後で真実を話したところで理解してくれるとは思えなかったが、いま黙だまっていてくれるのは助かった。

《抜け殻》たちはすぐに起き出すと、再び前進を開始した。フィフの蹴りを喰くらった男はさすがに遅れたが、腹を押さえながらもまだ進もうとしている。

「行け！　殺せ！」

　マインツ・ベルクが物ぶつ騒そうなことを口角から泡あわを飛ばして言い立てる。文人はポケットに手を突っ込んで鉛えん筆ぴつを探した。考える時間が欲しい。短くなった鉛筆が指に触ふれる。引き出し、文人はそれを回そうとした。が、それよりも早く、

「ルカ姉ねえ！」

「うん、チカちゃん！」

　チカとルカが背中のパックからタツノオトシゴの口のような先せん端たんのホースを外し、グリップをつかんで構えた。

「──水が平気なら、火はどう!?」

　二人ふたりは同時にグリップを握にぎり込んだ。

　黄金色の放水口から粘ねん着ちやく性せいのある《竜りゆう涎ぜん》が発射され、空中で燃え上がった。白い炎の輝かがやきに文ふみ人ひとは目を眇すがめた。《竜涎》はコンクリートの床に落ちても消えることなく燃え、迫る《抜け殻がら》たちの前に火柱を高く立てた。

（怯ひるんだ!?）

　そう見えた。《抜け殻》たちの前進が止まった。だがそれは短い時間のことで、《抜け殻》たちは二ふた手てに分かれて《竜涎》の炎を迂う回かいしようとした。

「チカさん、ルカさん！　彼らを網あみで捕つかまえるように左右から囲い込んでください！　彼らは火を怖おそれている！」

　了解、と言って二人ふたりは《竜涎》をさらに発射した。

　まず、絶対防ぼう衛えい線を三分の二ほどの円で描き、その左右の端はしから真まっ直すぐに炎を《人間印刷機》にまで走らせた。さらにそこから左右に開いて壁かべまで繫つなげ、完全に区切った。炎は腰よりも下ほどの高さまでしかなかったが、《抜け殻》たちはその恐きよう怖ふに、人であったときと同じように泣き喚わめき、何とか下がろうとした。

「下がった分、線を太く！」

　ルカとチカは文人の言う通りにした。炎の線が太くなり、その分《抜け殻》同士の互いの距きよ離りは狭まって、おしあいへしあいし始めた。後ろに下がろうにも、そこには《人間印刷機》が鎮ちん座ざして、それを邪じや魔ましていた。

「何してる！　そんな炎、貴き様さまらの体ならなんてことはないだろうが！」

　かもしれない──いや、そうなのだろう。だが、たとえ《抜け殻》であってもきっと《本》との繫がりが残っているのだ。本体が《本》になればより火を恐れるのは当然だった。《本》でなくても火は怖い。それが層倍になったのだ。命令に従わなくても当然だった。

「貴様ら！　行けえ！──ひいっ！」

　マインツ・ベルクが喚こうが何をしようが、動くものではなかった。炎の檻おりは狭まり、《抜け殻》たちはまるで満員電車に詰め込まれたみたいになった。マインツ・ベルクが悲鳴を上げて飛んできた火の粉を振り払う中、《抜け殻》たちは《人間印刷機》にも取り付き始めた。

（よし！）

　思う通りになった。《走そう馬ま灯とう》を使うまでもなかった。あとは──

「フィフ！」

　彼女は傍そばに来て、なんじゃ、と訊きいた。

「彼らはいま、身動きできない。あの頭を渡わたっていけばあいつのところまでたどり着ける。この人たちの人数に頼るような奴やつだ。《切り裂さきジャック》や《スウィーニー・トッド》と違って自分では大して戦えないと僕は見た。この人たちを《本》にしたのがあいつなら、あいつを封印すればこの人たちも元に戻るんだろう？」

「……多分」

「多分？」

「こんな方法での《本化》は初めてだもの。確約はできん。じゃが、放っておけば被害者が増えるばかりなのも間違いあるまい」

　フィフは自分に言って聞かせるように頷うなずいた。

「肩を貸せ、フミヒト。そなたの言う通りにしてやる」

「うん」

　文ふみ人ひとは絶対防ぼう衛えい線に近づいた。炎から立ち上る熱で頰ほおが焼けそうだった。だが、なるべく前に出なければ。自分が炎に近づけば、それだけフィフの危険が減へるのだ。

「もうよい、フミヒト！」

　トン、と肩に軽く何かが触れたと思った瞬しゆん間かん、フィフは跳とんでいた。

「マインツ・ベルク！」

　そのまま、《抜け殻がら》の頭を踏ふみつけて《人間印刷機》を目指して突進する。無数の手がその足をつかもうと伸びたが、フィフの速さに追いつけずに空むなしく空くうをつかんだ。本当に速い。足場は不安定なのに巨大なハサミを肩に担かついで、それで微び妙みようなバランスを取っている。

「覚悟っ！」

　あっという間に人の頭の上を駆かけ抜け、フィフは《人間印刷機》の柱に足をかけ、また跳んだ。

　空中でハサミを構え、開いた刃をマインツ・ベルク目め掛がけて容よう赦しやなく振り下ろすのを文人ははっきりと見た。

　フィフは、この男の腕うでの一本ぐらいは切断しても構わない、むしろそうしてやる、と思っていたに違いない。それほどの一いち撃げきだった。

　だが。

「なっ──」

　ハサミの刃は止められた。届かなかった。さらに。

「がっ！」

　何かに一撃されてフィフは弾丸のように吹き飛び、壁かべに叩たたきつけられた。ハサミが壁へき面めんに突き刺さって、その輪に腕を引っ掛けた格好で死んだようにぶら下がった。

「フィフ！」

　文人の声に笑いが被かぶった。マインツ・ベルクの哄こう笑しようが、声を塗ぬり潰つぶすように轟とどろいた。振り向き、

「何、あれ……」

　何がフィフを吹き飛ばしたのか、文人は見た。

　クレーンのアームだった。簡単な三本の指がついた、木製の太いアーム。それが《人間印刷機》から生えている。

「馬ば鹿かめ！　私の作る《印刷機》がただの《印刷機》だと思ったか！　見るがいい！」

　言われなくとも見た。

　マインツ・ベルクの足の下で、《人間印刷機》が《変形》するのを、全員が見た。

　柱から分ぶん離りしたアームはまるで腕うでのようで、長いテーブルは折りたたまれて、短いがどっしりとした、サイを思わせる四本の足となった。紋もん章しようの下のふたつの切れ込みの奥に、暗くぼんやりとした灯あかりが点ともる。アーム──否いな、腕の一本が、プレス部分を回す支し柱ちゆうをハンドルごと引き抜くと、それは巨大なハンマーのように見えた。

「見たか！　私の造つくり上げたゴーレムを！」

　唸うなりを上げてクレーンのアームのような腕がハンマーを振り回した。その風圧で《抜け殻がら》は紙のように吹き飛び、炎はかき消された。

　文ふみ人ひとたちも、堪こらえきれずにたたらを踏ふんで下がった。《人間印刷機》は容よう赦しやなく《抜け殻》を吹き飛ばし、踏みつけ、前進を始めた。それはとてもゆっくりとしていたが、確実にフィフに向かっていた。

「このおっ！」

　チカが放水器を構え、《竜りゆう涎ぜん》を放った。

「無む駄だだっ！」

　ぐるん、と《人間印刷機》のアームがさらに変形してプロペラのようになり、それが回転した。風圧は《竜涎》を飛ひ沫まつにし、辺りへと振り撒まいて火の手を上げたが、《人間印刷機》には触ふれもしなかった。飛沫は文人たちの所へも飛んできて、必死にそれを払った。八や代しろと雲くも木きは青ざめた顔で声もなく、ただ災さい厄やくを逃れようと壁かべにぴったりと背をくっつけていた。

「くそっ！」

　さらに《竜涎》を浴びせようとするチカの腕を文人はつかんで止めさせた。

「駄だ目めだ！　あいつには効かない！」

「じゃあ、どうするの！」

「──こうするのじゃ！」

　その声にはっと振り返ると、フィフがハサミを壁から引き抜いて《人間印刷機》に向かって跳とびかかり、振り下ろすのを見た。

　アームに阻はばまれ、抉えぐれた木き屑くずが散った。

　反対のアームが、フィフに叩たたきつけられる。体を捻ひねってかわすも僅わずかに掠かすった。それだけでフィフは弾はじけ飛び、床に転ころがった。

　だが、すぐに立ち上がる。《抜け殻》たちは倒れたまま起き上がらず、マネキンのようになって動かない。フィフはハサミを振り回して再び《人間印刷機》に挑いどみかかる。

「何とか……何とかしなくちゃ……」

　フィフの不利は明らかだった。ハサミは少しもマインツ・ベルクに届かず、挑みかかるたびに殴り飛ばされ、床に、壁かべに叩たたきつけられる。

「あの腕うでを──アームを封じないと、このままじゃ負ける……」

　だが、いいアイデアは何も浮かばなかった。銃？　大砲？　仕組みを知らないものの《仕掛け》を作って、それが本当に作動するかどうか、自信がなかった。本物に触れたことも見たこともないのだ！

「フミー！」

　文ふみ人ひとはぐいと腕を引かれて倒れそうになった。驚おどろいて振り返ったそこに、間近に、チカの顔があった。

「わたしが言うものを作って！　それであいつの腕を封じて！」

「な、何を──」

「蝙こう蝠もりよ！　蝙蝠を捕つかまえる道具を作って！　二つの重石を紐ひもで結んでそれを投げると絡からみつく道具よ！　春しゆん夏か先生が装そう丁ていした本の一冊に載のってたの！　できる!?」

「それは──」

「できるでしょう!?　あなたは《マイスター》なんだから！」

　文人は唾つばを飲み込んだ。チカの言った《マイスター》という言葉がずしりと胸に来た。できないというのは簡単だ。だけど──

　ポケットに手を突っ込み、文人は鉛えん筆ぴつを取り出した。腰からホルダーベルトを外して床に広げ、その前に座り、そうして、鉛筆を回した。

　ぐん、と時間の感覚が伸びる。《走そう馬ま灯とう》が発動し、全すべてが停止する。世界は自分だけになる。

　その静せい寂じやくの中で、頭だけが冴さえていた。

　──。

　──憶おぼえてる。チカさんの言った本を、僕は憶えてる。

　──家にある本は、父さんに全部無理やり読まされたんだ。だから憶えている。

　──それはとても苦痛だった。

　──だったけど、その中で一冊か二冊はマシな本もあった。その一冊が《世界の狩り》。

　──そうだよ……確かにあった。その中に《蝙蝠の獲とり方》が！

　──チカさんの言った通り、それは紐の両りよう端たんに重石をつけただけの簡単な道具だ。

　──回転するように投げると、蝙蝠は餌えさと勘かん違ちがいして近寄ってくる。

　──ぶつかると紐が絡んで翼つばさを封じられ、蝙蝠は落ちてくる。

　──確かに、使えるかもしれない。

　──だけど……どうする？

　──ただ巨大な重石のついた紐を出しても、意味がない。

　──こちらの意い図とを読まれたら、あのアームに絡め取られて終わりだ。
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　──気付かれず、フィフをあのまま囮おとりにして、僕が投とう擲てきしなくては駄だ目めだ。

　──だけど……どうやって!?

　──あの《人間印刷機》を拘こう束そくするような紐ひもと重石なら、相当大きくないと駄目だ。

　──出せたとして、どうやって放る？

　──やるなら、出すと同時だ。実体化と投擲は同時でなければ！

　──それには……それには──

　──。

　文ふみ人ひとは止まった時間の中で必死に考えた。思考をフルに回転させた。

　やがて。

　限界が来て、頭痛と共に時間が戻ってきた。

「がっ！」

　脳が焼けるように熱あつい。痛い。手に軽い痺しびれが走って、短くなった鉛えん筆ぴつが落ちる。

（くそっ！）

　床にその手を叩たたきつけ、文人は痺れを堪こらえてホルダーからペンを取り出して握にぎった。

　あらかじめ取り外しておいた《本》のページを広げ、《仕掛け》の展開設計図をフリーハンドで描かいていく。時間の止まった世界で、設計は終わっていた。その記き憶おくが消える前にそれを現実の世界で写し取る。それは時間との勝負だった。

　息を詰め、殴るように書き綴つづる。

（間に合った！）

　消えてしまう前に写し終えられた。それを今度は切り抜いていく。貼はり合わせ、重ねる。《仕掛け》そのものはそれほど凝こったものではない──仕組みさえわかれば。

（よし！）

　組み上がった《仕掛け》を見開きのページごと、《本》へと差し込む。そのまま祈るように手で挟み、文ふみ人ひとはフィフを見た。マインツ・ベルクを肩に乗せて暴あばれる《人間印刷機》と戦う自分の《戦せん闘とう司書》を見た。

「──フィフ！」

　ぐ、と《本》に手をかけ、文人は叫んだ。

「──避さけろ！」

　一気に、横倒しにした《本》を開く。

　手前から向こうへ、アームが立ち上がっていく。それは、振りかぶった《腕うで》を大きく下ろす動きだ！

　アームは、折りたたまれた部分が伸びると二倍の長さになり、その先に取り付けられた二つ折りの皿が開く。と、その間に挟んだチェーンの先に《本》のページで作った重しをつけた蝙こう蝠もり捕ほ獲かく器きが──

　──発射される！

　フィフは《人間印刷機》に蹴けりを喰くらわせると、その反動で後ろへ跳とんだ。

　そこへ蝙蝠捕獲器がブーメランのように水平に回転しながら迫る。

　迫りながら大きくなる。

　それがこの《仕掛け》の要かなめの部分だった。大したものではない。大きさを指定してやっただけだ。比ひ較かくになるものを一緒に《仕掛け》に入れて。

　重石のついたワイヤーが狙ねらい違たがわず《人間印刷機》に命中した。両りよう端たんの重石が遠心力であっという間に巻きついていく。その威い力りよくは想そう像ぞうよりも強く、木製のアームにめり込むほどがっちりと絡からみついた。アームはぎしぎしと軋きしみを上げるも、ワイヤーはびくともしない。

「馬鹿なっ！」

　マインツ・ベルクはうろたえ、足を踏ふみ外しそうになって必死にしがみついた。その顔に、はっきりと恐きよう怖ふが張り付いている。

「ようやった！」

　フィフは空中でくるりと向きを変えると天井の梁はりに逆さに着地した。ぐうっと膝ひざを折り、力を溜ためる。そして、爆ばく発はつするように一気に、マインツ・ベルクに突進した。

「覚悟っ！」

　巨大なハサミをぐるりと回し、開いた刃の間に男を捉とらえ、そのまま壁かべへと飛んで激げき突とつした。鋭するどい刃が服を切り裂さき、肌に食い込み、壁かべに縫ぬいつけられたマインツ・ベルクは悲鳴を上げた。

「こんなっ！　ありえない！　私の発明が敗れるなど──こんなのは噓うそだっ！」

「噓でも夢でもないわっ！」

　フィフは文ふみ人ひとに向かって手を伸ばした。

「フミヒトっ！」

　それだけで何を求められているかがわかった。文人は《本》から封印のための札を、《虚うつろの図と書しよ館かん》の蔵書であることを示す《蔵書票》を取り出すと投げた。

　見えない糸がついているかのように、真まっ直すぐにフィフの掌てのひらに収まる。彼女はそれをマインツ・ベルクの額ひたいに、叩たたきつけるように貼はり付けた。

「ぎゃあああっ！」

「おとなしく棚に収まれっ!!」

　捻ねじるように、ぐい、と札を押し付ける。長い長い悲鳴が尾を引き、それがとうとう消えるとハサミの間にはもはやマインツ・ベルクの姿はなく、ただ古びた革かわ装そう丁ていの《本》が在あるばかりとなった。

「……ふう」

　ハサミを壁から引き抜き、フィフは《本》を手にして着地した。その後ろで轟ごう音おんを立てて《人間印刷機》が崩くずれ落ち、変形し、元の巨大な《印刷機》に戻って静かになった。

（終わった、か……？）

　その時、奥の棚に並べられた《本》が光を放った。あまりの眩まぶしさに文人は腕うでで顔を庇かばって目を閉じた。そして再び目を開けたとき、そこにあったすべての《本》は消え失うせていた。

　代わりに、コンクリートの床に転ころがった《抜け殻がら》だった人々の顔には血の色が戻り、もはやマネキンには見えなかった。

　意い識しきを取り戻すには少し時間がかかるだろう。彼らはどこまで憶おぼえているだろうか？　《人間印刷機》にプレスされて《本》にされる直前までの記き憶おくはあるはずだが、それすら夢だと思うかもしれない。だとしたら、その方がいい。こんな恐おそろしいこと、現実だと思わない方がずっといい。

（それよりも問題は……）

　文人は後ろを見た。雲くも木きと八や代しろはまだ壁に張り付いたままだった。表情は強こわ張ばり、互いにしがみついて瞳ひとみだけが細かく震ふるえるように揺れていた。

「い、いい、いったい……」

　声も、八代は震えていた。雲木は、息すら震えていた。

「いったいこれはなんなんだ！　江え本もとおっ！」

「いやぁ……」

　文人は上う手まく説明する言葉を持たず、作り笑いを浮かべることしかできなかった。

「何だとはご挨あい拶さつじゃな、ヤシロ」

　フィフが隣となりに来て二人ふたりをじろりと見た。その紫むらさき色いろの瞳ひとみはきっと、普段彼らが見ている、元気でやかましい銀ぎん色いろの髪かみの少女のものではなかっただろう。文ふみ人ひとの目から見ても、フィフにはまだ戦いの余よ韻いんが残り、頰ほおは微かすかに紅こう潮ちようしていた。

「助けてやったのは二人とも、これで二度目じゃというのに」

「な、な、何の──」

　フィフは長く息をついた。

「まあよい。いま、ごちゃごちゃと騒さわがれるのは面めん倒どうじゃ」

　言うなり、フィフはハサミを振るって、峰みねで八や代しろと雲くも木きの脳天を打ちすえた。文人が止める間もなかった。二人は声も立てずに昏こん倒とうした。

「フィフ！」

「騒ぐな。優やさしくやったから大丈夫じゃ」

「本当か……？」

「拙せつを信じるがよい。──じゃが、こんなことなら、二人が《本》にされてから乗り込むのであったな。そうすれば記き憶おくをどうするか思い煩わずらわずにすんだのに」

「しかたないだろ。まさか雲木たちがいるだなんて思わなかったんだから……」

　気を失っている二人は先刻までの恐きよう怖ふが噓うそのように、穏おだやかな顔をしていた。

「誰だれ？」

　怪け訝げんそうにチカが言ったのに、友達、と文人は答えた。

「学校の」

「ふうん」

「意外じゃろ？　フミヒトにも一応いるのじゃ、友達が。まあ、女の方はフミヒトのことが好きなのじゃがな」

「フ、フィフ！」

　どっと背中に汗が噴ふん出しゆつするのを感じながら、文人は崎さき田た姉妹を見た。ホースを肩に乗せるようにして、そっくりな顔で文人を見る目は怖こわかった。

「……そんな話、聞いてない」

　ルカがぼそりと呟つぶやき、ゆっくりとチカも頷うなずいた。

「わたしたちのおっぱい、めちゃくちゃに揉もんだくせに……」

「してない！」

　文人は悲鳴のような声を上げた。

「勝手に話を大きくするな！」

「触さわったのは事実でしょ」

　ルカにそう言われてしまえば、文人は黙だまるしかなかった。それについては言いい訳わけのしようもなかった。事故であっても、触れてしまったのは確かだ。

「と、とにかく二人ふたりは友達なんだ。それだけだよ。いいから、もう帰ろう」

　チカとルカの突き刺さるような視線に耐えかね、文ふみ人ひとは背中を向けた。二人とも緊きん張ちよう感がなさすぎる、と思いながら顔を上げたその目に、忘れていたものが飛び込んできた。

「……なあ。あれ、どうする？」

　フィフも振り向いて、ああ、と言った。その視線の先にあるのは、ワイヤーが絡からみついたままの《人間印刷機》だった。大きさは元のまま。マインツ・ベルクが封印されたのに、消える気配もなかった。

「何で、あのまま？」

「あれは紙でできた《仕掛け》ではないぞ」そうフィフは言った。「基き礎そは《本物》じゃ。人間を《本》に変えるのと、《印刷機》の形そのものが変わるのには《本》の《力》が使われておったようじゃが」

「だから男が《本》に戻ったら、《印刷機》も元に戻ったのね」

　チカが言った。

「それで、どうするの？　燃やしてしまっていいなら、やるけど」

「うんうん」

　ルカが何かを期待するように何度も頷うなずいた。すると。

「──それは困るなあ」

　頭の上からそう声が降ってきて、文人たちはぎょっとして振り仰あおいだ。

　すると階段の手て摺すりに寄りかかるようにして、単眼鏡モノクルをかけた髪かみの長い着物姿の若い男が、文人たちをにこやかに覗のぞき込んでいた。

「あれは、ボクらが彼に頼んでいたものなんだ。──にしても、さすがはマインツ・ベルク。グーテンベルクの弟子を自称する、錬れん金きん術じゆつの徒だけのことはある」

　男はゆっくりと階段を降りてくる。隙すきだらけのように見えるのに少しも油断がなく、どこか異様な雰囲気をその身に纏まとっていた。

「あれならきっと、《あの方》も納得してくださるだろう」

　文人はピンときた。男が口にした《あの方》が誰だれか、それがわかった。《奴やつ》だ。確かく証しようがあるわけではない。だがそう確信できた。

　そしてそれはフィフもだった。

「貴き様さまっ！」

　フィフはハサミを構えた。

「人間なのに、《奴》に与くみしているのか！」

　文人は驚おどろいて男に見入った。人間だなどとは思ってもみなかった。てっきり《本》だと思っていた。それが──そうではない？

「やだなあ……そんなに驚おどろくことじゃないだろう？」

　男は笑って文ふみ人ひとを見た。

「君だって人間じゃないか。そっちの女の子たちだって」

　その時、背後で凄すさまじい音が起こった。思わず振り向いて確かめずにはいられない、そんな轟ごう音おんだった。

　屋根が抜けていた。

　それは誰だれが見ても尋じん常じような抜け方ではなかった。屋根の一部は切り取られていた。何かが落ちてきて突き破ったのではなく、屋根が切断され、その瓦が礫れきが梁はりにぶつかって轟音を上げ、コンクリートの床に落下したのだとわかった。

　まるで爆ばく発はつしたかのように、白っぽい埃ほこりがもうもうと舞まい上がって押し寄せたが、それはまるで濃こい霧きりだった。それは、細かい針のように目を刺し、喉のどに侵しん入にゆうして激はげしく文人たちを咳せき込ませた。

「ええいっ！」

　フィフは手にしていた《本》を扇あおぐように振った。突風が吹き、埃を払った。その一いつ瞬しゆん、彼女のスカートが大きく捲めくれ上がったのは見なかったことにした。その下の白いお尻しりも、なかったことにしておこうと決めた。

　それよりも。

「いない!?」

　男が消えていた。重要なのはそのことだった。そして。

「あそこ!!」

　振り向くと、マインツ・ベルクの《人間印刷機》の前に、さっきまで階段にいた単眼鏡モノクルをかけた和装の男がいた。

　まるで、こちらを阻はばむかのように、そこに立っていた。

「貴き様さま……《奴やつ》の手先であれば容よう赦しやはせん！　その《印刷機》は《奴》には渡わたさぬ！」

「それは困るなあ」

　男は小こ馬ば鹿かにするように微笑ほほえんだ。

　フィフの中で何かが切れた音がした。それを文人は確かに聞いた。

　無言で彼女は飛び出した。

　姿勢を低くして飛ぶように走り、あっという間に男の懐ふところに飛び込むと、急停止してそのまま体を回転させながらハサミを抜き、遠心力で開いた刃を叩たたきつけた。

　凄まじい音がして、文人は思わず目を閉じた。

　フィフは完全に我を忘れていた。止める間もなかった。ひょっとしたら人間である男の腕うでの一本でも切り落としてしまったかもしれない。そう思った。だが──

　男の笑い声が、倉庫に響ひびいた。

　文ふみ人ひとは驚おどろいて目を開いた。

　男は何事もなかったかのように立っていた。信じられないことにフィフは叩たたきつけたハサミをそのままに、その場から一歩も動けずにいた。

「ぬ──」

　次の瞬しゆん間かん、フィフの腕うでが跳はね上がり、直後、後ろに向かって吹き飛んだ。彼女は風を巻いて文人の脇わきを飛び抜け、後ろの階段の手て摺すりに叩きつけられた。

「フィフ！」

　彼女はひしゃげた手摺に埋まっていた。駆かけ寄り、彼女の腕を取りながら文人は、フィフの腹にくっきりと靴底の跡あとがついているのを見た。

（一体、何が──）

　文人は振り返った。すると、

（う──）

　そこに、もう一人ひとり、新たなる者が立っていた。

　口元が隠かくれるほど襟えりの高い、赤い革かわの、寒い国の軍服のようなロングコートに身を包み、その肩を燃えるような赤い髪かみが、融とけた鉄のように流れ落ちていた。

　それは少女だった。

　紫むらさき色いろの瞳ひとみの、眼まな差ざしの鋭するどい少女だった。

　自分の背丈ほどもある巨大なカッターナイフを背中に負うようにして、まるで男を守るかのように立っていた。

「あの子……」ルカの声に緊きん張ちようが滲にじんだ。「……《本》だ」

「その、ようじゃ……」

　文人ははっとした。

「フィフ！」

「大丈夫、じゃ……どこも破やぶれてはおらん」

　言いながらも辛つらそうに、歪ゆがんだ手摺から抜け出したフィフを文人は支え、もう一度、男と少女を見た。

「…………」

　人間と《本》の組み合わせ──何かが引っかかった。それがなんなのか上う手まく説明はできなかったが、気になった。

「さて……」

　男は何の危険も感じていないかのように、《人間印刷機》に歩み寄った。

「できることなら、ここで君たちを叩き潰つぶしておきたいところなんだが、色々と都合があってね。とりあえずこれだけ回収させてもらうよ」

　男は《人間印刷機》の傷だらけの表面を、どこか愛いとしそうに撫なでた。

「マインツ・ベルクは好きにしてくれたまえ。水に浸つけるなり、燃やすなり」

「ふざけないでっ！」

　人を喰くったような物言いに、文ふみ人ひとが止める間もなく、チカが《竜りゆう涎ぜん》を発射した。粘ねん着ちやく性せいのある発火性の液体は、狙ねらい違たがわず男と少女を目め掛がけて飛んだ。

「──やれやれ」

　男はため息をつくと袖そでの中から《本》を出し、開いた。

　ぐうっと《仕掛け》が立ち上がる。それは魚の頭だった。水面から顔を出すように現れたそれは、びゅっと口から水を吐いて《竜涎》を見事に捉とらえた。《竜涎》は水と反応して爆ばく発はつ的に水すい蒸じよう気きを発生し、先刻の埃ほこりとは比ひ較かくにならない量で辺りを包んだ。

「おのれっ！」

　フィフは文人の腕うでを振りほどくようにして立ち上がり、再び《本》を振ったが、今度は、そんなことでは簡単に霧きりは晴れなかった。

「少年」

　濃こい蒸気の向こうから声がした。

「今度はぜひ手合わせを願いたいものだ。最強と名高い君の《戦せん闘とう司書》と、このボクの《戦闘司書》、どちらが至し高こうか」

「な、何だって!?」
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「どちらの《仕掛け》が素す晴ばらしいか。腕うでが上か。君も興きよう味みがあるだろう？　あるはずだ。君がボクと同じ本物の《マイスター》なら──」

「何言ってんだ！　待てっ!!」

　ごう、と渦うず巻まいた風が押し寄せ、吹き飛ばされそうになったが何とか堪こらえた。

　そうして。

　風が止やむと、霧きりのような蒸じよう気きもろとも、男も、少女も、そして《人間印刷機》も消えていた。後に、倒れ伏したたくさんの人々と、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす文ふみ人ひとたちを残して。

「……《戦せん闘とう司書》だって……？　まさか……」

　文人は吐き出すように呟つぶやいたが、フィフはただ、切り取られた屋根から覗のぞく青く高い空を見上げていた──













　　　　　エピローグ







「……それは、ありえないと思います……」

　断言しながらも、グリーズ・ビーはどこか自信なさげだった。

「……《戦闘司書》は《虚うつろの図と書しよ館かん》に登録されていますし、その所在はすべてわかっています。いま活動している《戦闘司書》はフィフさんを含めて五冊。あとは《マイスター》の不在で休眠中です。それはすべてここにあります……」

「でも、確かに──」

　文人が言い募つのるのにグリーズ・ビーは、可か能のう性せいとしては、と続けた。

「……そう思い込まされているのかもしれません……」

「《奴やつ》に、か？」

　憮ぶ然ぜんとした表情で、フィフは吐き捨てるように言った。

　昨日きのうの事件からずっと、彼女は機き嫌げんが悪かった。文人をからかうこともなく、いつも何かを考え込んでいるようで、ぴりぴりしていた。

　その影えい響きようか、崎さき田た姉妹もあれから部屋に閉じこもってしまい、まだ顔を見ていなかった。

《奴やつ》は、とフィフはテーブルの上に置いた拳こぶしを握にぎった。

「《禁きん書しよ》にして《まいすた》じゃ。ビーの言ったようなことも可か能のうかもしれんが……それはつまり《奴》の傷が癒いえ、行動を開始したと考えるべきなのじゃろうな……」

　その声には怒りと口くち惜おしさが滲にじんでいた。

　文ふみ人ひとはようやくフィフの不ふ機き嫌げんの理由に納得した。フィフは、確かに《奴》に傷を負わせたと言っていた。身を削けずるような戦いをして、相応のダメージを与えたと信じていた。それがこんなにも早く、と感じているのだろう。

「ごめん、フィフ」

　文人は紅茶のカップを何度も撫なでるようにして、慎しん重ちように言葉を選びながら言った。

「僕がもっと優ゆう秀しゆうだったら、そんな顔をさせなくてもすんだんだろうけど──」

「何を言う！」

　フィフは驚おどろいた顔で文人を振り向くと、美しい銀ぎん色いろの髪かみを振った。

「フミヒトはよくやっておる！　《人間印刷機》を拘こう束そくしたあの《仕掛け》も見事じゃった！」

「あれだって、チカさんの助言のおかげだよ。僕が考え付いたんじゃない。未み熟じゆくなことぐらい自分が一番よくわかってる。よくやってるなんて、そんなの《奴》には関係ないだろ？　よくやってるからってそれで《奴》が手て加か減げんしてくれるわけじゃない」

「それは……」

　フィフは形のいい眉まゆをきゅっと顰ひそめた。

「《奴》は《マイスター》でもあるんだろ？　しかも《禁書》を一から造つくり上げることができるほど優秀な。だったら回復だって早くて当然だ」

　フィフも、グリーズ・ビーも何も言わなかった。それは文人の考えが正しいということを暗に示していた。

「勘かん違ちがいしないでくれよ？」

　文人は、少しうつむき加減のフィフとビーを見た。

「僕は、いじけてるわけでも、腐くさってるわけでもない。だったらどうするか、って話をしなくちゃって思ってるだけだ。《切り裂さきジャック》と《悪あく魔まの理り髪はつ師しスウィーニー・トッド》。人の欲よく望ぼうを叶かなえることなく《本》に変えてしまう《人間印刷機》。それを回収した、《マイスター》を名乗る謎なぞの男と、そいつの《戦せん闘とう司書》だという赤い少女──あいつらは《奴》のところに集まっていると見るべきだと思うんだけど──どうかな」

「そう、じゃな……」

　フィフはううむと唸うなり、文人はその顔から迷いが吹き払われていくのを見た。

「うん。おそらくは、フミヒトの言う通りじゃ。《奴》が呼び集めたに違いない。それは一つのことを示しておる。一見、悪いことのように思えるが、実は拙せつらにとっては有利なことじゃ」

　紫むらさき色いろの瞳ひとみに輝かがやきが増し、白かった頰ほおに微かすかに血の色が差した。

「つまり？」

「《奴やつ》が他人をあてにしなくてはならない程度にしか回復していないということじゃ。《奴》は何事も自分でしなければ気が済まぬ性格をしておる。《ジャック》にも《トッド》にも任せず、フミヒトを自ら襲おそったのがいい例じゃ」

「確かに……そうだよな。相手がフィフだったからかもしれないけど、そんな気もする」

「拙せつと同じように《仕掛け》だけでなく記き憶おくの欠落もあるとすれば、《奴》の《まいすた》としての腕うでも、かなり落ちておるのやもしれん」

　それはぜひ期待したいところだった。

　まだまだ程度は低いとはいえ、飛び出す《仕掛け》の設計にもだいぶ慣れてきて、ここをこうすればこう動く、こう立ち上がる、というのを感覚的に捉とらえられるようになってきている実感はあったが、《奴》に対抗できるとは、文ふみ人ひとは自信を持っては言えなかった。

　それに、とグリーズ・ビーが呟つぶやくように言った。

「……それだけの《禁きん書しよ》が集まれば、探たん知ちもしやすくなると思います。崎さき田た姉妹さんにはこれからも協力をいただけるのでしょうか……」

「多分、大丈夫だと思うけど──二人ふたりの両親が変えられてしまったっていう《本》は、その後どう？　何か手がかりでも見つかった？」

「……いえ、まだ……。けれど、目もく録ろくには載のっていますから、無事なのは確かです。もしも焼かれたりなどして《消しよう滅めつ》した場合は、自動的に目録からも削さく除じよされますから」

「そっか……早く見つけないとな」

　万が一、《奴》らの手に渡わたりでもしたら、彼女たちは敵に回るかもしれない。もう一度《竜りゆう涎ぜん》を相手に戦うのは、できればごめんこうむりたかった。

「……そういえば……」

　空からになっていたフィフのカップに新しく《仕掛け》の紅茶を注ぎながら、グリーズ・ビーは巨大な熊くまのきぐるみの頭を傾かしげた。

「……文人さんのお友達はどうなさるのですか……？」

　それも頭の痛い問題だった。

　あれから文人たちは救急車を呼び、雲くも木きと八や代しろを置いて帰った。文人は二人ふたりだけでも連れて出たかったが、

「連れ出して、それでどうするの？」

　そうチカに言われて、返す言葉がなかった。

　どう説明したものかも、あの場では考え付かなかったし、いまもこれだというアイデアはなかった。いっそ集団幻げん覚かくのようなものを見たのかもしれないと思える状じよう況きように置いていった方がいいと言われて反対はできなかった。

　せめてもと、八や代しろの喘ぜん息そくの発作が心配であったので、冷たいコンクリートの床から応接室のソファーへと二人ふたりを移動させたが、できたのはそれだけだった。

　事件は、ニュースにもなった。

　古びた印刷所の倉庫で何十人もの人間が倒れていたのだ。異常な事件として取り上げられ、それを文ふみ人ひともテレビで見た。だが、詳しいことは何も報道されなかった。報道のしようがないのだ。ほとんどの人間は、何な故ぜ自分があそこにいたのかもわからなかったはずだから。

　雲くも木きと八代だけが途中までを見ていたが、そうしたことを話したという様子もなかった。そうだとしたらすぐに警察が現れたはずだ。

　しかし来ない。

　ということはやはり、あの二人は一連の出来事をどこからが夢でどこまでが現実か、しっかりと区別できずにいると見てよかった。

「どうするかな……」

　文人はため息をついた。さすがに昨日きのうの今日きようだからか、雲木も八代も学校を休んでいた。夏か宰さいも事情を訊きかれているらしい。本当なら彼女が印刷所へ行くはずだったからだ。

「ヨミの方は何とかなる」

　そう、フィフは自信ありげに言った。

「どうするのさ」

「ヨミは日記をつけておる。記き憶おくとは記録じゃ。《本》のページを差し込み、それで──」

「改かい竄ざんするのか？」

　胸にもやもやしたものが渦うず巻まいた。だが──

「それがよい。知らなければ《奴やつ》らに狙ねらわれる危険が減へる。拙せつらが二四時間張り付いているわけにはいかぬだろう？　チカルカみたいに一緒に暮らすわけにもいかぬのだから」

「理屈ではわかるけど……」

　気持ちはそう簡単には割り切れなかった。だが、そうするしかないのだろう。

「八代はどうするの？」

「まずは日記をつけているかどうかじゃな。《ドラちん》に探らせよう」

　彼女の言った《ドラちん》というのは、文人が作った小さな《仕掛け》の龍りゆうだ。鉛えん筆ぴつのように細くて小さいが、フィフによく懐なついてペットのように可愛かわいがっている。

「もし、つけてなかったら？　確かく率りつはそっちが高いと思うけど」

「その時は仕方がない。放っておいて、我らは知らぬ存ぜぬを決め込むのじゃ」

「噓うそをつけって？」

　友達に。

　そんなのが友達なのだろうか？　そう呼んでもらう価値があるのだろうか？

　文ふみ人ひとは、そうは思えなかった。

「そんな顔をするな、フミヒト。ヨミも拙せつらもあの場所でのことを知らないとわかれば、ヤシロも自分の思い違いだと考えてくれるよ。その方が安全なのじゃ」

　きっと、そうなのだろう。深く考えずに付き合いを深めた自分が悪いのだ。

「こんなことなら──」

　言いかけ、文人は言葉を飲み込んだ。

「なんじゃ？」

「ううん、なんでもないよ」

　フィフのせいではない。

　巻き込まれたとはいえ、この戦いは自分の意志で始めたものだ。だから今いま更さらそんなことを口にしては駄だ目めなのだ。

　──友達になんかなるんじゃなかった、などとは。

　絶対に。




　　　　　☆




　その建物は、大きなビルの間に挟まれた、土地の面積でいえば一〇〇平方メートルほどの、商業用の建造物としては小さく、古い物だった。

　半年ほど前までは三階建てのその建物で古書店が営業をしていたのだが、折からの不ふ況きようで三十年の歴史に終止符を打って閉店をした後、買い手がつかずに放置されていたのを、登記を改かい竄ざんして、《彼ら》は手に入れた。

　前の持ち主はもういない。《本》になってしまっていた。

「なあんか、辛しん気き臭くせえなあ……」

　くたびれたフロックコートにシルクハットという格好の猫ねこ背ぜの小さな男は、大きな鷲わし鼻ばなをひくつかせた。手には奇妙な形をした手術用のメスのようなナイフを握にぎっている。

「まあ、嫌きらいじゃねえがな。イーストエンドを思い出すぜ。あのドブの臭においをよ」

「その臭いはおまえの鼻の穴にどうしようもなくこびりついているに過ぎん」

　猫背の男の隣となりに立つ、針のように細く背の高い男が言った。

「口を慎つつしめ。我らが《神》の御ご前ぜんだ」

「へいへい」

　猫背の男はシルクハットの鍔つばをナイフの先で突き刺して下げ、顔を埋めるようにした。

　窓のブラインドを下ろした暗い部屋の中には、彼らの他ほかにも影があった。天井まで届く岩のような影。怪しげな食虫花を思わせる香りをふんぷんと放っている影。それらは闇やみに融とけて本当にいるのかどうかも怪しく、気配だけを漂ただよわせている。

　そしてそのさらに奥に。

　闇やみにも鮮やかな、血に濡ぬれたように赤い椅い子すが置かれていて、そこに子供が一人ひとり、肘ひじ掛かけにもたれかかるようにして座っていた。

「……よくぞ来た。《スウィーニー・トッド》。そして《切り裂さきジャック》……」

「は」

　背の高い針のような男──《スウィーニー・トッド》は床に膝ひざをついたが、《ジャック》は立ったままだった。《トッド》は鞭むちのようなその手を振るうと《ジャック》の足を払って転倒させ、蛙かえるのように平伏させた。闇の中で、侮ぶ蔑べつの笑いがひとつふたつ、起こった。

「てめえら！」

「──黙だまれ。パイにするぞ？」

　その一言で《ジャック》は黙り、憎にく々にくしげに舌を打った。

「遅くなりました。我が《マイスター》──」

「立つがよい、《トッド》」

「は」

　言われるままに《トッド》は立ち上がって主を見たが、椅子に座った少年は、僅わずかな灯あかりに浮かび上がる口元しか見えなかった。

「下がれ」

　頷うなずき、《トッド》は《ジャック》を伴って闇の中へ、壁かべへと下がった。

　それを待ち、少年はゆっくりと椅子を立った。その所作はまるで老人のようで、体のあちこちが軋きしみを上げているかのようだった。

「……諸君」

　闇を見回して、少年はそう口火を切った。

「諸君らの働きにより、《虚うつろの図と書しよ館かん》は機能不全に陥おちいった。だが、それも徐々に回復しつつある。私はこの手で最強の《マイスター》と《戦せん闘とう司書》を葬ほうむるつもりであった。《マイスター》は《本》にしてやったが、憎き《戦闘司書》、フィフ・デグリースを滅ほろぼすには至らなかった。それどころか、私はこのざまだ」

　自じ嘲ちようするように、少年は──フィフたちに《奴やつ》と呼ばれている《禁きん書しよ》は笑った。

「だが、計画は遂すい行こうしなくてはならない。すべての人間を《本》にするために、我らは進まなければならない。そのために私は手に入れた」

　どどん、と部屋の中央に、突とつ如じよとして降ってきたものがあった。

　巨大な木製の、それはあのマインツ・ベルクの手による《人間印刷機》だった。

　天井ぎりぎりのその機き械かいの陰から、単眼鏡モノクルの着物の男と、赤い革かわのアーミーコートの少女が現れ、男は少年に一礼をした。

「何だ、貴き様さまらは」

《スウィーニー・トッド》が唸うなるように問うたのに、

「我らの新しい仲間だ」

　そう少年が答えた。

「仲間？　人間ですぞ？」

「その者は《マイスター》だ。これからの計画には必要な男だ。私が完全に復活を果たすまでにはどうしてもな」

「……承しよう知ちいたしました」

《トッド》は下がった。決して納得はしていなかったが、主の決めたことだ。それが決定事項なら、逆らえるはずもなかった。

　少年は頷うなずくと、《人間印刷機》を見た。

「マインツ・ベルクはよくやってくれた。仕上げの改かい良りようを行えば、これは素す晴ばらしく役立ってくれるだろう」

「おいおいおいおい」

　笑うように《ジャック》が言い、くるりと回したナイフの先を《人間印刷機》に向けた。

「まさかとは思うがよ、こいつで一人ひとりずつ人間をがしゃこんがしゃこんとやって、《本》にしてこうってんじゃねえよな？」

「無む論ろんだ」

　少年は馬ば鹿かにするような笑みを浮かべた。

「これの目的は別にある。これを用いて人間を《本》にしたところで、それは三級品でしかない。《本》とは本人の魂たましいを形にすることだ。それには昔ながらのやり方でなければ、完全なものにはならない」

「何をなさるおつもり？」

　とろけるような妖よう艶えんさが決して隠かくせぬ声が闇やみの中から漂ただよった。

　少年は難なん儀ぎな様子で再び椅い子すに腰を下ろした。

「……人間が我らの元へ訪れるのを待つのは終しまいだ。これからは《本》を人間の元へと積極的に送り込む。人間が手にする本の全すべてをいずれは我らの《本》にする。そのために──」

　少年は凄せい絶ぜつな笑みをその薄うすい唇くちびるに浮かべ──宣言した。




「──出版社を興おこす」













　　　　　あとがき







　鎌かま倉くらに行けてません。




　鎌倉がイケてません、ではないです。鎌倉はイケてます。




　前巻のあとがきで、鎌倉に行きたいと書いたんですが──まだ行けてないんです。つか、最近、書店と玩がん具ぐ店てんにしか行ってないよ！　水すい族ぞく館かんもすっかりご無ぶ沙さ汰ただよ！

　鮫さめが見たい！　鮫っ！

　…………。

　……や、まあ……ＤＶＤでも見ます。ディスカバリーチャンネルとか。




　で、鮫といえば。

　紙の魔ま術じゆつ師しと呼ばれるロバート・サブダ氏の仕掛け絵本には、大迫力の鮫の仕掛けがある本があったりします。

『エンサイクロペディア　太古の世界』の第二巻、『ＳＨＡＲＫＳ　海の怪獣たち』という本なんですが、すごいです。

　こう──がばっと嚙かみ付いてくるような感じで飛び出してくるんですよ！

　うーん……『太古の世界』シリーズを見ていると、サブダ氏が、カプコンのゲーム『モンスターハンター』の仕掛け絵本を作ってくれないかなあ、と願ってしまいます。ものすっごく見てみたいし、欲しいです！

　一昨々年、一昨年、と二年連続で池袋ではサブダ氏の展示会が開かれたんですが、去年はなくてとても残念だったので、今年は復活してくれるといいなあ……。




　そんな感じで、『司書とハサミ』も三巻目となりました。

　敵側も動き出し、新しい人物も出てきたりと、じわりと物語が進み始めてます。お楽しみいただけたら何よりです。

　サービスシーンもちょっぴり大目？

　そんなことない？

　ともあれ、表紙もいつものように、見えそうで見えなくて素す晴ばらしいです。

　なんかこうつい、本を斜ななめにしてしまったりしません？　そんなことしても見えっこないとわかってても！　するよね!?　しないか！




　とまあ、相変わらず作者の日々はこんな感じですが、『司書とハサミと短い鉛筆』の四巻目もどうか、なにとぞよろしくお願いいたします！




　それではまた、お逢あいしましょう！




　二〇〇九年　　二月中旬


ゆうき　りん







※『司書とハサミと短い鉛筆』シリーズはフィクションであり、実在する地域、個人、法人、会社、団体等とは何の関係もございません。
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ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画と美味しいもの。お寿司とかー。上の写真は自分で作った『鮪の握り』の飛び出す仕掛け絵本です。『でぃ・えっち・えぃ』シリーズ（電撃文庫）、『スイ～トスイ～ツショコラ』（徳間書店）もよろしくです！
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イラスト／トモセシュンサク

どもです、普段はイラストやＰＣゲーム原画など描いています。僕も本はわりと読む方だったんですが最近なかなか読めなくて未読の本の山が積み重なっていく一方です。ゲームの山も。。でもやっぱり気になるので買っちゃいますよね。老後の楽しみにしようと思います。
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司し書しょとハサミと短みじかい鉛えん筆ぴつ3








ゆうきりん
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